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電話　  087-277-0001
メール   keiichiro-yaguchi@npd.co.th販売：日本駐車場開発タイ

購入・お問い合わせ （担当：矢口）

オフィスや自宅での
オンラインミーティングに最適 !

究 極 の 空 間 活 用 家 具
テレワーク用ブース型家具

Priws

Priwsは組み立て式の家具なので、どこでも簡単に設置することが可能です。
適切な防音性能を備え、換気扇で空気を循環させることでブース内の温度を一定に保ちます。

※表示価格はVATを除きます

　120,000 バーツ
５年保証オプション
＋8,000バーツ

標準価格

ご発注から納品まで30日程度
納期

標準装備

2,500 バーツ/月
保証付き

５年リース

ブラック&オーク　ブラック&チェリーブルー&ホワイト

カラー

標準サイズ
W900×D1,200×H2,050

LED照明

換気扇

コンセント

遮音シート

カスタマイズ
対応可能

400ライ
総開発面積

小規模から大規模まで
ニーズに合わせ調整可能

57, Park Ventures Ecoplex, 12th Fl. Unit 1211
Wireless Road, Lumpini, Patumwan, Bangkok 10330

GDM (Thailand) Co., Ltd.
www.gdm-asia.com

■ 工業用地取得
■ 土地権利証書移転
■ 操業許可
■ 建築申請サポート

本物件に関するお問い合せは下記まで

電　  話 086-513-7435 高尾
takao@gdm-asia.comEメール

弊社のこれまでの実績
・東プレ 様
・アイシンアジアパシフィック 様
・古河電工 様
・福島工業 様
・宇部興産機械 様
・アムテック 様
・ＪＸ日鉱日石 様
・アマダ 様

・コマツ 様
・トヨタ車体精工 様
・古河オートモーティブ 様
・アルプス電子 様
・積水プラスティック 様
・日本ガイシ 様
・パナソニックデバイスSUNX 様
・不二越 様

など 多数の企業様の物件取得サポートをさせていただいております。

96万㎡
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供給が少なかったマプタプット工業
団地エリアに、待望の新規開発地が
誕生しました。
タイの重要な工業地域であるラヨー
ン県はEECの発展と共に今後さらに
飛躍するエリアだと予想されます。小
規模のレンタル倉庫・工場でもご活用
いただけます。長期リースも可能です。
（5,000㎡以下レンタルも個別分割相談可能）

工業用地として使用可

マプタプット工業団地に近接する好立地

30m幅道路沿いで
大型トレーラー輸送もスムーズ
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パタヤパタヤ

マプタプット工業団地マプタプット工業団地

パデーン工業団地パデーン工業団地
WHAイースタン工業団地（マプタプット）WHAイースタン工業団地（マプタプット）
アジア工業団地マプタプットアジア工業団地マプタプット

レンタル倉庫・工場レンタル倉庫・工場

新規開発地新規開発地
レンタル倉庫・工場レンタル倉庫・工場

ウタパオ
国際空港
ウタパオ
国際空港

EEC（東部経済回廊）
工業団地集積エリア
EEC（東部経済回廊）
工業団地集積エリア

EEC主要各エリアへも
アクセス良好

EEC主要各エリアへも
アクセス良好

2021年開業 総開発面積400ライNEW

Land Information

マプタプット
工業団地
マプタプット
工業団地

WHA
イースタン
工業団地

（マプタプット）

WHA
イースタン
工業団地

（マプタプット）

マプタプット深海港マプタプット深海港

Check Point

レムチャバン港

マプタプット深海港

マプタプット港から１５分

レンタル倉庫/工場
至
近マプタプット港

レンタル倉庫/工場
至
近マプタプット港

供給が少なかったマプタプットエリアについに新規開発地誕生！

マプタプット工業団地 ４㎞

　30㎞

　7㎞

アマタシティラヨーン

マプタプット深海港
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GDM (Thailand) Co., Ltd.
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■ 工業用地取得
■ 土地権利証書移転
■ 操業許可
■ 建築申請サポート

IEAT工業団地に関するお問い合せは下記まで

電　  話 086-513-7435 高尾
takao@gdm-asia.comEメール

弊社のこれまでの実績
・東プレ 様
・アイシンアジアパシフィック 様
・古河電工 様
・福島工業 様
・宇部興産機械 様
・アムテック 様
・ＪＸ日鉱日石 様
・アマダ 様

・コマツ 様
・トヨタ車体精工 様
・古河オートモーティブ 様
・アルプス電子 様
・積水プラスティック 様
・日本ガイシ 様
・パナソニックデバイスSUNX 様

など 多数の企業様の物件取得サポートをさせていただいております。
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Bangping - Praksa Rd

649-1-96 103.9 256.79

481-2-99 770,796 190.47

101-2-28 162,511 40.16

エーカーヘクタールライ

エーカーヘクタールライ

エーカーヘクタールライ

プロジェクトエリア

工場・倉庫エリア

公共施設・サービスエリア

通信システム
光ファイバーおよび高速イン
ターネット

電力供給
30 MW Electricity Substation
Metropolitan Electricity Authority,Samut 
Prakan District.より供給

廃水処理システム
2,500 cu.m./日
の汚水処理が可能

給水システム
6,000 cu.m./日
Metropolitan Waterworks Authority,Samut 
Prakan Branchより供給

ガスシステム
天然ガス供給パイプライン
PTT Natural Gas Distribution Co., Ltd.より供給

交通システム
メイン道路=横幅25m
サブ道路＝横幅20、16m

バンコク都心に最も近い
最新のIEAT工業団地
バンプー工業団地が完成してから40年強。長い期間をかけて確固
たる産業集積を築いてきたサムットプラカーン県。このエリアに最
新のIEAT:タイ工業団地公社の工業団地が登場します。都市化に
伴い周辺エリアでは工場の操業が難しくなってきていますが、この
工業団地の中では安心して操業が可能です。

タイ工業団地公社認定
工場建設、操業許可などワンスト
ップで申請でき安心して操業可能
です。

都心に最も近い
BTSプレクサ駅から５㎞。バンコク
都心まで直線距離で約20㎞。都心
からの通勤や物流に便利です。

バンプーエリアの希少な工業用地
都市化に伴い周辺では工場操業が
難しくなっています。工場ができ
る土地は希少価値があります。
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インフラ・システム概要

BHAKASA INDUSTRIAL
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（タイ工業団地公社）

販売開始IEAT

BHAKASA
INDUSTRIAL

BHAKASA
INDUSTRIAL

マスタープラン概要

・自動車部品
・電気電子部品
・産業用機械、ロボット
・食品加工
・冷凍・冷蔵倉庫
・EC向け物流、一般物流
・研究開発施設

最適な産業

バンプー　 工業団地新
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タイ農業 振興への道筋

　情報技術の進展に伴い経済のサービス化が進
展する現代のグローバル社会において、生活様式
の同質化、異質化、そして混在化への対応は日系企
業にとって大きな課題の一つとなっています。駐在
員の役割も大きく変わりつつある中、アートとサイエ
ンスの融合は経営にとっても重要な論点になって
いくのではないでしょうか。

ア
ー
ト
と
サ
イ
エ
ン
ス
の
調
和
の
重
要
性

第
７
回

経営
トップエグゼクティブの

Beauty Management
対談を通して見えてきたメッセージ

対談は19年10月から20年3月末までの間に、バンコク及び東京にて相手先のオフィスで行われたものです。本来であれば20年末にかけて多くの方 と々対談を予定していましたが、残念ながら新型コロナウイルスの感染
拡大を受けて国境を跨ぐ移動が制限されてしまいました。東京においても非常事態宣言が発令されるなど対面での取材は難しいと判断したことから、予定をしていた方 と々の対談を一時中断しています。

藤岡 資正・英オックスフォード大学より経営哲学博士を授与（D.Phil. in management 
studies）。チュラロンコン大学サシン経営大学院エグゼクティブ・ディレクター・MBA専
攻長、NUCBビジネススクール教授などを経て現職。早稲田大学ビジネススクール客員
准教授、戦略コンサルティングファームCDI顧問、神姫バス社外取締役、Sekisui 
Heim不動産取締役、中小企業変革支援プログラム顧問などを兼任。

　今回も引き続き、電通タイランドのナロン・トレスチョンCEOとの
対談を振り返ります。前回は、他社との差別化やブランディングにお
けるストーリー、文脈の大切さに触れました。今回は、一見相容れな
いと見られがちなサイエンスとアートについて考えます。 ナロン・トレスチョン

CEO

電通タイランド チュラロンコン大学サシン経営大学院
日本センター所長

明治大学専門職大学院教授

藤岡 資正

ナロン氏

　本来は一つでしたが、欧米式ではアート
（クリエイティブ）とサイエンス(メディア)を
分ける傾向があります。しかし、アートは独
り善がりに、サイエンスは分析的になり過
ぎました。やはり、この２つは１つでなけれ
ばならないのです。人間には右脳と左脳
があり、人によって得意不得意もあります。
片方の脳は分析的で客観的ですが、もう
片方は主観的です。
　アップルはこれがとてもうまい。人々は
アップルがアーティストっぽい会社だと
思っています。しかし、彼らは誰よりもハイ
テク企業で、誰よりもデザインや顧客の経
験に力を入れています。彼らは作りたいも
のを作っているかもしれませんが、製品化
前に相当レベルの実用性の試験をします。
アップルはどちらにも強いと言えます。

ナロン氏

　特に私たちの事業においては、データ
をそのまま使うようなことはしません。
　Creativity driven by data. Empowered 
with data. これがより良い結果に結び付く
のではないかと思います。

ナロン氏

　例えば、ネット上で商品Ａと商品Ｂを比
較させ、両者の異同点を細かく説明するこ
とができます。次に商品Aと商品Eを比較
し、どちらが欲しいかの質問や、ストーリー
を知らせることもできます。
　サイエンスとアートを分けて考えること
はとても難しく、すべてのエージェンシーに
とっての共通の課題なのです。

ナロン氏

　例えば金融業で絵画の授業をやると面
白いかもしれません。普段使わない別の
脳を使うのですから。誰しも小さい時は塗
り絵が好きでしたが、大人になるにつれて
やらなくなります。

藤岡

　経営は、サイエンスかアートなのか。こ
れはよく議論されるテーマですが、本当に
問われるべきはどのようにして両者のバラ
ンスを図るのか、ということだと思います。
この点について、経営者としてどのように
お考えでしょうか。

藤岡

　人間と同じで２つの調和が大切というこ
とですね。データに裏打ちされた創造性
と、創造性を戦略に結び付けるための仕
組みのバランスがなくてはならないという
ことに気付かされます。

藤岡

　今、一昔前と比べて世の中は様々な
データで溢れています。

藤岡

　最近、私たちのエグゼクティブ教育では、
ビジネスツールのみではなく、哲学や美意
識を磨くプログラムを開発しています。こう
した取り組みについてどう思われますか。

藤岡

　やはり、普段使うことのない脳を使った
り、地球全体やこれまでの人間社会を振り
返ったりする機会を持つことも大切だと思
います。

撮影：石田直之
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NEWSの詳細はウェブサイト（www.arayz.com）でチェック！！
このほかの『ASEAN最新ニュース』も随時配信中！！

　AI翻訳や印刷をはじめ統合型マーケティング、WEB・モバイルアプリケー
ション開発、デザインなど提供するITPのタイ法人、石田大成社タイランドは
7月1日、社名をITP ASIA CO.,LTD.に変更した。
　1916年に京都で創業した同社は世界に約40以上の拠点・事務所・印刷
工場・IT、印刷等関連会社を構えているが、創業100周年を機として2020
年に社名を石田大成社からITPに変更した。

タイ現地法人の社名を変更
AI翻訳や印刷、デザインなどのITP

　業務用インクジェットプリンターなどを製造・販売するローランドDGは
サムットサコーン県にあるタイ工場を増床する。日本の都田事業所（静岡
県）の量産機能を完全に移管し、製品原価の低減と価格競争力の向上を
図る。
　増床により工場の延べ床面積は6,907㎡から9,960㎡へ増え、生産エ
リアは40％増の7,162㎡と拡大。インクジェットプリンター、デンタル加工
機などの生産が移管され、生産機種は16機種から32機種と倍増する。

ローランドDGがタイ工場増床
日本から量産機能を移管

　三菱自動車のタイにおける製造・販売会社であるミツビシモーターズタイ
ランドは、日立物流のタイの子会社エタニティグランドロジスティクスと軽
商用電気自動車（EV）の実証実験に関する覚書を締結した。
　日本で販売されている「ミニキャブ・ミーブ」をエタニティの輸送業務に活
用する。実証実験の期間は1年。同社は今後、走行距離や充電記録、配送
ルートなどのデータ集積を行い、EV普及に向けた環境整備の検証を進めて
いく。

三菱がタイでEVの実証実験
日立物流のタイ子会社と協力

　シャープの子会社で、アジア・オセアニア地域で太陽光発電システムの
設計、機器調達、建設、運営、保守事業を展開するシャープソーラーソ
リューションアジアは、芙蓉総合リースと共にタイで電力販売事業を担うＳ
ソーラージェネレーションタイランドを設立した。
　ＳソーラージェネレーションタイランドとPPA方式により電力売買契約
を結んだ企業は、初期投資ゼロで太陽光発電システムを導入できる。発電
した電気は設置先に対し系統電力よりも割安な料金体系で販売する。

シャープが企業向け売電事業に参入
タイで太陽光発電の電力販売会社設立

　メーカー別でも主要車種によって明暗が
分かれた。特にPPVを中心とするSUVやピッ
クアップの販売が好調なトヨタ、いすゞ は1～5
月の累計販売ベースでそれぞれ前年比
26％、33％伸ばしたが、供給問題もありホンダ
の乗用車は伸び悩んだ。日産と三菱は、ピック
アップなどでの落ち込みが特に影響し、それ
ぞれ2割、1割落ち込んでいる。中国系のMG
はSUV中心に販売が好調であり、38％増と
健闘している。
　21年後半も7月以降のロックダウンの強化
でV字型回復は期待できないことから、タイ
工業連盟（FTI）は販売見通しを75万台に

直近の自動車販売状況
　2021年5月のタイの自動車販売は前年比
38.4%増の5万5,948台となり、1～5月の累計
は前年比13.9%増の30万8,217台となった。
しかし、コロナ前の19年と比べると、累計では
３割減と回復にはまだほど遠い。19年～21
年５月までの平均販売台数は約7万3,000
台だが、21年で同水準を超えたのは３月の
みである（図表１）。
　セグメント別では100万～120万バーツの価
格レンジのピックアップベースのSUV（PPV）
の累計販売台数が前年比7割増と好調であ
る一方で、50万～60万バーツのエコカーを含
むBセグ（1,500cc以下）では前年比２％減と、
低価格乗用車セグメントの回復の遅れが目
立つ。ピックアップは前年比14％増と安定推
移しているが、ピックアップの中でもダブルキャ
ブの成長率が高く、全体的により高級なタイ
プにシフトしていることが窺われる。
　背景としてはコロナ禍は低所得層により影
響が大きく、所得格差が一層広がったことが
挙げられる。特にコロナ禍の長期化で家計
所得に占める負債比率は、21年の第一四半
期に90.5％に達し、18年ぶりの高い水準に達
した。また、消費者信頼指数も6月には43.1
と、通貨危機後の1998年11月以来の最も低
い水準に落ち込んだ。
　家計負債比率が上がるとローン会社は審
査条件を厳しくする傾向にあるが、今のところ
金融当局から厳格化の方針は出ていない。
負債比率の上昇と消費マインドの低下で、
ローン審査以前にそもそも購入を諦めるか、
延期する顧客が増えていると推測される。

執筆者：野村総合研究所タイ　

タイ、アセアンの
自動車ビジネス新潮流を読む

《業務内容》 
経営・事業戦略コンサルティング、市場・規制調査、情報システム（IT）コンサルティング、
産業向けITシステム（ソフトウェアパッケージ）の販売・運用、金融・証券ソリューション
399, Interchange 21, Unit 23-04, 23F, Sukhumvit Rd., Klongtoey Nua, Wattana, 
Bangkok 10110
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据え置いた。
　他方で、生産は輸出の好調で１～5月の
累計ベースで前年比32.9％増で推移してお
り、19年からの平均生産台数は、21年1月か
ら4月を除くと上回っている（図表２）。地域別
では豪州、アジア、中近東向けへの輸出の
回復が目立つ。
　しかし、世界的な半導体不足とアセアン
地域でのコロナ禍の再拡大で部品供給が
滞り、輸出を中心とした生産のV字型回復に
も暗雲が立ち込めてきた。FTIは生産見通
しを150万台から155～160万台に上方修正
したが、状況次第では下振れリスクもある。

第44回

～好評につき、シリーズ継続！～

2021年のタイの自動車販売、生産の見通し

タイの自動車販売台数の推移（2019年1月～21年5月）図表１ 出所：FTI-AIC資料から作成
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タイの自動車生産台数の推移（2019年1月～2021年5月）図表２ 出所：FTI-AIC資料から作成
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一般人材派遣
一般人材紹介

運転手派遣

タイで10年以上の実績24時間日本語対応

財人    を派遣する。

Email：k.tabuchi@kyoudoh.co.th　　HP：www.kyoudoh.com

KYOUDOH GROUP RECRUITMENT CO., LTD.

29/1 PiyaPlaceLangsuang Building,10th Fl, Unit 10E, Soi Langsuang, 
Ploenchit Road Lumpini Pathumwan, Bangkok 10330

電話：（+66）02-254-5276　日本人直通：086-016-7200（田淵）

即戦力タイ人材を事前研修後に派遣

プロフェッショナルな人材情報をご提供

紹介予定派遣 おすすめ！

雇用前にまずは一定期間(最長２年)、お試し採用。必要
な人材のみ紹介契約に切り替えていただけます。業務遂行
能力や勤務態度、社内スタッフとの関係まで、長期にわたり
見極めが可能なため、より良い人材の雇用につながります。

事前教育、薬物検査に合格した
正社員運転手を派遣
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人
工
タ
ン
パ
ク
質
素
材
の
開
発
と
い
う
御
社
の

事
業
に
つ
い
て
詳
し
く
教
え
て
く
だ
さ
い

　
タ
ン
パ
ク
質
は
生
物
を
構
成
し
て
い
る
主
要
素

材
の一つ
で
す
。身
近
な
例
で
は
ウ
ー
ル
や
シ
ル
ク

も
タ
ン
パ
ク
質
か
ら
で
き
て
い
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ

の
タ
ン
パ
ク
質
は
非
常
に
優
れ
た
性
質
を
持
っ
て

い
ま
す
が
、タ
ン
パ
ク
質
を
取
得
す
る
た
め
に
は

自
然
界
か
ら
採
取
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
弊
社
は
微
生
物
を
使
っ
て
人
工
的
に

タ
ン
パ
ク
質
を
合
成
す
る
こ
と
で
コ
ス
ト
を
下
げ
、

糸
や
フ
ィ
ル
ム
と
いっ
た
素
材
に
加
工
し
て
様
々

な
用
途
で
使
え
る
よ
う
に
す
る
取
り
組
み
を
し

て
い
ま
す
。

　
当
社
が
タ
ン
パ
ク
質
に
注
目
し
た
理
由
は
大

き
く
２
点
あ
り
ま
す
。１
つ
は
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ

ィ（
持
続
可
能
性
）が
非
常
に
高
い
素
材
で
あ
る

こ
と
で
す
。タ
ン
パ
ク
質
は
微
生
物
を
用
い
た
発

酵
生
産
で
合
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。微
生

物
の
エ
サ
に
は
糖
や
天
然
抽
出
物
、ミ
ネ
ラ
ル
な

ど
を
使
用
す
る
た
め
、多
く
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
よ

要
が
あ
り
、顔
を
合
わ
せ
る
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
や
り
に
く
い
不
便
さ
は
感
じ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
社
会
の
意
識
が
向
上
し

た
印
象
が
あ
り
、当
社
への
関
心
も
一層
高
ま
って

い
る
の
を
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
の
事
業
展
望
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
タ
イ
に
続
い
て
ア
メ
リ
カ
で
の
現
地
生
産
に
向

け
た
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。量
産
の
た
め
穀
物

メ
ジ
ャ
ー
の
ア
ー
チ
ャ
ー・ダ
ニ
エ
ル
ズ・ミ
ッ
ド
ラ
ン

ド（
A
D
M
）と一
昨
年
提
携
し
ま
し
た
。Ａ
Ｄ
Ｍ

が
技
術
移
転
の
第
一号
に
な
り
ま
す
。試
運
転
や

実
液
運
転
に
入
る
際
に
は
、タ
イ
の
工
場
で
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
し
た
り
、タ
イ
の
社
員
が
ア
メ
リ
カ
で

で
す
。特
に
新
し
い
設
備
を
稼
働
さ
せ
た
時
に

起
こ
り
や
す
い
の
で
す
が
、雑
菌
汚
染
は
目
に
見

え
な
い
た
め
ど
こ
で
発
生
し
て
い
る
の
か
を
検
証

す
る
の
に
時
間
が
掛
か
り
ま
す
。特
に
高
温
多

湿
の
タ
イ
は
微
生
物
が
繁
殖
し
や
す
い
環
境
な

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　
初
め
て
大
規
模
な
工
場
を
運
営
す
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
様
々
な
ル
ー
ル
作
り
や
人
材
採
用
な
ど

を
進
め
て
き
ま
し
た
。タ
イ
で
採
用
し
た
従
業

員
に
は
大
手
メ
ー
カ
ー
で
働
い
て
き
た
方
が
多
く

安
全
意
識
も
高
い
で
す
。逆
に
ベ
ン
チ
ャ
ー
的
な

要
素
の
強
い
私
た
ち
が
色
ん
な
こ
と
を
教
わ
っ
て

い
ま
す
。

　
今
後
は
ス
パ
イ
バ
ー
が
も
と
も
と
持
っ
て
い
る

カ
ル
チ
ャ
ー
と
、世
界
的
な
企
業
で
働
い
て
き
た

彼
ら
の
考
え
方
を
い
か
に
融
合
し
て
現
場
に
落

と
し
込
め
る
か
が
カ
ギ
と
な
っ
て
き
ま
す
。相
互

理
解
が
と
に
か
く
重
要
な
の
で
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
は
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は

ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
か
？

　
も
と
も
と
ス
パ
イ
バ
ー
で
は
デ
ジ
タ
ル
化
を
進

め
て
い
て
、コ
ロ
ナ
前
か
ら
リ
モ
ー
ト
会
議
や
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
に
も
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。そ
の
た

め
、コ
ロ
ナ
禍
で
も
業
務
を
進
め
る
上
で
大
き
な

問
題
が
生
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。工

場
の
建
設
も
そ
れ
ほ
ど
遅
れ
ず
に
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
工
場
に
関
し
て
も
自
動
化
を
進
め
て
最
小
限

の
人
数
で
生
産
す
る
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
て

い
ま
す
。な
ぜ
な
ら
、タ
イ
を
マ
ザ
ー
工
場
に
し
て

世
界
中
に
展
開
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
か

ら
で
す
。た
だ
、現
状
は
立
ち
上
げ
の
時
期
と
い

う
こ
と
で
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
た
め
人
が
集
ま
る
必

タイの素材業界動向
　グローバルレベルでの大型再編が進む中、各メーカーによる新
素材開発は活発となっている。特に環境規制が厳しくなり、軽量
化のニーズが高まる自動車業界では、炭素繊維をはじめ樹脂系
素材の技術導入が進んでいる。2018年に東レ、住友化学、ブリ
ヂストン各社が開発したコンセプト車は、金属を一切使わない新技
術を搭載したもので注目を浴びた。化学メーカーが自動車開発の
より上流に携わる機会も増えている。
　タイにおいても、産業の高度化を目的としたタイ政府の政策
「Thailand 4.0」では新素材開発を重点分野として取り上げてい
る。また、素材開発の重要性を踏まえ、「材料技術開発政策」
（2017年～26年）を取りまとめている。スパイバー社がタイを海外
で初の進出先として選定した他、17年には「夢の素材」として注目
されるグラフェンに関するアジア初の研究センターが設立されるな
ど、新素材開発・生産のハブとしての魅力に注目が集まっている。

技
術
指
導
を
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、今
回
タ
イ
に
作
っ
た
工
場
は
あ
く
ま
で

繊
維
の
原
料
に
な
る
タ
ン
パ
ク
質
原
末
の
量
産
工

場
で
す
。そ
の
原
末
を
基
に
繊
維
を
作
る
ラ
イ
ン

は
日
本
に
あ
り
、当
面
は
原
末
を
日
本
に
輸
出

し
て
繊
維
の
生
産
を
行
い
ま
す
。個
人
的
に
は

原
末
か
ら
繊
維
ま
で
一
気
通
貫
で
タ
イ
で
生
産

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
、そ
の
よ
う
な
視
点
で
会

社
作
り
も
進
め
て
い
ま
す
。

　
現
在
、ス
パ
イ
バ
ー
タ
イ
ラ
ン
ド
と
い
う
箱
が
で

き
た
こ
と
で
、優
秀
な
人
材
が
集
ま
っ
て
く
れ
て

い
ま
す
。タ
イ
政
府
や
地
場
企
業
と
の
結
び
付

き
も
で
き
て
お
り
、も
し
タ
イ
で
繊
維
工
場
を

作
る
時
に
は
こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
様
々
な
ア
セ

ッ
ト
を
有
効
活
用
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

新型コロナウイルスの問題に加えて、タイは
国内市場の成熟や少子高齢化など様々な
変化を迎えている。企業のトップはそれらを
どう捉え、対処しようとしているのか。各分野
の企業トップの展望を三菱UFJリサーチ＆コ
ンサルティングの池上氏が聞く。

アフターコロナの経営変革

う
に
主
原
料
に
石
油
を
使
う
必
要
が
あ
り
ま
せ

ん
。も
う
１
つ
は
生
分
解
性
に
優
れ
て
い
る
点
で

す
。海
、土
の
中
で
生
分
解
し
ま
す
の
で
、プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
な
ど
の
問
題
が
起
こ
り
ま
せ
ん
。

　
タ
ン
パ
ク
質
は
ア
ミ
ノ
酸
配
列
を
変
え
る
こ
と

で
様
々
な
性
質
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
、そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
た
材
料
を
提
供

で
き
ま
す
。直
近
で
は
ア
パ
レ
ル
分
野
に
進
出
し

よ
う
と
し
て
お
り
、こ
れ
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
ア
パ
レ

ル
の
ゴ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
と
Ｔ
シ
ャ
ツ
や
パ
ー
カ
ー
、セ

ー
タ
ー
を
共
同
開
発
し
、大
き
な
注
目
を
集
め

ま
し
た
。

　
中
長
期
的
に
は
従
来
の
複
合
材
よ
り
軽
量
で

衝
撃
吸
収
力
も
高
い
自
動
車
部
品
や
、生
分
解

性
を
活
か
し
て
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
を
防

ぐ
日
常
生
活
品
、体
内
で
分
解
さ
れ
る
イ
ン
プ
ラ

ン
ト
材
料
な
ど
への
応
用
も
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
弊
社
素
材
に
つい
て
当
初
は
機
能
性
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、S
D
Gｓ

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）と
い
う
言
葉
が
注
目

さ
れ
る
に
つ
れ
て
、環
境
面
で
優
れ
た
材
料
を
使
い

た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
か
ら
の
お
問
い
合
わ
せ
が
増
え

て
い
ま
す
。S
D
Gｓ
に
対
す
る
投
資
と
い
う
意

味
合
い
で
出
資
さ
れ
る
投
資
家
の
方
も
い
ま
す
。

３
月
に
は「Brew

ed Protein

」原
末
を
量
産

す
る
タ
イ
工
場
の
開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
で
苦
労
し
た
点
は
？

　
一
番
大
変
だ
っ
た
の
は
、そ
も
そ
も
自
分
た
ち

で
工
場
を
作
る
と
決
め
る
こ
と
で
し
た
。弊
社
は

元
々
大
学
の
研
究
室
で
の
取
り
組
み
か
ら
派
生

し
て
お
り
、実
験
室
で
フ
ラ
ス
コ
を
振
っ
て
い
た
よ

う
な
人
間
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
中

で
、工
場
を
建
て
て
量
産
ま
で
行
う
と
い
う
マ
イ

ン
ド
に
切
り
替
え
る
の
に
苦
労
し
ま
し
た
。

　
当
初
は
社
内
で
反
対
意
見
も
出
ま
し
た
し
、

私
自
身
も
実
は
反
対
し
た
一
人
で
し
た
。た
だ

し
、基
礎
技
術
を
開
発
し
て
素
材
メ
ー
カ
ー
な
ど

に
ラ
イ
セ
ン
ス
生
産
を
し
て
も
ら
お
う
と
し
て

も
、弊
社
素
材
の
よ
う
な
全
く
新
し
い
素
材
を
い

き
な
り
ラ
イ
セ
ン
ス
す
る
こ
と
は
ハ
ー
ド
ル
が
高

く
、自
分
た
ち
が
量
産
の
最
初
の
扉
を
開
け
、マ

ー
ケ
ッ
ト
を
切
り
開
か
な
け
れ
ば
そ
の
後
の
発

展
も
な
い
と
感
じ
た
の
が
、舵
を
切
っ
た
大
き
な

要
因
で
す
。

　
自
ら
量
産
に
取
り
組
ん
だ
か
ら
こ
そ
、量
産

時
に
ど
れ
く
ら
い
の
コ
ス
ト
が
掛
か
る
の
か
、そ
し

て
さ
ら
な
る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
や
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
の

た
め
に
ど
の
よ
う
な
開
発
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。結
果
と
し
て

こ
の
素
材
を
早
く
社
会
に
普
及
さ
せ
る
た
め
に

必
要
な
体
制
の
構
築
お
よ
び
情
報
の
取
得
が
で

き
、選
択
は
間
違
って
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

商
業
生
産
の
開
始
の
目
途
は
？

　
今
年
の
年
末
に
は
開
始
す
る
予
定
で
す
。現

在
は
試
運
転
を
し
て
お
り
、こ
れ
か
ら
実
液
を

使
っ
た
試
験
を
開
始
し
ま
す
。

　
発
酵
生
産
に
お
い
て
大
き
な
問
題
に
な
る
の

は
、本
来
培
養
し
た
い
微
生
物
の
中
に
他
の
微
生

物
が
混
入
し
て
増
殖
す
る
コ
ン
タ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

アフターコロナの

経営変革
素材業界

企業トップに聞く

慶應義塾大学の先端生命科学研究所発のスタートアップ、
Spiber（スパイバー、山形県鶴岡市）が、人工構造タンパク質繊
維「Brewed Protein（ブリュード・プロテイン）」の原末をタイで製
造するために開設。サトウキビやキャッサバを原料に微生物の発
酵によって製造する。主原料に石油を使わず、生分解性もあるた
め環境負荷の低い高機能素材として注目される。３月に工場の
開所式が行われ、年内にも商業生産を予定。

Managing Director 

森田 啓介

Spiber
（Thailand）Ltd. 

By MU Research and Consulting
（Thailand）Co., Ltd.

Eastern Seaboard Industrial Estate, 300/155 M.1 T.Tasit, A.Plu-
akdaeng, Rayong, 21140, Thailand
URL ： https://www.spiber.inc/thailand/

Brewed Protein™ 使用のTHE NORTH FACEアウトドアジャケット

Spiber (Thailand) Ltd.
世界初の人工合成によるタンパク質素材「Brewed Protein」の
量産化に成功。ラヨーン県に設けた工場で年内にも商業生産を
スタート予定。

Haydale Technologies（Thailand）Co., Ltd.
タイ国立科学技術開発庁（NSTDA）にアジア初のグラフェン研
究センターを設立し、現在は航空機・自動車・医療・スポーツ・海
洋・プリンティング・コーティングの各分野に適用されている。

Thai Techno Glass Co., Ltd.（BSG Glass）
ALL（ZONE）と共同で折り畳みガラスの開発や、タッチスイッチ
ガラスなどのスマートガラスの研究をしている。

タイで新素材開発や生産などを手掛けている企業

1988年生まれ、大阪府出身。
慶應義塾大学総合政策学部
卒業後、2012年３月にSpiber
入社。19年６月より現職。

11



タイ農業 振興への道筋

　
バ
ン
コ
ク
か
ら
地
方
へ
少
し
足
を
延
ば
す

と
、豊
か
な
田
園
風
景
に
出
合
う
こ
と
も
珍

し
く
な
い
。

　
熱
帯
モ
ン
ス
ー
ン
気
候
に
位
置
し
、年
間

を
通
し
て
気
候
が
温
暖
な
上
、山
岳
地
帯

が
少
な
く
土
地
が
平
ら
で
国
土
面
積
の
約

４
割
が
農
地
と
言
わ
れ
、さ
ら
に
タ
イ
を
縦

断
す
る
よ
う
に
流
れ
る
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
ー
川

流
域
に
は
肥
沃
な
土
壌
が
広
が
って
い
る
。

　
そ
の
結
果
、コ
メ
の
生
産
量
は
世
界
８
位
、

サ
ト
ウ
キ
ビ
は
同
３
位
、キ
ャッ
サ
バ
は
同
３

位（
い
ず
れ
も
2
0
1
9
年
、F
A
O
よ

り
）な
ど
、世
界
有
数
の
生
産
量
を
誇
る
。

そ
し
て
ド
リ
ア
ン
や
マ
ン
ゴ
ー
な
ど
の
南
国

特
有
の
果
物
も
高
い
人
気
を
誇
る
。

　
タ
イ
で
第
一次
産
業
に
携
わ
る
人
口
は
約

１
３
０
０
万
人
と
全
就
業
者
の
３
割
近
く

を
占
め
る
。日
本
の
１
３
６
万
人（
農
林
水

産
省
、基
幹
農
業
従
事
者
数
）が
全
就
業
者

数
６
６
７
６
万
人
の
３
％
に
も
満
た
な
い
の

と
比
べ
る
と
、タ
イ
に
お
け
る
農
業
の
存
在

の
大
き
さ
が
分
か
る
。

　
し
か
し
、そ
の
タ
イ
の
農
業
も
過
渡
期
を

迎
え
て
い
る
。タ
イ
の
作
付
面
積
１
位
を
占

め
、過
去
長
き
に
わ
た
っ
て
君
臨
し
て
き
た

コ
メ
の
輸
出
量
世
界
１
位
の
座
は
揺
ら
ぎ
、

近
年
は
イ
ン
ド
や
ベ
ト
ナ
ム
の
下
に
甘
ん
じ

る
年
も
あ
る
。

　
あ
れ
ほ
ど
の
人
口
が
携
わ
っ
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
、G
D
P
に
占
め
る
農
業
の
割
合

は
低
下
傾
向
に
あ
る
。都
市
化
が
進
む
中
、

農
業
に
従
事
す
る
人
口
も
減
り
、農
家
の

高
齢
化
も
進
ん
で
い
る
。
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第一次産業 工業 サービス業
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2010 2011 20142012 20172013 2015 2016 2018 2019 2020

39 40 39 38 3838 38 38 38

第一次産業 その他の産業

（百万人）

　タイでは新鮮で多種多様な果物が手軽に
手に入るが、一方でそれらは日持ちしない側
面もある。一極集中が進む一大市場バンコ
クへ向けて各地から果物、野菜が集まるが、
バンコクに至るまでに廃棄されているものも
少なくない。タイの果物、野菜の付加価値を
一層高めるためには、流通を考慮した加工
食品の開発も必要となる。
　ジェトロ・バンコク事務所製造産業部で
はタイ政府からの依頼を受けて、昨年から
日タイ食品加工事業における産業振興・企
業交流支援を実施。バンコクでの関連セミ
ナーや、オンラインによる日タイ関連企業の
商談会を行った。日本企業が持つ食品加工
技術でタイの農業、食品産業の強化が期待
されている。
　ジェトロバンコク事務所では今後も日本
企業とタイの農業、食品産業の結びつきを
強めるべく関連事業を推進していく予定だ。

食品加工で日タイの協力模索

30 %

0%

10 %

20 %

40 %

出荷・保管過程 加工・包装過程 流通・販売過程

根・塊茎作物
果物・野菜

肉・動物性食品
牛乳・乳製品
魚介類
穀物

19

10 11
9

25

10
7

4
2

6
9

15

6
2

0

5
7

10

1 コメ 109,670 9,970 64,786 29,083 3,936 1,895

2 サトウキビ 30,560 1,249 15,325 12,687 1,299 1

3 キャッサバ 25,034 796 14,472 7,225 2,540 0

4 とうもろこし 14,155 7,000 2,111 4,940 103 1

5 パーム油 11,374 77 572 589 723 9,413

6 ロンガン 3,122 2,270 85 118 648 1

7 パイナップル 2,073 293 96 1,320 343 21

8 ココナツ 2,016 2 16 1,150 144 705

9 マンゴー 1,955 385 432 967 170 1

10 バナナ 970 66 264 554 33 53

生産地 (100万㎡)
作物No.

合計 北部 東北部 中部 西部 南部

上位10位の農作物の作地エリア（穀物、果物、野菜などの食用作物）

収穫後から販売までに起きる食品ロスの割合

タイのGDPに占める第一次産業の割合の推移 (2019年現在)

第一次産業就業人口の推移 第一次産業従事者の年齢層別比率

31

7

55
50

14

2003

53

40

2008

6

2013

45

3

46

50

2018
15-34歳 35-54歳 55歳以上

※第一次産業は農業、漁業、林業を含む

　世界に冠たる農業大国タイ。しかし現実は多くの課題を抱
え、将来その地位は揺らぎかねない。タイの農業がはらむ課
題を解決しようと、政府や企業も様々な施策を進めている。
　今回は味の素、クボタの取り組みを通してタイの農業の問
題点、可能性を探るほか、リブコンサルティングから将来シナ
リオなどを提示する。

タイ農業
振興への道筋

Source: National Statistical Office (NSO), Department of Agriculture Extension (DOAE)
（図表はすべてジェトロ委託野村総合研究所タイ作成レポートより）グラフで見るタイ農業の現状

タイの第一次産業
GDP　約１兆3,500億バーツ
全体に占める割合　８％
成長率　1.62％

タ
イ
農
業
の
現
状

15%

12%

7%

サトウキビ

キャッサバ

とうもろこし

パーム油 5%
その他 7%　

コメ
54%

写真は2020年11月に行われたセミナーの様子
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タイ農業 味の素とタイの農業

味の素とタイの農業
　味の素®の主成分はグルタミン酸ナトリウム。その原料は各国
で異なるが、バイオサイクルという考え方に基づいて生産してお
り、タイではタピオカスターチ（キャッサバから作られたでん粉）と
粗糖（サトウキビの絞り汁より精製）が原料に使用されている。全
量をタイで調達しており、タイの農業と密接に関わっている。

FD GREEN（THAILAND）Co., Ltd. 
2001年12月設立。Birdy®などの原料を農家から購入し、味の素へ販売。バイオサイ
クルに基づいて、味の素の工場から出る副生物を肥料や飼料としてタイの農家に販
売。最も多い副生物はAmiAmiと呼ばれる液体肥料で年間16万㎘。

Ajinomoto Co., （Thailand）Ltd.
味の素初の海外工場としてサムットプラカーン県に1960年４月設立。同年からタイでうま味
調味料「味の素®」のほか、1979年から風味調味料「Ros Dee®（ロッディー）」、1993年から
缶コーヒー「Birdy®」（いずれもシェア１位）などを展開。

さ
ら
な
る
農
業
へ
の
貢
献
を
目
指
し

A
S
V
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト

従
来
も
タ
イ
の
農
家
を
支
援

昨
年
か
ら
取
り
組
み
を
拡
大

　
タ
イ
味
の
素
は
こ
れ
ま
で
、味
の
素
®
を

作
る
過
程
で
出
た
副
生
物
を
肥
料
と
し
て

農
家
に
販
売
し
、農
家
が
育
て
た
農
作
物

を
原
料
と
し
て
購
入
す
る
こ
と
で
タ
イ
の

農
家
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、昨
年
６
月
か
ら
従
来
の
活
動
よ

り
ギ
ア
を
一
段
上
げ
て
、タ
イ
の
農
業
の
持

続
性
を
見
据
え
た
活
動
へ
と
拡
大
し
ま
し

た
。そ
れ
が
Ａ
Ｓ
Ｖ（A

jinom
oto Group 

Shared V
alue

）プ
ロ
ジェク
ト
で
す
。

　
食
と
健
康
や
環
境
対
策
な
ど
４
つ
あ
る

ミ
ッ
シ
ョン
の
中
で
私
が
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
て

い
る
の
が
、タ
イ
の
農
家
への
貢
献
を
目
指
す

ミ
ッ
シ
ョ
ン〝T

hai farm
er better life 

partner

〞で
す
。

　
タ
イ
の
農
業
は
様
々
な
課
題
を
抱
え
て
い

ま
す
。一つ
は
貧
困
で
す
。人
口
の
40
％
ほ
ど

が
農
業
に
携
わ
り
な
が
ら
、G
D
P
に
占
め

る
割
合
は
約
８
％
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。ド

リ
ア
ン
や
マ
ン
ゴ
ー
と
いっ
た
付
加
価
値
の
あ

る
農
作
物
は
ご
く
一
部
で
、多
く
は
収
益
性

の
低
い
コ
メ
や
サ
ト
ウ
キ
ビ
、キ
ャッ
サ
バ
な
ど

で
す
。

　
情
報
の
入
手
に
お
い
て
も
不
利
な
環
境

に
あ
り
ま
す
。タ
イ
の
人
は
皆
が
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
所
有
し
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す

が
、実
際
の
農
家
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
電

話
機
能
だ
け
を
使
っ
て
い
て
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
は
あ
ま
り
使
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
計
画
性
の
な
い
転
作（
同
じ
農
地
で
そ
れ

ま
で
と
異
な
る
農
作
物
を
生
産
す
る
こ
と
）

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。粗
糖
の
市
場
価
格
が

上
が
れ
ば
サ
ト
ウ
キ
ビ
、ス
タ
ー
チ
の
値
段

が
上
が
れ
ば
キ
ャッ
サ
バ
と
、そ
の
時
の
価
格

で
転
作
を
繰
り
返
す
た
め
、ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄

積
さ
れ
ず
、生
産
性
も
高
ま
り
ま
せ
ん
。

　
多
く
の
大
学
で
農
業
に
関
す
る
技
術
開

発
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、せ
っ
か
く
良
い
技

術
が
あ
っ
て
も
農
家
へ
普
及
さ
せ
る
社
会
実

装
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、研
究
の
た
め
の
研

究
に
な
って
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
他
に
も
土
壌
の
劣
化
や
残
留
農
薬
、後

継
者
不
足
な
ど
の
課
題
も
あ
り
ま
す
。

北
部
カ
ン
ペ
ー
ン
ペッ
ト
県

キ
ャッ
サ
バ
農
家
に
注
力

　
そ
う
いっ
た
様
々
な
課
題
を
抱
え
て
い
る

タ
イ
の
農
業
で
す
が
、弊
社
が
タ
イ
全
土
で

す
べ
て
の
農
作
物
に
対
し
て
活
動
す
る
に
は

十
分
な
リ
ソ
ー
ス
が
あ
り
ま
せ
ん
。タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
絞
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
作
物
と
し
て
味
の
素
®
の
原
料

の
キ
ャッ
サ
バ
、地
域
は
タ
イ
味
の
素
の
工
場

が
あ
る
カ
ン
ペ
ー
ン
ペッ
ト
県
を
選
び
ま
し

た
。カ
ン
ペ
ー
ン
ペッ
ト
県
は
キ
ャッ
サ
バ
の
作

付
面
積
が
70
万
ラ
イ（
11
億
２
０
０
０
万

㎡
）と
タ
イ
で
２
番
目
に
大
き
い
県
で
す
。

大
き
な
農
家
に
な
れ
ば
１
０
０
０
ラ
イ
近
い

畑
を
所
有
し
て
い
ま
す
。ま
た
、農
家
の
高

齢
化
も
進
ん
で
い
ま
す
。８
割
が
小
学
校

教
育
し
か
受
け
て
い
ま
せ
ん
。

　
キ
ャ
ッ
サ
バ
は
ど
ん
な
土
地
で
も
育
つ
素

晴
ら
し
い
作
物
で
す
が
、裏
を
返
せ
ば
そ
れ

ほ
ど
市
場
価
値
は
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。タ

イ
で
は
１
ラ
イ
あ
た
り
約
3・5
ｔ
の
キ
ャッ

サ
バ
芋
が
取
れ
ま
す
。収
穫
は
年
１
回
で
１

ｔ
の
取
引
価
格
は
高
く
て
2
5
0
0
バ
ー

ツ
。こ
れ
は
売
上
で
す
。こ
こ
に
作
付
け
、収

穫
時
の
労
働
力
、運
送
費
、肥
料
な
ど
の
費

用
が
引
か
れ
、利
益
は
１
ラ
イ
当
た
り
年
間

２
０
０
０
バ
ー
ツ
程
で
す
。

バンコク

カンペーンペット県
キャッサバ収穫量
225万642t（2020年）

25%

56%

14%

タイで県別2位（2019年）
タイで県別2位（2019年）

コメ
サトウキビ
キャッサバ

1,166,918
713,189
684,681

21%
13%
13%

作付面積
面積（ライ）
人口（人）
県GDP（百万バーツ）
1人当たりGDP（バーツ）

5,379,687
725,867
119,599
153,170

カンぺーンペット県基本情報

カンペーンペット県の農家年齢の推移 農家の教育水準

7% 10% 13%
17% 16%

25%
23% 28%

33%30%
38%

21%22%
18%

7%8%
0%

20%

40%

60%

80%

100%

1973年 1993年 2013年

24歳以下 25歳以上34歳以下 35歳以上44歳以下
45歳以上54歳以下 55歳以上64歳以下 65歳以上

約
7
割
が
４５
歳
以
上

小卒未満

小卒

中卒

職業訓練校卒 1%
大学卒 1% 学歴なし 2%

400万ｔ

100万ｔ
国内消費

輸出

作物 作付面積（ライ） 県全体に占める割合

タピオカスターチのタイ生産量

500万ｔ
総生産量

輸出の８割は中国向け。
家畜の飼料やエタノールの
原料として使われる

キントラノオ目トウダイグサ科イモノキ属の熱帯低木。
根は芋になっており、スターチ（でんぷん）を多く含む。
世界中の熱帯で栽培され、米に次ぐ主食となってい
る。タピオカの原料としても知られる。タイは世界３位
の生産量を誇る（出所：FAOSTAT、2019年）。10ヵ
月の栽培期間で収穫は１月～４月。

乾
燥
に
強
く

貧
し
い
土
壌
で
も
育
つ

生
命
力
の
強
い
作
物 目指すキャッサバの生産性向上

FD Green（Thailand）Co., Ltd.
President　中村和之
FD Green（Thailand）Co., Ltd.FD Green（Thailand）Co., Ltd.FD Green（Thailand）Co., Ltd.
President　中村和之President　中村和之President　中村和之

*ライ：タイにおける面積の単位、1ライは40m x 40m

原料のキャッサバとは？

約８割が最終学歴小卒以下

その他 1%
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　カンペーンペット県で400人程の農家
を集めてセミナーを開催するなどCMDの
啓発活動を実施中。また、タイ国立遺伝
子生命工学研究センター（ＢＩＯＴＥＣＨ）と
抗原抗体反応を用いた迅速なCMD検
査方法の確立や、コンケーン大学と感染
予防の研究もスタート。

ASVプロジェクトの新たな取り組み

　味の素®は、タピオカスターチや粗糖を原料に微
生物によって発酵させ、その発酵液から味の素®を
結晶として取り出す。その残った発酵液がAmiAmi
になる。サトウキビ作付前の基礎肥料や生育途中の
追肥として農地に散布される。作業はFDGが代行す
る。

FDGMarket

0.4kg 1kg

　タイの農業協同組合省農業局（DOA）が
PGPRという微生物肥料を10年掛けて開発。
微生物肥料とは微生物を土壌に散布し、その
働きで土壌を改善して作物の生育を促すもの。
　ただ、ＤＯＡでは製造と販売が難しいため、昨
年10月にＤＯＡとタイ味の素が技術移転契約を
結び、製造と販売を一部行うことになった。
　味の素®の製造にも微生物は使用している
ため、その技術開発や工業化は得意であり、上
述以外にもタイの大学と連携して研究をスター
トさせようとしている。 　カンペーンペット県のFDG社工場から近郊の農家に

対して、ドローンを使って無償で農薬を散布する取組みを
始めた。農家には農薬は持参してもらい、電話番号の提
供とFDG社の公式LINEへの登録を求めている。
　農薬の散布にドローンを使えば、機械を背負って噴霧するより作業負担は軽く、農薬
を曝露する健康リスクもなくなる。タイの労働力も減少していく中で、これからの利用拡
大が見込まれる。
　CMDの上空からの検出も目指している。IoTプラットフォーム提供の日系企業と共
同で開発を進めていく。　SOMPOインシュアランスタイランド（以下、SOMPOタイ）と提携して、タイで初めて

となるキャッサバ農家向けの天候インデックス保険を開発した。天候インデックス保険
とは、あらかじめ設定した降水量を下回った場合に、事前に定めた金額を保険金として
支払う商品。損害調査の必要がなく、降水量データのみで判断できるため、迅速な支
払いが可能になる。SOMPOタイでは既にコメ、ロンガン、サトウキビで商品化しており、
今回キャッサバ農家向けに提供を開始した。

　農業においては土も重要。土壌にどんな養分が多いのか、少ないのかを把握する
ことで適正な施肥ができる。タイの農業協同組合省土地開発局（ＬＤＤ）が窒素やリ
ン、カリウムなど生育に必要な成分の土壌分析を行っているが、人手不足で結果を
農家にフィードバックするまでに時間を要している。

　そこでタイ味の素はＬＤＤに対し
て、カンペーンペット県で土壌分
析の代行を提案。ＬＤＤからは分
析キットを提供してもらい、その代
わり分析結果をＬＤＤと共有する。
ＬＤＤも分析の手間を省くことがで
き、農家へのフィードバックも早く
できるようになった。

CMDの空からの検出

ＦＤＧがこれまで行ってきた取り組み

　「FDビュッフェ」と銘打ち、AmiAmiとは別の副生
物を、週に2回１時間100バーツ詰め放題で配布し
ている。地元農家に工場へ来てもらうことで、新たな
接点を作っている。

　タイで販売する冷凍ギョウザにはタイ産のキャベツ
が使われているが、一般的に売られているキャベツの
サイズは日本に比べて小さい。農家に大きなキャベツ
の栽培方法を指導し、冷凍ギョウザの生産過程での
歩留まりも向上する。

キ
ャッ
サ
バ
の
伝
染
病
が
拡
大

複
雑
に
絡
み
合
う
問
題

　
感
染
す
る
と
収
量
が
減
少
す
る
キ
ャッ
サ

バ
モ
ザ
イ
ク
病（
C
M
D
）が
２
年
ほ
ど
前
か

ら
タ
イ
で
広
が
って
い
ま
す
。こ
の
ウ
ィ
ル
ス
へ

の
農
薬
は
未
だ
な
く
、感
染
し
た
株
は
株
ご

と
畑
か
ら
取
り
除
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
で
は
な
ぜ
感
染
が
広
が
って
い
る
の
か
。キ

ャ
ッ
サ
バ
は
２ｍ
ほ
ど
に
育
っ
た
茎
を
20㎝
間

隔
に
切
り
、地
中
に
挿
す
こ
と
で
作
付
け
を

し
ま
す
。し
か
し
、そ
の
茎
の
見
た
目
で
は

C
M
D
の
判
別
が
つ
か
な
い
た
め
、農
家
は

知
ら
ず
に
感
染
し
た
茎
を
植
え
、感
染
が

拡
大
し
ま
す
。

　
感
染
し
た
株
は
葉
が
変
形
し
ま
す
が
、

農
家
自
身
が
広
大
な
畑
か
ら
見
つ
け
出
し

取
り
除
く
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま

た
、知
識
が
な
く
見
分
け
が
つ
か
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、農
家
自
身
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョン
も

高
く
あ
り
ま
せ
ん
。感
染
し
た
株
を
抜
け

ば
そ
の
分
の
収
入
は
失
い
ま
す
が
、そ
の
ま

ま
育
て
て
し
ま
え
ば
多
少
な
り
と
も
そ
の

年
の
収
入
は
あ
り
ま
す
。

　
政
府
は
感
染
し
た
株
を
畑
か
ら
除
け
ば

補
助
金
を
支
払
う
と
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
し
て

い
ま
す
が
、手
続
方
法
が
農
家
に
分
か
り
や

す
く
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、実
際
に
支
払
わ
れ

る
ケ
ー
ス
ま
で
な
か
な
か
至
り
ま
せ
ん
。

今
年
か
ら
ト
ラ
イ
ア
ル
実
施

農
家
と
の
対
話
が
不
可
欠

　
今
年
の
作
付
け
か
ら
カ
ンペ
ー
ンペッ
ト
県

内
の
５
つ
の
村
を
選
び
、総
勢
１
８
７
軒
の
農

家
と
左
頁
で
紹
介
す
る
よ
う
な
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
我
々
が
大
事
に
し
て
い
る
の
は
農
家
と
の

き
ち
ん
と
し
た
対
話
で
す
。や
も
す
れ
ば
最

新
技
術
の
開
発
に
行
き
が
ち
で
す
が
、対
話

を
な
お
ざ
り
に
進
め
て
も
、な
か
な
か
利
用

さ
れ
な
い
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。直
接
農
家

と
膝
を
突
き
合
わ
せ
て
話
を
し
、時
間
を

掛
け
て
本
当
の
課
題
は
何
か
を
引
き
出
す

こ
と
が
必
要
に
な
って
き
ま
す
。

　
例
え
ば
水
不
足
。タ
イ
は
灌
漑
用
水
が

十
分
に
整
っ
て
い
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
キ
ャ
ッ

サ
バ
は
４
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
作
付
け
す

る
の
で
、そ
こ
で
雨
が
降
っ
て
ほ
し
い
。一方
10

月
に
は
、雨
が
多
す
ぎ
て
芋
が
腐
る
と
の
意

見
も
多
く
出
ま
す
。つ
ま
り
、キ
ャッ
サ
バ
農

家
の
水
不
足
は
、年
間
降
水
量
で
は
な
く
、

４
月
〜
６
月
の
降
水
量
を
指
し
ま
す
。

　
で
は
灌
漑
用
の
た
め
池
を
作
れ
ば
解
決

す
る
の
か
。政
府
か
ら
補
助
金
も
出
ま
す
。

し
か
し
、補
助
金
を
も
ら
う
手
続
方
法
が

不
明
確
で
あ
っ
た
り
、実
際
に
た
め
池
が
作

ら
れ
た
後
、「
あ
れ
は
キ
ャ
ッ
サ
バ
で
は
な
く

サ
ト
ウ
キ
ビ
に
使
い
た
い
」と
い
う
話
に
な
っ

た
り
し
ま
す
。

　
農
家
の
話
も
よ
く
聞
か
な
い
と
、表
面

上
の
課
題
は
簡
単
に
出
て
き
て
も
、根
本

に
あ
る
課
題
が
見
え
て
こ
な
い
の
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
単
な
る
知
識
や
技
術
的
な
課

題
も
あ
れ
ば
、農
家
の
意
識
に
関
す
る
課
題

も
あ
り
ま
す
。行
政
上
の
問
題
も
あ
り
ま

す
。そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
が
複
雑
に
絡
み
合
っ

て
い
て
、一つ
解
決
す
れ
ば
す
べ
て
解
決
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

タ
イ
味
の
素
だ
け
で
は
活
動
に
限
界

支
援
の
輪
の
広
が
り
が
重
要

　
こ
う
いっ
た
私
ど
も
の
取
り
組
み
を
タ
イ

の
行
政
や
大
学
、タ
イ
企
業
、日
系
企
業
に

紹
介
す
る
機
会
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

多
く
の
方
が
同
様
に
タ
イ
の
農
業
に
対
し
て

貢
献
し
た
い
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
タ

イ
味
の
素
と
弊
社
だ
け
で
は
タ
イ
の
農
業

を
変
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。い
か
に
多

く
の
団
体
、企
業
と一
緒
に
な
っ
て
や
れ
る
か

が
重
要
で
す
。目
指
し
て
い
る
の
は
ア
グ
リ

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
形
成
で
す
。

　
タ
イ
の
農
業
は
ま
だ
ま
だ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

が
あ
り
ま
す
が
、最
後
は
農
家
自
身
に
委

ね
ら
れ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。変
わ
り
た
く

て
も
変
わ
れ
な
い
人
、変
化
を
望
ん
で
い
な

い
人
な
ど
様
々
な
方
が
い
ま
す
。我
々
は
、技

術
開
発
と
農
家
と
の
対
話
、こ
の
両
輪
を
回

し
、収
量
や
生
産
性
を
上
げ
、農
家
の
自
立

を
促
す
こ
と
が
タ
イ
の
農
業
へ
の
貢
献
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
地
道
で
は
あ
り

ま
す
が
、様
々
な
方
々
と
共
に
進
め
て
い
き

た
い
と
思
って
い
ま
す
。

タイ農業 味の素とタイの農業

キャッサバモザイク病（CMD）に感染したキャッサバ
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Siam Kubota Corporation Co., Ltd.
農機の世界大手クボタはタイにおいて1960年代
から拠点づくりを始めた。当初は日本から耕うん機
を輸出、販売を行った。78年には素材大手サイア
ムセメント（SCG）との合弁会社サイアムクボタ
ディーゼルを設立し、農業用のディーゼルエンジン
の製造、販売をスタート。長年、タイの農業の機械
化を牽引してきた。

タ
イ
に「
ク
ボ
タ
フ
ァ
ー
ム
」を
開
設

自
社
農
場
で
研
究
、実
証
を
加
速

　
昨
年
８
月
、サ
イ
ア
ム
ク
ボ
タ
は
農
業
の
機
械
化

と
先
端
農
法
の〝
実
証
活
動
〞を
行
う
場
と
し
て

ク
ボ
タ
フ
ァ
ー
ム
を
正
式
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。開
所

式
に
は
シ
リ
ン
ト
ー
ン
王
女
も
出
席
、各
方
面
か
ら

の
関
心
の
高
さ
が
窺
わ
れ
た
。

　
約
35
万
㎡
の
広
大
な
場
内
は
コ
メ
、キ
ャッ
サ
バ
、

サ
ト
ウ
キ
ビ
な
ど
タ
イ
の
主
要
作
物
の
現
代
農
法

や
、農
業
に
よ
る
所
得
向
上
に
関
す
る
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
紹
介
、そ
れ
ら
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
９
つ
の

ゾ
ー
ン
に
分
か
れ
て
い
る
。

　
気
候
や
土
壌
、作
物
に
よ
っ
て
最
適
な
農
法
は

異
な
る
。ど
ん
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
導
入
す
れ
ば
生
産
性

を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、最
新
の
機
械
や
技

術
を
活
用
し
つつ
、タ
イ
に
適
し
た
農
作
物
の
生
育

方
法
や
管
理
手
法
の
研
究
・
実
証
を
行
って
い
る
。

　
も
ち
ろ
ん
販
売
デ
ィ
ー
ラ
ー
や
農
家
を
招
き
、

最
先
端
の
農
業
技
術
の
体
感
、販
売
促
進
や
地
域

の
農
業
の
担
い
手
育
成
に
貢
献
す
る
こ
と
も
目
的

の一つ
で
は
あ
る
が
、多
く
の
課
題
を
抱
え
る
タ
イ

の
農
業
に
お
い
て
単
な
る
機
械
化
の
推
進
に
留
ま

ら
な
い
、生
産
性
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
ク

ボ
タ
が
自
社
施
設
内
で
開
始
し
た
の
だ
。

　
日
本
で
は
北
は
岩
手
県
か
ら
南
は
沖
縄
県
ま
で

13
ヵ
所
の
ク
ボ
タ
フ
ァ
ー
ム
が
存
在
。各
地
の
事
情

に
合
わ
せ
た
低
コ
ス
ト
、省
力
、精
密
技
術
の
実

践
、実
証
が
進
め
ら
れ
、日
本
農
業
の
さ
ら
な
る
活

性
化
を
目
指
し
て
い
る
。

　
農
業
の
性
質
上
す
ぐ
に
目
に
見
え
る
結
果
が

出
る
わ
け
で
は
な
い
が
、タ
イ
で
も
ク
ボ
タ
フ
ァ
ー
ム

で
の
取
り
組
み
が
タ
イ
の
農
業
の
底
上
げ
に
繋
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

KASコンサルタントゾーン
タイの農家の課題解決を目指してクボタが
開発したソリューション「KAS（クボタアグ
リソリューション）」などを紹介

畑作物ゾーン
キャッサバ、サトウキビ、トウモ
ロコシなどの作物に焦点を当て
たソリューションを提案

イノベーション体験ゾーン
クボタの新製品が試乗、体感できる

昨年８月６日に行われた開所式にはシリントーン王女が出席機械化をはじめ収量を高める方策を研究コロナ前までは多くの見学者が来場

新しい理論農業ゾーン
プミポン前国王が提唱した小規模農家
向け複合モデル「新しい理論農業」に基
づく農業を展示

ゴム、油やし、果樹ゾーン
南国特有の作物に対するコスト削減や生
産性向上のソリューションを紹介

建機ゾーン
灌漑用の井戸やため池などの建設
に使われる機械などを紹介

KAS研究ゾーン
農業協同組合省傘下の
土地開発局（LDD）と提
携して土壌改良に関する
研究などを実施

KASトレーニングゾーン
農家が自身の農場でKASを展開する
ためのトレーニングなどを行う

精密稲作ゾーン
いつどんな作業をすれば良い
かを示す作物カレンダーアプ
リケーションや農薬噴霧を行
う農業用ドローンなどを実演

自動直進田植え機

よく見ると、田んぼの中を進む田植え
機のハンドルを、誰も握っていないの
が見える。クボタの自動直進田植え機
は操作に不慣れな人でもまっすぐ進む
ことができるほか、作業者は植え付け
する苗の補充に専念でき労力の削減
に繋がる。

農業用ドローン

病気や害虫などから作物を守るため
ドローンで農薬を噴霧。暑い中、タン
クを背負って人力で噴霧するのは作
業負担が大きい。ドローンによる作業
の省力化への期待は大きい。

ゼロバーン（Zero Burn）　

タイのサトウキビ畑では、収穫前に不
要な葉の部分を取り除くため農家が
畑を燃やす火入れが行われることが
ある。その煙が大気汚染に繋がる上、
葉を燃やしたサトウキビは買取価格も
低下。ただ、手で刈るには大変な労力
が掛かる。そこで、クボタでは葉を刈り
取る機械を開発、展示している。

土づくり

土は農業において重要な役割を担
う。トラクターなどで何回も耕し、保
水性や通気性などを確保。この部屋
の地下部分では、キャッサバ畑の地中
の様子が再現されており、どのように
根が張り、水が通っているのか、どの
深さまで耕す必要があるのかなどが
分かるようになっている。

具体的な取り組みをクローズアップ
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●シラチャ

●パタヤ

●バンコク

クボタ
ファーム
★クボタファーム

サイアムクボタ年表

昨年開設された実証型農場「クボタファーム」。
各方面から注目される施設の見どころと、設立に込めたクボタの狙いに迫った。

1978年 SCGとの合弁でサイアムクボタ
ディーゼル設立

1980年 操業を本格化。農業用ディーゼル
エンジンの製造開始、その後、耕
うん機の製造も開始

1993年 サイアムクボタインダストリーに
社名変更

2002年 輸入トラクター、コンバインの販
売を開始

2006年 小売金融のサイアムクボタリーシ
ングを設立、販売が拡大

2007年 サイアムクボタトラクタ設立

2009年 トラクタ及びインプルメントの製
造開始

2010年 サイアムクボタトラクタとサイアム
クボタインダストリーを合併して
サイアムクボタコーポレーション
が発足

2016年 クボタリサーチ＆ディベロップメン
トアジア設立

2020年 クボタファーム開設

約35万㎡
（約220ライ）

チョンブリ県バンプン郡

https://www.siamkubota.co.th/kubotafarm/
▷ Webでバーチャルファームツアーが可能

タイ農業クボタファーム

クボタファームMAP



し
て
、ク
ボ
タ
フ
ァ
ー
ム
を
設
立
し
ま
し
た
。

　
ク
ボ
タ
フ
ァ
ー
ム
の
建
設
は
２
０
１
９
年
か

ら
始
ま
って
お
り
、当
時
か
ら
お
客
様
を
お
迎

え
し
て
き
ま
し
た
。現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
受
け
入
れ
を
停
止
し
て
い
ま

す
が
、そ
れ
ま
で
に
弊
社
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
、農

家
、政
府
関
係
者
や
民
間
企
業
の
方
な
ど
約

１
万
７
０
０
０
人
が
見
学
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

　
タ
イ
政
府
が
掲
げ
る
産
業
高
度
化
政
策

「
タ
イ
ラ
ン
ド
４
・
０
」で
も
、重
点
産
業
の一

つ
と
し
て
農
業
・バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。タ
イ
は
農
業
に
携
わ
る

人
口
の
比
率
が
と
て
も
高
く
、皆
様
の
注
目

度
の
高
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。ク
ボ
タ
フ
ァ
ー

ム
で
紹
介
し
て
い
る
、サ
ト
ウ
キ
ビ
や
稲
わ
ら

の
野
焼
き
を
減
ら
す「
ゼ
ロ
・
バ
ー
ン
」ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
政
府
の
関
心
は
と

て
も
高
い
で
す
。

広
が
る
ク
ボ
タ
フ
ァ
ー
ム
の
輪

各
地
域
に
適
し
た
農
法
を
検
証

　　
デ
ィ
ー
ラ
ー
が
ク
ボ
タ
フ
ァ
ー
ム
で
見
た
も
の

を
活
か
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
自
分
の
地
域
に

合
っ
た〝
ミ
ニ
ク
ボ
タ
フ
ァ
ー
ム
〞を
作
ろ
う
と
い

う
動
き
が
東
北
部
の
マハ
サ
ラ
カ
ム
県
や
北
部

の
カ
ンペ
ー
ンペッ
ト
県
な
ど
で
進
ん
で
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
サ
イ
ア
ム
ク
ボ
タ
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
エ
ン

タ
ー
プ
ラ
イ
ズ（
Ｓ
Ｋ
Ｃ
Ｅ
）と
い
う
数
十
軒
程

の
農
家
の
グ
ル
ー
プ
が
各
地
に
６
ヵ
所
あ
り
、

そ
こ
で
も
ク
ボ
タ
フ
ァ
ー
ム
で
実
証
さ
れ
た
ノ

ウ
ハ
ウ
な
ど
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
って
い

ま
す
。

　
タ
イ
の
気
候
や
地
域
性
は
東
西
南
北
で
異

な
り
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
、作
物
に
応
じ

た
生
産
性
の
高
め
方
が
あ
る
は
ず
で
す
。ク
ボ

タ
フ
ァ
ー
ム
は
チ
ョン
ブ
リ
県
と
い
う
特
定
の
エ

リ
ア
で
の
実
証
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。ミ
ニ
ク
ボ
タ

フ
ァ
ー
ム
や
Ｓ
Ｋ
Ｃ
Ｅ
な
ど
を
通
じ
て
、地
域
ご

と
の
最
適
な
進
め
方
を
検
証
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。こ
う
い
っ
た
輪
が
広
が
る
こ
と
で
、

我
々
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
格
段
に
増
や
す
こ
と
で
き

ま
す
。

　
ク
ボ
タ
グ
ル
ー
プ
の
企
業
理
念
と
し
て
、人

類
の
生
存
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
食
料
、

水
、環
境
に
お
け
る
課
題
解
決
に
貢
献
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。こ
の
ク
ボ
タ
フ
ァ
ー

ム
も
、ま
さ
に
そ
の
理
念
を
具
現
化
す
る
も
の

で
す
。将
来
的
に
は
こ
の
タ
イ
を
、東
南
ア
ジ

ア
に
お
け
る
農
業
の
生
産
性
向
上
に
貢
献
す

る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
案
す
る
拠
点
へ
と
発

展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
タ
イ
の
農
業
が
抱
え
る
課
題
は
い
く
つ
か

あ
り
ま
す
が
、一
番
大
き
い
の
は
農
業
の
生
産

性
が
低
い
点
で
す
。農
業
人
口
、農
地
面
積
、

Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
比
率
は
東
南
ア
ジ
ア
の
中
で

上
位
で
す
が
、単
位
面
積
当
た
り
の
収
穫
量

で
見
る
と
、ま
だ
高
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　
例
え
ば
日
本
で
は
、農
機
は
ほ
と
ん
ど
が
買

い
替
え
需
要
で
す
。新
規
就
農
者
を
除
い
て
、

初
め
て
農
機
を
買
う
と
い
う
農
家
は
ま
ず
い

ま
せ
ん
。農
家
の
方
は
時
に
メ
ー
カ
ー
よ
り
知

識
が
豊
富
で
、そ
の
知
識
を
我
々
の
農
機
で
ど

う
具
現
化
す
る
か
が
問
わ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、タ
イ
で
は
一
定
の
割
合
で
初
め
て

ト
ラ
ク
タ
ー
を
購
入
し
た
と
い
う
人
が
い
ま

す
。ト
ラ
ク
タ
ー
を
導
入
す
る
こ
と
で
、ど
の

よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、ど
れ
く
ら
い
の
収

入
増
が
見
込
め
る
の
か
、と
い
う
提
案
か
ら
入

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。田
植
え
に
お
い
て

も
、日
本
の
よ
う
に
苗
を
植
え
る
の
で
は
な

く
、種
籾
を
直
に
田
ん
ぼ
に
撒
い
て
自
然
に
芽

が
出
て
く
る
の
を
待
つ
直
播
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。そ
れ
で
も
温
暖
な
タ
イ
で
は
稲
は
育
ち

ま
す
が
、収
量
が
伸
び
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
タ
イ
の
農
業
の
コ
ス
ト
低
減
、生
産
量

向
上
に
貢
献
す
る
た
め
、様
々
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
を
実
証
し
た
り
、体
感
し
て
い
た
だ
く
場
と

東 隆尚
President

SIAM KUBOTA
Corporation Co., Ltd.

で
す
。コ
メ
な
ら
日
本
で
は
年
１
回
、タ
イ
で
も

年
２
回
の
収
穫
が
精
一杯
で
す
。そ
の
た
め
、こ

れ
く
ら
い
の
量
の
肥
料
を
入
れ
た
ら
、こ
の
方

法
を
試
し
た
ら
ど
ん
な
結
果
に
な
る
の
か
は
、

年
に
１
回
な
い
し
２
回
し
か
答
え
合
わ
せ
が

で
き
ま
せ
ん
。

　
さ
ら
に
タ
イ
に
は
キ
ャ
ッ
サ
バ
や
サ
ト
ウ
キ

ビ
、ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
た
く
さ
ん
の
作
物
が

栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。水
、肥
料
は
ど
れ
く
ら

い
必
要
か
、ど
ん
な
質
の
土
壌
を
作
れ
ば
良
い

か
、そ
れ
ら
も
作
物
に
よ
って
変
わ
って
く
る
は

ず
で
す
。し
か
し
、我
々
も
タ
イ
の
全
て
の
作

物
に
深
い
知
見
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。日
本
に
は
な
い
作
物
も
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ

の
作
物
、地
域
に
合
っ
た
方
法
を
見
つ
け
る
に

は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
掛
か
り
ま
す
。

道
の
り
は
始
ま
っ
た
ば
か
り

社
員
の
成
長
に
も
貢
献

　
農
機
の
導
入
に
し
て
も
一
貫
し
た
体
系
で

理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
例
え
ば
、ク
ボ
タ
フ
ァ
ー
ム
で
も
地
中
の

キ
ャッ
サ
バ
を
掘
り
起
こ
す
イ
ン
プ
ル
メ
ン
ト（
ト

ラ
ク
タ
ー
の
後
ろ
に
付
け
る
機
械
）を
紹
介
し

て
い
て
、手
掘
り
の
重
労
働
か
ら
解
放
さ
れ
る

手
段
と
し
て
農
家
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、そ
の
イ
ン
プ
ル
メ
ン
ト
を
使
う
た

め
に
は
機
械
で
何
回
も
土
を
耕
し
、そ
の
次
に

別
の
機
械
で
ま
っ
す
ぐ
一列
に
キ
ャッ
サ
バ
を
植

え
、収
穫
前
に
は
幹
の
部
分
を
刈
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。ク
ボ
タ
フ
ァ
ー
ム
で
も
誤
解
を
生

ま
な
い
よ
う
、機
械
化
に
も
手
順
が
あ
る
こ
と

を
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。一部
に
は
Ｉｏ

Ｔ
な
ど
最
新
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
使
っ
た
製
品

も
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、収
量
を
あ
げ
る
す
べ

て
の
取
り
組
み
が
ス
マ
ー
ト
農
業
で
あ
って
、Ｉ

ｏ
Ｔ
は
そ
の
中
の一部
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　
弊
社
に
は
入
社
す
る
ま
で
農
業
に
携
わ
っ

た
こ
と
の
な
い
社
員
も
い
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、

ど
う
す
れ
ば
タ
イ
の
農
業
に
科
学
的
な
視
点

を
持
ち
込
め
る
か
、と
い
う
意
識
を
持
っ
て
ク

ボ
タ
フ
ァ
ー
ム
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。各
地
の

農
家
や
大
学
、企
業
に
話
を
聞
き
に
行
っ
た

り
、新
し
い
提
案
を
し
た
り
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョン

は
高
く
、社
員
に
と
って
も
農
業
を
よ
り
深
く

知
る
き
っ
か
け
に
な
って
い
ま
す
。

　
ク
ボ
タ
フ
ァ
ー
ム
が
完
成
し
た
か
ら
ゴ
ー
ル

で
は
な
く
、今
ま
さ
に
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た

ば
か
り
で
す
。一つ
の
作
物
の
実
証
が
終
わ
れ

ば
そ
の
次
の
作
物
、ま
た
は
別
の
地
域
と
いっ

た
よ
う
に
、い
つ
ま
で
も
ゴ
ー
ル
に
は
至
ら
な
い

の
で
は
な
い
か
、そ
れ
く
ら
い
の
長
期
的
な
取

り
組
み
だ
と
思
って
い
ま
す
。

　
た
だ
単
に
農
機
を
普
及
さ
せ
る
だ
け
で
は

生
産
性
を
上
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。ト
ラ

ク
タ
ー
や
コ
ン
バ
イ
ン
を
購
入
で
き
る
農
家
は

ま
だ
限
ら
れ
て
い
ま
す
。ど
う
す
れ
ば
よ
り
多

く
の
農
家
の
収
入
が
上
が
って
生
活
が
豊
か
に

な
り
、農
機
の
導
入
も
考
え
て
も
ら
え
る
の

か
。ま
ず
は
農
家
の
生
産
性
を
高
め
て
い
く
こ

と
が
我
々
の一つ
の
責
務
で
あ
る
と
捉
え
て
、ク

ボ
タ
フ
ァ
ー
ム
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
ク
ボ
タ
フ
ァ
ー
ム
に
よって
短
期
的
な
成
果
が

出
る
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。我
々
自
身
に
よ
る

農
業
の
実
証
研
究
を
通
し
て
、よ
り
生
産
性
が

高
ま
る
農
法
な
ど
を
見
つ
け
て
農
家
に
提
供
し

て
い
く
こ
と
が
目
的
で
す
。農
家
の
方
は
毎
年
の

収
穫
に
生
活
が
懸
か
って
い
ま
す
の
で
、新
し
い

方
法
を
試
し
て
失
敗
す
る
と
損
失
が
大
き
く

な
り
ま
す
。そ
こ
で
我
々
が
代
わ
り
に
取
り
組

み
、失
敗
し
た
ら
別
の
方
法
を
考
え
、成
功
す

れ
ば
皆
様
に
伝
え
て
い
く
こ
と
で
、農
家
の
失
敗

す
る
リ
ス
ク
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
我
々
に
も
知
識
と
経
験
は
あ
り
ま
す
の

で
、大
き
な
失
敗
を
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、Ａ
よ
り
Ｂ
の
方
法
が
良
か
っ
た
、で
も

Ｃ
の
方
法
よ
り
は
Ｂ
が
良
か
っ
た
と
な
れ
ば
、

Ｂ
だ
け
を
伝
え
れ
ば
良
い
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
農
業
で
難
し
い
の
は
、結
果
が
出
る
の

は
多
く
て
も
年
に
２
回
程
度
し
か
な
い
こ
と

これまでに１万7,0
00人を超える来場

者 ミニクボタファームを開設するディーラーも
長期的な視点で収

量向上を目指す
対象は植物のため結果を得るには時間が必要

生
産
性
高
ま
る
農
法
を
実
証

長
期
的
視
野
で
の
取
り
組
み

森藤 雅隆
Vice President Sales

SIAM KUBOTA
Corporation Co., Ltd.

食
料・水・環
境
の
課
題
解
決
へ

最
適
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
模
索
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タ
イ
の
農
業
が
抱
え
る
様
々
な
課
題

を
考
慮
す
る
と
、将
来
に
お
い
て
ど
の
よ

う
な
シ
ナ
リ
オ
が
考
え
ら
れ
る
の
か
。不

確
実
性
が
高
ま
る
昨
今
、将
来
を
正
確

に
予
測
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　
し
か
し
、将
来
シ
ナ
リ
オ
を
複
数
持
つ

こ
と
で
、望
ま
し
い
シ
ナ
リ
オ
を
実
現
す

る
た
め
に
働
き
か
け
る
き
っ
か
け
に
な
る

だ
け
で
な
く
、今
後
起
こ
り
得
る
変
化
に

備
え
る
た
め
の
手
段
の
検
討
に
も
有
用
で

あ
る
。

　
以
下
で
は
10
年
後
の
タ
イ
農
業
産
業

の
将
来
シ
ナ
リ
オ
を
記
載
す
る
。リ
ブ
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
各
専
門
家
と
の
議
論

や
デ
ー
タ
分
析
を
通
じ
て
、５
つ
の
シ
ナ
リ

オ
と
し
て
ま
と
め
た
。

　
将
来
的
な
農
業
の
衰
退
か
ら
政
府
や

大
企
業
主
導
の
発
展
ま
で
を
見
越
し
た

こ
れ
ら
の
シ
ナ
リ
オ
の
中
で
、発
生
可
能

性
を
考
慮
す
る
と
日
系
企
業
の
経
営
に

お
い
て
は
よ
り
起
こ
る
可
能
性
が
高
い
と

思
わ
れ
る
、「
大
手
主
導
の
農
業
」及
び

「
次
世
代
農
家
主
導
の
農
業
」の
２
つ
の

可
能
性
に
絞
っ
て
動
向
を
見
守
る
の
が
良

い
だ
ろ
う
。

出典: Ministry of labour, Statista, BoT※1 タイバーツから米ドルへの変換には、BoTの各年の基準レートを使用した　※2 1ヵ月の営業日を22日と仮定した場合
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20年で
2倍以上に
上昇

タイの最低賃金

出典: World bank, Eurasiareview,

2017年の農業生産性
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タイの1日あたりの最低賃金 ※1 2020年における各国の1日あたりの最低賃金  ※２

単位：トン/ライ

タイの農業生産性は他国に比べると相対的に低い タイの農業労働者の
多くは、いまだに手や
鎌を使って農作業を行
っている。

ベトナムでは、多くの
農家がドローンなどの
スマート農業機器や
農業アプリの利用を
開始している。

中国は高い労働生産
性を確保する自動農
機の開発に成功した。

東アジアの平均

タ
イ
の
農
業
の

将
来
シ
ナ
リ
オ

タ
イ
の
農
業
に
お
け
る

２
つ
の
課
題 　タイ国における農業が生み出すGDPは2015年～19年の期間中に年平均2.6%の成長を示してきたが、GDPに占

める割合は同期間中に8.9%から8.0％へと落ち込んでおり、国内産業における農業の立ち位置は徐々に縮小してきて
いる。また、農産物の輸出は17年～19年で3.9％減となり、グローバル競争力が弱まってきていると言えるだろう。
　なぜ、こうした停滞が起きているのか。このままでは、タイの農業にどんな未来が待っているのか。リブコンサルティ
ングによる分析を紹介する。

タイ農業の
将来シナリオと課題

　
１
．高
い
生
産
コ
ス
ト

　
労
働
コ
ス
ト
の
視
点
で
見
る
と
、タ
イ
の

最
低
賃
金
は
年
平
均
3・7
%
上
が
っ
て
お

り
、00
年
か
ら
20
年
ま
で
の
20
年
間
で
約

2
倍
に
な
っ
て
い
る
。ミ
ャ
ン
マ
ー
や
ベ
ト
ナ
ム

な
ど
の
農
業
分
野
で
の
輸
出
に
力
を
入
れ

て
い
る
周
辺
国
と
比
べ
て
労
働
コ
ス
ト
が
高

ま
り
、競
争
優
位
性
が
失
わ
れ
る
要
因
と

な
っ
て
い
る
。

　
次
に
生
産
性
の
視
点
で
見
て
も
、他
の
周

辺
国
と
比
較
し
て
低
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い

る
。単
位
面
積
当
た
り
の
収
穫
量
で
比
較
す

る
と
、タ
イ
は
ベ
ト
ナ
ム
だ
け
で
な
く
ミ
ャ
ン

マ
ー
や
ラ
オ
ス
よ
り
低
く
、東
ア
ジ
ア
平
均
の

6
割
程
度
と
な
っ
て
い
る
。ベ
ト
ナ
ム
や
中
国

が
自
動
化
や
ス
マ
ー
ト
農
業
を
推
進
し
て
い

る
実
態
と
比
べ
て
、タ
イ
は
未
だ
に
手
作
業
で

農
作
業
を
行
って
い
る
傾
向
が
あ
り
、生
産
性

向
上
を
妨
げ
て
い
る
。

　
そ
の
結
果
、タ
イ
の
農
作
物
は
価
格
優
位

性
が
失
わ
れ
、市
場
シ
ェ
ア
を
落
と
し
て
い

る
。例
え
ば
、世
界
の
コ
メ
市
場
に
お
け
る
タ

イ
産
の
市
場
シ
ェ
ア
は
11
年
に
28
%
を
占
め

て
い
た
の
に
対
し
て
、17
年
は
13
%
ま
で
下

が
って
い
る
。

起きる可能性：中～高　

次世代農家主導の農業
次世代の農家が新技術を積極的に
採用し、高齢農家から事業を買収し
て農業の規模を拡大することで、効
率化を推進。収益性を重視し、中小
企業として戦略的な経営を進めるこ
とで、農作物ポートフォリオの適正
化が進む。

起きる可能性：中～高　

大手主導の農業
大手企業が垂直統合を図り、農業に
参入し、多くの農家を従業員として雇
用することで規模の経済を効かせ
る。それにより、生産性が向上し、農
作物ポートフォリオの適正化も進む
（CPグループが鶏肉加工等の産業
で行っているモデルが農業でも実現
されるシナリオ）。

起きる可能性：低　

農業産業の衰退
農業技術が普及せず、農作物の種類も変わらず、農地の大規模
化も進まない。その結果、農業の生産性と付加価値が向上せず、
農業人口の都市への流出が加速する。食品メーカーなどは国内
産の農作物に代って輸入によって安価な材料を調達する。

起きる可能性：低　

農業協同組合主導の農業
ほとんどの農家が協同組合に加入し、規模の経済が働くようにな
る。また、政府主導の農業R&Dが加わり、生産性が向上し、農作
物のポートフォリオも適正化される。農業協同組合は、食品の加
工にも参入し、地域の農作物の付加価値が向上する。

起きる可能性：低　

Thailand 4.0としての農業
既存農家の多くが積極的に技術を採用し、政府計画に沿った効
率化を図る。技術導入により、農家の収入が大きく向上する。さら
に、若い世代も農業へ積極的に関わるようになり、都市への人口
流出が軽減される。

4.0

経済発展とともに年々上昇 周辺国に比べてコスト面の優位性がない

単位:THB / 日 単位:THB / 日

タイの農業の将来シナリオ

タイ農業タイ農業の将来シナリオと課題
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　タイが抱える農業の課題を解決しようと、スタートアップ企業が徐々に成長してきている。ここで顕著な動き
をしている３社紹介したい。いずれも、農業の生産性を高めるために革新的な技術やビジネスモデルの提供
にチャレンジしている企業である。

　
以
上
、タ
イ
の
農
業
に
お
け
る
課
題
、将

来
シ
ナ
リ
オ
に
つい
て
紹
介
し
た
。最
後
に
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
動
向
に
つい
て
紹
介
す
る
。

　
リ
ブ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
で
は
本
記
事
の
根

源
と
な
る
ホ
ワ
イ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
保
持
し
て

お
り
、ご
関
心
の
あ
る
方
に
無
償
提
供
し
て

い
る
。必
要
な
方
は
是
非
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
き
た
い
。

２
．不
安
定
な
供
給

　
タ
イ
の
農
業
が
不
安
定
な
供
給
と
な
っ
て

し
ま
う
理
由
は
主
に
３
つ
あ
る
。

　
一つ
目
は
、就
労
人
口
が
減
少
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。労
働
者
人
口
に
対
す
る
農
業
従

事
者
の
人
口
の
割
合
は
、00
年
は
半
数
近
く

を
占
め
て
い
た
の
に
対
し
、20
年
に
は
約
3

分
の
１
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
。ま
た
、農
家

の
収
入
も
伸
び
て
お
ら
ず
、魅
力
的
な
職
業

で
は
な
く
な
って
き
て
い
る
と
言
え
る
。

　
二
つ
目
は
、不
安
定
な
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
で

あ
る
。タ
イ
の
農
産
物
輸
出
の
ト
ッ
プ
３
は

食
料
品
輸
出
全
体
の
約
53
%
を
占
め
て
い

る
が
、中
国
で
は
約
23
%
、ベ
ト
ナ
ム
で
も
約

48
%
と
タ
イ
に
比
べ
て
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を

分
散
で
き
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、自
然
災
害
の
発
生
頻
度
が
増
加

傾
向
に
あ
る
た
め
、リ
ス
ク
管
理
の
視
点
か

ら
も
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
分
散
が
よ
り
重
要

に
な
っ
て
く
る
。弊
社
の
調
査
で
は
干
ば
つ
や

洪
水
な
ど
の
農
作
物
に
影
響
を
与
え
る
自

然
災
害
の
発
生
頻
度
は
1
9
8
0
年
代
に

比
べ
て
2
0
1
0
年
代
は
1・5
倍
に
増
加

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
って
い
る
。

　
三
つ
目
は
、ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
も
関
連
す

る
が
、農
家
の
構
造
上
の
課
題
も
あ
る
。タ

イ
は
こ
れ
ま
で
コ
メ
を
主
要
作
物
と
し
て
輸

出
し
て
き
た
が
、世
界
で
様
々
な
国
が
コ
メ

を
輸
出
し
始
め
た
た
め
、タ
イ
産
米
の
価
格

が
下
落
し
、農
民
の
所
得
も
下
が
って
い
る
。

Ricult

人工知能（AI）を活用し農業の効率化を支援しており、農業ソ
リューションと金融サービスを提供するアプリケーション
「Ricult」を農家向けに提供している。こ
れにより、ビッグデータ、機械学習、
GPSセンサーを農業に活用し、生産性
を向上させるだけでなく、農家が金融
機関から融資を受けるための支援も
行っている。タイのほかアメリカ、パキ
スタンにも進出。

https://www.ricult.com/

文部科学省の奨学金を受け日本に留学、
一橋大学経済学部卒業。リブコンサルティ
ング入社後は東京で勤務した後、タイオフィ
スで勤務。日系企業の構造改革支援に加
え、財閥系企業や上場企業などタイのエク
セレントカンパニーの経営支援も担当。

【 Principal 】 ベン
(Sra Chongbanyatcharoen)

文部科学省の奨学金を受け日本に留学、
東京大学理学部、東京大学大学院博士
課程卒業。数学オリンピック金メダル取
得。 主に、通信業界、農業・食品業界、住
宅業界、自動車製造業などで、戦略立案
から実行支援までを一貫して支援。

【 Project Manager 】 ペス
（Darin Lanjakornsiripan）Ph.D.

成果主義・現場主義を重視した日本発の経営コンサルティングファーム。
「“100年後の世界を良くする会社”を増やす」を理念に掲げ、
企業や政府機関へのコンサルティングを通じてタイ国を良くするため、
戦略から実行まで「成果コミット型」で支援している。
【 代 表 者 】 Managing Director 香月 義嗣（Katsuki Yoshitsugu）
【 住 所 】 29Fl, Exchange Tower, Klongtoey District Bangkok
【お問い合わせ】 info_thai@libcon.co.jp

LiB Consulting (Thailand) /リブコンサルティング・タイランド

農家人口の継続的な減少により、農作物の総需要が
減少している。
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タイの農業における雇用の割合

-18.4%
CAGR 0.0%

CAGR -0.2%

タイの農家世帯の年間名目所得

農家の収入は増えていない農家の人口が減少している

土地を
持っている
農家

土地を
持っていない
農家

インフレにもかかわらず農家一世帯あたりの所得は増
えておらず、農家の購買力は低下している。

農産物輸出総額に占めるトップ３製品の割合

タイの農産物輸出トップ３製品は、
食品輸出全体の53％以上を占める

2016 20182017

平均値
53%

52% 52% 56%

中国、ベトナムではトップ３製品が50％を超えず、
タイよりも多様化している

2016 20182017

23% 23% 24%
農産物輸出総額に占めるトップ３製品の割合

中国の農産物輸出トップ３の
平均構成比は23％にとどまる

2016 20182017

46% 49% 48%
農産物輸出総額に占めるトップ３製品の割合

ベトナムの農産物輸出トップ３は
平均で48％を占める

　
し
か
し
、タ
イ
の
農
民
は
コ
メ
以
外
の
作

物
に
移
行
し
に
く
い
経
済
的
な
事
情
が
あ

る
。タ
イ
の
農
家
の
約
半
数
は
土
地
を
所
有

し
て
お
ら
ず
、農
作
地
に
対
し
て
毎
月
賃
貸

料
を
払
っ
て
い
る
。そ
れ
に
加
え
て
種
や
肥

料
な
ど
の
様
々
な
コ
ス
ト
が
か
か
る
。

　
も
し
、農
民
が
コ
メ
の
栽
培
を
止
め
て
他

の
作
物
に
移
行
し
よ
う
と
す
る
と
、様
々
な

障
害
が
あ
る
。

　
例
え
ば
、ド
リ
ア
ン
は
販
売
価
格
も
高
い

果
物
だ
が
、そ
れ
を
作
る
た
め
に
は
ま
ず
大

き
な
初
期
投
資
が
必
要
と
な
る
。そ
し
て
、

栽
培
を
始
め
て
か
ら
現
金
化
す
る
ま
で
の

期
間
が
長
く
、通
常
は
2
、3
年
か
か
る
。そ

の
た
め
、農
民
に
と
っ
て
は
リ
ス
ク
が
大
き

く
、一
般
的
な
農
家
は
そ
う
いっ
た
シ
フ
ト
を

実
現
で
き
る
余
力
が
な
い
。

　
こ
う
し
た
構
造
的
な
問
題
か
ら
、米
の
価

格
が
下
が
って
い
て
も
、そ
れ
を
今
ま
で
通
り

に
売
り
続
け
る
し
か
な
い
。そ
の
結
果
、農

家
の
収
入
も
上
が
ら
な
い
。

　
こ
う
し
た
要
因
が
不
安
定
な
供
給
体
制

を
促
進
さ
せ
て
し
ま
っ
て
お
り
、輸
出
販
売

量
の
上
下
変
動
を
大
き
く
し
て
い
る
。

スタートアップの動向

1

Eden Agritech

独自の食用コーティング技術により、農産物の賞
味期限を延ばしながら栄養素を維持することが
できる。野菜や果物の輸出業者は、生産ロスを
低減できるだけでなく、輸送期間を延ばし従来よ
りも遠方エリアで販売できるようになる。天然原
料から作られるため、消費者も安心。今後は、肉
など他の食品向けの技術も開発予定だ。

https://edenagri.co.th/２ Farmto

農家と消費者を繋ぐ、新たなマーケットプレイスを
提供。まず消費者は農産物を栽培前から予約し、
農家と一緒に育てているように感じることができ
る。その後は農場を訪ねて経過を観察しながら、収
穫時期になると農産物を手にできる。農家側が販
売価格を設定できるため、生産性向上を後押しす
るソリューションとなっている。

https://farmto.co.th３

Ricult社の提供サービス

Ricult社が企業から直接種子や肥料、農薬を
調達することで、農家が安価に購買できる。

ディスカウント・
マーケットプレイス

農家と購買者を直接結びつけ、中間業者を通
さずに作物を販売することを可能にする。

農家の
直接販売の支援

専門チームを農場に派遣して土壌を測定し、農
地の生産性向上に寄与する農作物や農作業
の方法を明確にし、農家に知らせる。

農業データインサイト
＆アナリティクス

農家にとって必要な農作物が明確になった後
は、Ricult社がそれらを先行して購入し農家に
提供する。

農家への融資支援

出所：DEC

出所：DEC

タイ農業タイ農業の将来シナリオと課題
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あの人のターニング   ポイント
タイをはじめとするアジアで挑 戦を続ける人たちの 姿を紹 介

Japan Agri Challenge Asia Co. Ltd.

う
す
る
こ
と
で
万
が一土
壌
病
害
が
発
生
し
て

も
、ハ
ウ
ス
全
体
に
広
が
る
の
を
防
ぎ
ま
す
。

　
タ
イ
は
１
年
を
通
し
て
気
温
が
暖
か
い
た

め
１
年
中
栽
培
で
き
、農
場
に
は
種
を
ま
い
た

ば
か
り
の
も
の
か
ら
、収
穫
が
終
わ
り
そ
う
な

の
も
の
ま
で
様
々
な
状
態
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
が
あ

り
、収
穫
は
週
２
回
行
って
い
ま
す
。

　
ト
マ
ト
は
元
々
、南
米
ア
ン
デ
ス
の
高
地
が

原
産
で
す
。タ
イ
の
冬
は
冷
涼
で
乾
燥
し
て
日

差
し
も
あ
る
た
め
栽
培
に
適
し
て
お
り
、ミ
ニ

ト
マ
ト
の
生
産
量
も
糖
度
も
上
が
り
ま
す
。

逆
に
夏
は
雨
が
降
り
日
照
も
少
な
く
、気
温

が
高
い
の
で
栽
培
は
難
し
い
で
す
。生
産
量
も

ピ
ー
ク
時
の
３
分
の
１
く
ら
い
に
な
り
ま
す
。

東
京
出
身
の
迫
田
さ
ん
が

農
業
に
参
入
し
た
理
由
と
は
？

　
24
歳
の
時
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
事
業

に
携
わ
り
、ラ
オ
ス
南
部
の
メ
コ
ン
川
に
浮
か
ぶ

小
さ
な
島
に
小
水
力
発
電
所
を
作
り
に
行
き

ま
し
た
。電
気
が
通
って
い
な
い
た
め
、昼
間
は

水
路
を
掘
る
土
木
作
業
を
し
、夜
は
灯
油
ラ

ン
プ
の
下
で
ラ
オ
ス
人
と
一
緒
に
お
酒
を
飲
み

ま
し
た
。そ
こ
で
あ
る
日
、島
で
も
ち
米
の
田

植
え
を
手
伝
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。太
陽

の
下
で
ラ
オ
ス
人
と
汗
を
流
し
な
が
ら
田
植

え
を
終
え
た
時
、本
当
に
爽
快
で
気
持
ち
良

か
っ
た
ん
で
す
。こ
の
楽
し
さ
を
一生
続
け
た
い

と
思
い
、農
業
に
関
心
を
持
ち
始
め
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、大
学
時
代
の
先
輩
が
長
野
県
で

農
業
を
始
め
た
こ
と
を
S
N
S
を
通
し
て

知
り
、意
気
投
合
し
て一
緒
に
創
業
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
タ
イ
の
市
場
で
ど
ん
な
野
菜
、果
物
に
チ
ャ

ン
ス
が
あ
る
の
か
、ス
ー
パ
ー
な
ど
で
市
場
調

査
を
す
る
と
、美
味
し
い
ト
マ
ト
が
手
軽
に
手

に
入
ら
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。タ
イ
料

理
に
あ
ま
り
使
わ
れ
て
お
ら
ず
、タ
イ
人
に
聞

い
て
も
美
味
し
く
な
い
か
ら
食
べ
な
い
と
言
い

ま
す
。そ
れ
な
ら
、美
味
し
い
ト
マ
ト
を
作
れ

ば
タ
イ
の
人
も
食
べ
て
く
れ
る
は
ず
、将
来
の

市
場
を
作
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。

海
外
に
出
た
き
っ
か
け
を

教
え
て
く
だ
さ
い

　
大
学
卒
業
後
、就
職
も
せ
ず
に
う
ど
ん
屋

で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
バッ
ク
パッ
カ
ー
と

し
て
海
外
を
旅
し
て
回
る
生
活
を
し
て
い
ま

し
た
。そ
ん
な
中
、昔
か
ら
親
交
が
あ
っ
た
大

手
企
業
で
社
長
を
務
め
ら
れ
て
い
る
方
と
お

会
い
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。近
況
な
ど

を
話
す
と
、「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
法
人
を
設
立

す
る
か
ら
行
っ
て
み
な
い
か
」と
誘
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
そ
の
時
は
行
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
が
、

「
や
り
た
い
で
す
が
英
語
も
話
せ
な
い
で
す
し

…
」と
曖
昧
な
返
答
を
す
る
と
、そ
の
方
に

「
や
る
前
か
ら
で
き
な
い
と
言
って
い
る
人
に
で

き
る
わ
け
が
な
い
か
ら
、や
ら
な
く
て
良
い
よ
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の一言
で
自
分
の
中
で一気
に
ス
イ
ッ
チ
が

入
り
ま
し
た
。即
座
に「
や
り
ま
す
。た
だ
英

語
を
勉
強
す
る
時
間
を
く
だ
さ
い
」と
言
い
、

す
ぐ
に
ロ
ン
ド
ン
の
語
学
学
校
に
留
学
し
ま
し

た
。結
局
、そ
の
会
社
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
法
人
立

ち
上
げ
の
話
は
な
く
な
っ
た
の
で
す
が
、あ
の一

言
が
な
け
れ
ば
海
外
で
生
活
す
る
と
い
う
選

択
を
し
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
ど
の
よ
う
な

影
響
を
受
け
ま
し
た
か
？

　
飲
食
店
向
け
の
売
上
が
大
き
く
減
り
ま
し

た
。去
年
は
特
に
収
穫
が
ピ
ー
ク
の
時
に
感
染

が
広
が
り
、た
く
さ
ん
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
が
余
り

ま
し
た
。ま
た
新
規
で
見
込
ん
で
い
た
マ
レ
ー

シ
ア
や
香
港
で
の
取
引
も
止
ま
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。昨
年
は
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
も

支
援
を
い
た
だ
き
、事
業
を
続
け
て
き
ま
し

た
。今
年
も
影
響
は
続
き
、生
産
も
今
は
リ

モ
ー
ト
で
管
理
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
事
業
展
開
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
大
き
く
３
つ
の
構
想
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
加
工
品
の
開
発
で
す
。ト
マ
ト
ジ
ュ
ー

ス
に
加
え
て
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
増
や
し
て
い
き

ま
す
。ド
ラ
イ
ト
マ
ト
や
ト
マ
ト
ケ
チ
ャッ
プ
な

ど
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
次
に
ト
マ
ト
を
使
っ
た
料
理
レ
シ
ピ
の
開

発
、食
べ
方
の
提
案
で
す
。タ
イ
人
に
も
食
べ
て

も
ら
え
る
よ
う
、特
に
タ
イ
料
理
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョン
を
進
め
て
い
き
た
い
で
す
。

　
最
終
的
に
は
飲
食
業
へ
の
進
出
で
す
。ト
マ

ト
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
店
舗
を
展
開
し
、農

業
の
６
次
産
業
化
を
タ
イ
で
実
践
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。日
本
品
質
の
食
材
で
タ
イ

の
食
生
活
を
よ
り
豊
か
に
し
て
い
く
こ
と
が

目
標
で
す
。

Vol.6
迫
田
さ
ん
が
手
掛
け
て
い
る

事
業
の
概
要
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　「
び
じ
ん
ト
マ
ト
」と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
で
タ
イ
で
日
本
品
種
の

ミ
ニ
ト
マ
ト
や
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
を
生
産
、販
売
し
て
い
ま
す
。

　
農
場
は
ペ
チ
ャ
ブ
ン
県
に
10
ラ
イ
、チ
ェン
ラ
イ
県
に
14
ラ
イ

保
有
し
て
い
ま
す
。出
荷
量
は
年
間
で
お
お
よ
そ
１
０
０
ｔ
。

流
通
も
自
社
で
行
っ
て
お
り
、週
２
回
チ
ェン
ラ
イ
、ペッ
チ
ャ

ブ
ー
ン
か
ら
冷
蔵
車
で
そ
れ
ぞ
れ
バ
ン
コ
ク
ま
で
運
び
、お
客

様
の
元
へ
配
送
し
て
い
ま
す
。

　
農
場
で
は
土
に
植
え
る
土
耕
栽
培
で
は
な
く
、コ
コ
ナ
ッ
ツ

の
ヤ
シ
ガ
ラ
を
培
地
に
し
た
隔
離
栽
培
を
し
て
い
ま
す
。そ

迫
田  

昌
Sho

Sakota

1987年生まれ、東京都出身。慶應義塾
大学総合政策学部卒業。イギリス・ロ
ンドンでの語学留学後、再生可能エネ
ルギーの事業に携わってドイツやマ
レーシア、タイ、ラオスを回り、2015年
に会社設立。Japan Agri Challenge
（Thai land）が生産、Japan Agr i  
Challenge Asiaが流通、販売を担う。

タイではほぼすべての大手スーパーで取り扱われているほか、
Line@bijin_jp から注文・宅配（購入金額・地域によっては送料無料）も可能

Managing
Director私

の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

24
歳
の
時
、ラ
オ
ス
で

農
業
に
目
覚
め
る

限定物件

周囲は閑静な住宅地、徒歩圏内にサミティベート病
院、日本食レストラン、スーパー、生鮮卸売市場のト
ンロー日本市場、幼稚園、塾、美容室など日本語が
通じるお店が多数ある便利な立地です。１LDK/キッチン１LDK/キッチン

ロビーロビー

トンロー

購入者特典
総合スポーツ施設が
利用可
（ラケットクラブ）

Premier Thonglor BTS「トンロー」駅まで徒歩14分

定期借地権 （2035年迄）

081-813-4965（山口）
Mail：info@apamanbkk.com
HP：https://twy.co.th

 

[問い合わせ]

不動産に関するあらゆるニーズにお応えします。
T.W.Y. CO., LTD.

プロモーションビデオ

253万B253万B 諸費用
込み

13％(手取り)
年間利回り

1LDK(55.5平米) / 家具付

サイト内は英語、タイ語、
日本語で検索可能です！

タイの物流倉庫・賃貸倉庫検索サイト
Find Warehouse Thailand

タイ王国 77 県エリア、バンコク、シラチャー、ラ
ヨーン、他、各県にある主要工業団地の賃貸倉庫、営
業倉庫の検索が可能。倉庫オペレーションに必要な
機材、サービスの専門業者もご紹介しています。

サイトの倉庫情報から直接メール、電話で所有会社
へご連絡頂けます。サイトご利用による会員登録、
利用手数料、成約手数料は一切掛かりません。

URL：http://www.find-warehouse.com
TEL： 064-934-9714（Ms.Supeephat / タイ語・英語）

E-Mail：info@find-warehouse.com
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【掲載金額・詳細のお問い合わせ先】
日本人直通 (担当：鵜飼)
Mail：gdm-info@gdm-asia.com
TEL：097-137-4831
Web：www.arayz.com

ビジネスパーソンへ向けた広告をお考えの方はぜひお気軽にお問い合わせください。

ArayZでは毎月、タイ・ASEANの旬な内容をお届けしております。

無料定期購読も随時承っておりますのでご希望の方はご連絡ください。

▼お問合せフォーム

Web&メールでセミナー告知可能です
ArayZは御社のセミナー及びウェビナーの告知ツールとしてもご活用できます

料金詳細や掲載スケジュールは
こちらのQRコードをご覧ください

ニュースレター配布例

ニュースレターで告知
6,000B～

弊社ニュースレター会員3,500人以上に配信

ArayZ Webサイトで告知
6,000B～

月間ページビュー50,000PV以上

第
３
位    （
被
相
続
人
と
）父
母
を

 
 

同
じ
く
す
る
兄
弟
姉
妹

第
４
位    （
被
相
続
人
と
）父
母
の
一
方
を

 
 

同
じ
く
す
る
兄
弟
姉
妹

第
５
位 

祖
父
母

第
６
位 

叔
父（
伯
父
）、叔
母（
伯
母
）

　
こ
の
第
１
位
を
優
先
し
第
６
位
ま
で
の
順

番
で
、各
法
定
相
続
人
が
相
続
を
す
る
権
利

を
有
す
る
こ
と
と
な
る
。基
本
的
に
は
、後

順
位
の
者
は
前
順
位
の
者
が
相
続
す
る
場

合
に
は
、相
続
で
き
な
く
な
る
。

　
も
っ
と
も
、被
相
続
人
の
父
母
に
関
し
て

は
こ
の
例
外
と
し
て
、他
の
法
定
相
続
人
が

相
続
す
る
場
合
で
も
、常
に
子
と
同
じ
順
位

で
相
続
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る（
民
商
法

典
１
６
３
０
条
）。

　
ま
た
配
偶
者
が
い
る
場
合
に
は
、配
偶
者

も
相
続
人
と
な
る
。配
偶
者
の
法
定
相
続
分

は
、同
時
に
相
続
す
る
他
の
法
定
相
続
人
の

種
類
に
よ
り
異
な
る
形
と
な
って
い
る（
民
商

法
典
１
６
３
５
条
）。

　
例
え
ば
、子
が
相
続
人
と
な
る
場
合
に

は
、子
と
同
順
位
と
し
て
同
じ
割
合
で
相
続

し
、他
の
相
続
人
が
第
５
順
位
の
祖
父
母
と

な
る
場
合
に
は
、配
偶
者
が
３
分
の
２
の
割

合
で
相
続
す
る
こ
と
に
な
る
。

廃
除
及
び
相
続
放
棄

　
タ
イ
で
も
法
定
相
続
人
に
つい
て
、被
相
続

人
と
な
る
者
が
生
前
に
、法
定
相
続
人
と
な

る
者
を
廃
除
す
る
こ
と
に
よ
り
、相
続
さ
せ

な
い
と
す
る
制
度
は
存
在
す
る（
同
法
第
１

６
０
８
条
）。ま
た
、遺
産
の
相
続
を
放
棄
す

る
相
続
人
に
よ
る
相
続
放
棄
は
、タ
イ
で
も

規
定
さ
れ
て
い
る（
民
商
法
典
１
６
１
２
条
）。

あ
る
タ
イ
民
商
法
典（C

ivil and C
om
-

m
ercial Code

、以
下「
民
商
法
典
」）に
お

い
て
、相
続
に
つ
い
て
の
定
め
が
な
さ
れ
て
い

る
。相
続
に
関
す
る
制
度
の
大
枠
自
体
は
タ

イ
も
日
本
と
同
様
と
な
って
い
る
。

　
た
だ
、後
に
述
べ
る
よ
う
に
法
定
相
続
人
の

定
め
方
や
そ
の
配
分
、僧
侶
の
相
続
に
関
す

る
規
定
が
あ
る
点
な
ど
は
日
本
と
異
な
る
。

　
相
続
財
産
は
、法
律
ま
た
は
遺
言
に
よ
り

相
続
人
に
相
続
さ
れ
る（
民
商
法
典
法
１
６

０
３
条
）と
さ
れ
て
お
り
、遺
言
が
あ
る
場
合

に
は
遺
言
の
定
め
に
基
づ
き
相
続
が
行
わ

れ
、遺
言
が
な
い
場
合
に
は
法
律
の
定
め
に

基
づ
き
相
続
が
行
わ
れ
る
。

　
遺
言
が
あ
っ
て
も
、そ
の
相
続
財
産
全
部

に
対
し
て
の
遺
言
が
さ
れ
て
い
な
い
場
合
や

遺
言
が
無
効
に
な
る
場
合
に
は
、遺
言
の
及

ば
な
い
部
分
に
つ
い
て
は
民
商
法
典
の
定
め

に
基
づ
く
相
続
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る

（
民
商
法
典
１
６
２
０
条
）。

法
定
相
続
順
位
に
つ
い
て

　
民
商
法
典
の
定
め
に
基
づ
き
相
続
が
行

わ
れ
る
場
合
、法
定
さ
れ
て
い
る
相
続
人
と

な
る
者（
法
定
相
続
人
）及
び
そ
の
相
続
順

位
は
、以
下
の
通
り
定
め
ら
れ
て
い
る（
タ
イ

民
商
法
典
１
６
２
９
条
、１
６
３
５
条
）。

第
１
位 

直
系
卑
属（
子
）

第
２
位    （
死
亡
し
た
本
人

 
 

－

以
下「
被
相
続
人
」の
）父
母

　
当
職
担
当
の
回
で
は
、タ
イ
に
お
け
る
相

続
の
概
要
に
つい
て
説
明
し
て
い
る
。

　
４
月
号
で
は
適
用
さ
れ
る
法
律
に
つ
い
て

説
明
し
た
が
、今
回
は
タ
イ
に
財
産
を
持
つ

日
本
人
に
対
し
、タ
イ
法
の
適
用
が
あ
る
場

合
を
前
提
と
し
て
、タ
イ
の
相
続
制
度
に
つ

い
て
解
説
す
る
。

タ
イ
に
財
産
が
あ
る
場
合
に

適
用
さ
れ
る
法
律

　
前
回
解
説
し
た
点
と
重
複
す
る
が
、タ
イ

に
お
い
て
外
国
人
が
相
続
手
続
き
を
行
う

場
合
、対
象
と
な
る
相
続
財
産
に
よ
り
適
用

さ
れ
る
法
が
異
な
る
旨
、タ
イ
法
上
規
定
さ

れ
て
い
る
。

　
原
則
と
し
て
タ
イ
に
存
在
す
る
不
動
産

に
つ
い
て
は
、タ
イ
法
に
基
づ
く
こ
と
と
な
る

（A
CT
 O
N
 CO
N
FLICT

 O
F LA

W
S 

B
.E
.2481

、37
条
）。動
産
に
つ
い
て
は
被
相

続
人
の
死
亡
時
の
居
住
地
に
お
け
る
法
が

適
用
さ
れ
る（
同
法
38
条
）。

　
こ
の
た
め
、死
亡
し
た
外
国
人（
被
相
続

人
）が
死
亡
時
に
タ
イ
に
居
住
し
て
い
た
場

合
に
は
、相
続
対
象
と
な
る
動
産
に
つい
て
タ

イ
法
に
従
い
相
続
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
以
下
、今
回
も
被
相
続
人
に
よ
る
遺
言
が

な
い
場
合
を
前
提
と
し
て
記
述
す
る
。

タ
イ
相
続
法
の
概
要

　
日
本
で
い
う
民
法
に
該
当
す
る
規
定
で

ま
と
め

　
日
本
人
が
タ
イ
に
居
住
し
、タ
イ
に
財
産

を
有
し
た
ま
ま
遺
言
な
く
死
亡
し
た
場
合
、

こ
の
者
の
相
続
手
続
き
を
タ
イ
で
進
め
る
た

め
に
は
、上
述
の
法
定
相
続
人
の
順
位
や
分

割
の
定
め
に
従
い
、相
続
手
続
き
を
行
う
こ

と
と
な
る
。

　
ま
た
相
続
手
続
き
を
行
う
た
め
に
、遺
産

管
理
人
と
し
て
相
続
財
産
の
管
理
や
具
体

的
な
分
割
手
続
き
を
行
う
者
の
選
任
を
、裁

判
所
に
て
行
う
必
要
が
あ
る
。

　
日
本
人
の
タ
イ
で
の
相
続
は
、残
さ
れ
た

相
続
人
が
タ
イ
に
居
住
し
て
い
な
い
場
合
、タ

イ
の
国
の
慣
習
や
言
語
に
不
慣
れ
な
こ
と
に

加
え
、制
度
自
体
も
把
握
で
き
な
い
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、あ
ら
か
じ
め
遺
言

を
作
成
し
て
お
く
こ
と
や
、必
要
な
手
続
き

に
つ
い
て
親
族
間
で
確
認
し
て
お
く
こ
と
は
、

将
来
の
紛
争
や
問
題
を
生
じ
さ
せ
な
い
た
め

に
有
益
で
あ
る
。

 

知
ら
な
き
ゃ
損
す
る
タ
イ
ビ
ジ
ネ
ス
法
務

インテリジェンス・リレー連載

17年1月よりタイのTNY国際法律事務所
にて執務。TNY国際法律事務所は、日本人
弁護士2名が共同代表を務める法律事務
所であり、会社設立から規制調査、契約書
のリーガルチェック、商標登録申請、相続手
続きなどのサービスを提供している。

日本国弁護士　 藤原 杯花
TNY国際法律事務所

URL: ht tp: / /www.tny- legal .com/
C o n t a c t :  i n f o @ t n y - l e g a l . c o m

タ
イ
の
相
続
の
概
要
〜
タ
イ
法
に
お
け
る
相
続
制
度
〜
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カ
ン
ボ
ジ
ア
の
自
動
車
市
場
が
変
革
を
迎

え
つ
つ
あ
る
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
新
車
販
売
の
割
合
は
極

端
に
少
な
く
、市
中
で
走
る
自
動
車
の
ほ
と
ん

ど
は
海
外
か
ら
の
輸
入
中
古
車
だ
。Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
の
中
で
も
、こ
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
自
動
車
市

場
は
特
殊
な
状
況
に
あ
る
。

　
だ
が
、そ
の
現
況
か
ら
の
変
化
が
い
よ
い
よ

訪
れ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。そ
の
シ
ナ
リ
オ

に
つ
い
て
、全
く
異
な
る
二
つ
の
可
能
性
を
論

じ
た
い
。

こ
れ
ま
で
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
自
動
車
市
場

　
ま
ず
は
、カ
ン
ボ
ジ
ア
の
自
動
車
市
場
に
つ
い

て
少
し
お
さ
ら
い
を
し
て
お
く
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
自
動
車
製
造
と
い
う
観
点
で

は
、独
立
し
た
エ
コ
シ
ス
テ
ム
は
形
成
さ
れ
て
い

な
い
。カ
ン
ボ
ジ
ア
は
タ
イ
＋
１（
プ
ラ
ス
ワ
ン
）の

位
置
付
け
と
言
って
も
い
い
。

　
タ
イ
の
自
動
車
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
染
み

出
す
か
た
ち
で
、特
に
タ
イ
と
隣
接
し
た
ポ
イ

ペ
ト
等
に
一
部
の
製
造
工
程
が
移
管
さ
れ
た
。

車
両
組
立
工
場
は
な
い
た
め
、カ
ン
ボ
ジ
ア
で

走
っ
て
い
る
車
は
他
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
も
の

に
な
る
。

　
そ
の
輸
入
関
税
は
新
車
、中
古
車
と
も
に
非

常
に
高
い
率
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。そ
の
た
め

新
車
で
は
な
く
、事
故
車
同
様
の
安
価
な
中
古

車
を
低
い
関
税
額
で
輸
入
し
、カ
ン
ボ
ジ
ア
で

リ
ペ
ア
し
て
流
通
さ
せ
る
と
い
う
や
り
方
が
定

着
し
て
い
る
。　

　
な
お
、カ
ン
ボ
ジ
ア
で
整
備・修
理
の
イ
ン
フ

カ
ン
ボ
ジ
ア
自
動
車
産
業
の
こ
れ
か
ら

Roland BergerASEAN経営戦略
新たな視点で時代の動きを読み取る

東南アジア諸国連合（ＡＳＥＡＮ）における様々な業界の旬なトピック
を、ドイツ発のコンサルティング会社ローランド・ベルガーが経営戦略
的な観点から解説する。今回は、変化が起こりつつあるカンボジアの
自動車産業について。

Vol.16

一橋大学卒業後、米国系コンサルティングファー
ム等を経て、現在は欧州最大の戦略系コンサル
ティングファームであるローランド・ベルガーのア
ジアジャパンデスク統括に在籍（バンコク在住）。
ASEAN全域で、消費財、小売・流通、自動車、商社、
PEファンド等を中心に、グローバル戦略、ポート
フォリオ戦略、M＆A、デジタライゼーション、企業
再生等、幅広いテーマでの支援に従事している。
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る
の
だ
ろ
う
。

　
も
ち
ろ
ん
、自
動
車
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
形

成
に
向
け
て
整
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

は
、車
両
自
体
の
安
全
規
制
や
中
古
車
そ
の
も

の
の
規
制
な
ど
他
に
も
多
い
。

　
し
か
し
、消
費
者
側
の
変
化
と
制
度
の
整
備

は
前
に
進
ん
で
い
く
こ
と
は
間
違
い
な
い
。そ
の

時
間
軸
に
は
議
論
の
余
地
が
あ
る
が
、カ
ン
ボ

ジ
ア
で
も
順
当
に
自
動
車
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
が

形
成
さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　
以
上
が
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
と
し
て
の
シ
ナ
リ
オ
だ

と
す
れ
ば
、そ
れ
と
は
全
く
別
の
進
化
を
遂
げ

て
い
く
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
も
あ
り
得
る
。そ
れ

が
自
動
車〝
利
活
用
〞社
会
へ
の
リ
ー
プ
フ
ロッ

グ
だ
。

　
現
在
、先
進
諸
国
を
は
じ
め
と
し
て
世
界
で

は
自
動
車
の
保
有
で
は
な
く
、シ
ェア
リ
ン
グ
と

い
う
か
た
ち
で
の
自
動
車
社
会
の
形
成
が
模

索
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で
もGrab

やGojek

と
いっ

た
ラ
イ
ド
ヘ
イ
リ
ン
グ
は
も
は
や
そ
の
枠
を
超

え
て
、食
品
デ
リ
バ
リ
ー
等
の
日
常
生
活
に
深

く
入
り
込
ん
で
い
る
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
い
て
もGrab

は
進
出
済
み

で
あ
る
他
、PassA

PP

な
ど
の
ロ
ー
カ
ル
勢
も

多
い
。ま
た
、伝
統
的
な
自
動
車
利
活
用
手
段

で
あ
る
レ
ン
タ
カ
ー
市
場
も
活
況
で
、Avis

等

の
グ
ロ
ー
バ
ル
大
手
も
参
入
し
て
い
る
。こ
れ
ら

自
動
車
利
活
用
市
場
の
成
長
率
は
、車
両
販

h t t p s : / / a r a y z . c o m

過去記事はArayZのWEBサイトで
ArayZ

地域統括会社
ニューノーマルにおける

の在り方とは

小売チャネル・決済方式
ミャンマー

のリープフロッグ

自動車アフターセールスにおける

顧客の選択変化

コスト最適化に向けた

Ｅコマース戦略

タイ＋中国連合がもたらす商用車

物流業界の変革
アフターコロナに急展開する

食品Ｅコマースオンライン

貨物マッチング
アフターコロナを見据えた

東南アジア投資戦略
デジタル化で生き残る

伝統的小売

ラ
が
整
って
い
る
わ
け
で
は
な
い
。そ
の
た
め
、カ

ン
ボ
ジ
ア
で
の
リ
ペ
ア
に
お
い
て
も
、熟
練
度
の

低
い
修
理
工
が
偽
装
パ
ー
ツ
を
使
っ
て
行
っ
て
い

る
と
い
う
状
況
だ
。

　
ま
た
、そ
も
そ
も
正
規
の
輸
入
ル
ー
ト
を
通

さ
ず
、グ
レ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
使
っ
て
非
課
税
で

入
っ
て
く
る
、よ
り
質
の
低
い
車
両
も
多
く
存

在
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、こ
れ
ま
で
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
自

動
車
市
場
は
、一
般
的
な
自
動
車
エ
コ
シ
ス
テ

ム
が
機
能
し
て
い
る
状
況
に
は
程
遠
い
段
階

に
あ
っ
た
。だ
が
、そ
の
状
況
は
少
し
ず
つ
変
わ

り
つつ
あ
る
。

　
　
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
進
む
と
言
わ
れ
て

い
る
一
人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
３
０
０
０
U
S
D
の

ラ
イ
ン
は
、既
に
プ
ノ
ン
ペ
ン
で
は
超
え
た
と
言

わ
れ
て
い
る
。そ
う
な
っ
て
く
る
と
、消
費
者
購

買
力
の
観
点
か
ら
、カ
ン
ボ
ジ
ア
自
動
車
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
在
り
方
も
変
化
を
促
さ
れ
る

だ
ろ
う
。

　
実
際
、今
年
３
月
か
ら
自
動
車
輸
入
関
税

が
大
幅
に
引
き
下
げ
と
な
っ
た
。こ
れ
は
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
購
買
活
性
化
策
の一環
と
い
う
側
面

も
あ
る
。

　
だ
が
、本
質
的
に
は
、カ
ン
ボ
ジ
ア
と
し
て
自

動
車
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
正
常
化
に
い
よ
い
よ

本
腰
を
入
れ
る
こ
と
の
表
れ
と
も
聞
く
。当
然

な
が
ら
そ
の
背
景
に
は
、消
費
者
側
の
購
買
力・

購
買
意
欲
が
閾
値
に
達
し
た
と
い
う
点
が
あ

は
、バ
ハマ
に
次
ぐ
先
進
事
例
だ
。デ
ジ
タ
ル
決

済
と
自
動
車
利
活
用
の
ト
ラ
ン
ザ
ク
シ
ョン
は
、

一般
的
に
相
性
が
良
い
。

　
日
常
的
に
少
額
を
支
払
っ
て
自
動
車
を
シ
ェ

ア
し
た
り
、サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョン
で
自
動
的
に

決
済
し
た
り
す
る
場
面
に
お
い
て
は
、現
金
よ

り
も
デ
ジ
タ
ル
決
済
が
適
し
て
い
る
。バ
コ
ン
の

普
及
が
進
む
と
い
う
こ
と
は
、自
動
車
利
活
用

の
裾
野
が
拡
が
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、カ
ン
ボ
ジ
ア
の
自
動
車
産
業
は

従
来
型
の
構
造
が
成
立
し
て
い
な
い
が
ゆ
え
、

リ
ー
プ
フ
ロッ
グ
的
な
進
化
を
遂
げ
る
可
能
性

は
充
分
に
あ
る
だ
ろ
う
。

　
今
回
提
示
し
た
シ
ナ
リ
オ
は
両
極
端
な
も

の
で
あ
る
が
、ど
ち
ら
も
あ
り
得
る
姿
だ
と
考

え
る
。

　
関
連
企
業
に
お
い
て
は
、こ
れ
か
ら
の
動
向

を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
な
が
ら
、ど
ち
ら
の
シ
ナ
リ

オ
に
振
れ
て
も
柔
軟
に
軌
道
修
正
が
取
れ
る

体
制
を
整
え
て
お
く
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。

売（
新
車・中
古
車
）の
成
長
率
よ
り
も
高
い
と

言
わ
れ
て
い
る
。

　
自
動
車
保
有
を
軸
と
し
た
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー

ン
が
ま
だ
形
成
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
こ
そ
、日
本

や
タ
イ
の
よ
う
な
既
存
の
自
動
車
プ
レ
イ
ヤ
ー

か
ら
の
抵
抗
も
な
い
。ゆ
え
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
で

は
、自
動
車
利
活
用
社
会
へ
と
一
気
に
進
む
可

能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

デ
ジ
タ
ル
通
過「
バ
コ
ン
」の
存
在

　
そ
し
て
、そ
れ
を
後
押
し
す
る
も
う
一つ
の

要
素
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
デ
ジ
タ
ル
通
貨「
バ
コ

ン
」だ
。

　
元
々
、カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
自
国
通
貨「
リ
エ
ル
」

で
は
な
く
、米
国
ド
ル
が
広
く
流
通
し
て
い
た
。

こ
の
状
況
を
打
破
す
る
と
い
う
目
的
も
あ
り
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
中
央
銀
行
は
デ
ジ
タ
ル
通
貨
の
導

入
を
決
断
し
た
。

　
中
央
銀
行
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
決
済
の
実
用
化

仮説①

従
来
型
の
自
動
車

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
形
成

仮説②

自
動
車〝
利
活
用
〞

社
会
へ
の
リ
ー
プ
フ
ロ
ッ
グ

プノンペン市内の独立記念碑前を走る輸入車（2015年）
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　みずほ銀行バンコック支店メコン５課が発行する企業向け会報誌
『Mekong ５ Journal』よりメコン川周辺国の最新情報を一部抜粋して紹介

拡
大
す
る
中
国
の
影
響
力
と

米
国
と
の
関
係
改
善

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
経
済
に
お
け
る
中
国
の
存
在
感
が

急
速
に
高
ま
って
い
る
。

　
直
接
投
資
の
80
％
以
上
は
中
国
資
本
に
よ
る

投
資
と
言
わ
れ
て
お
り（
英
国
か
ら
の
投
資
の
大

部
分
は
中
資
系
に
よ
る
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ・ヴ
ァ
ー
ジ

ン・ア
イ
ラ
ン
ド
か
ら
の
投
資
）、不
動
産
開
発
、イ

ン
フ
ラ
建
設
、リ
ゾ
ー
ト
開
発
、縫
製
業
の
新
規
進

出
な
ど
幅
広
い
分
野
で
中
国
の
影
響
力
が
強
ま
っ

て
い
る
。製
造
業
に
お
い
て
は
米
中
貿
易
摩
擦
回

避
を
目
的
と
し
て
、中
資
系
の
縫
製
業
が
カ
ン
ボ

ジ
ア
へ
生
産
拠
点
を
移
転
さ
せ
る
ケ
ー
ス
な
ど
も

増
加
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、２
０
２
１
年
6
月
、フ
ン・

セ
ン
首
相
は
米
国
シ
ャ
ー
マ
ン
国
務
副
長
官
と
会

談
、米
国
に
よ
る
メ
コ
ン
川
流
域
の
開
発
支
援
な

ど
経
済
支
援
に
つ
い
て
合
意
し
た
。米
国
と
し
て

は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
過
度
な
親
中
路
線
を
牽
制
す
る

一方
、カ
ン
ボ
ジ
ア
と
し
て
も
中
国
以
外
の
先
進
国

か
ら
の
経
済
支
援
獲
得
の
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
。

縫
製
業
に
大
き
く
依
存
す
る
製
造
業

　
平
均
年
齢
25
歳
を
下
回
る
若
年
層
の
労
働
力

や
安
価
な
労
働
コ
ス
ト
、外
資
規
制
や
通
貨
規
制

が
少
な
い
こ
と
等
に
よ
り
、従
来
か
ら
労
働
集
約

型
製
品
の
製
造
拠
点
と
し
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
進
出

を
検
討
す
る
企
業
は
多
い
。

　
そ
の
中
で
も
主
力
産
業
と
し
て
堅
調
に
拡
大

を
続
け
る
縫
製
業
、製
靴
業
で
あ
る
が
、フ
ン・セ
ン

政
権
の
野
党
弾
圧
を
問
題
視
す
る
E
U
は
、20

年
８
月
よ
り
特
恵
関
税
の一部（
衣
類
と
履
物
の一

部
、旅
行
用
品
お
よ
び
砂
糖
）を
停
止
し
た
。20

年
貿
易
統
計
速
報
値
に
お
い
て
、コ
ロ
ナ
の
影
響

も
大
き
い
と
考
え
る
が
、E
U
向
け
輸
出
金
額
は

19
年
比
18
％
減
少
し
た
。
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自
動
車
産
業
を
中
心
と
し
た
タ
イ
＋
１

　
タ
イ
か
ら
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
の
生
産
シ
フ
ト
が
加
速

す
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
近
年
高
ま
っ
て
い
る
。ま
ず

人
口
オ
ー
ナ
ス
期
に
転
じ
た
タ
イ
は
労
働
コ
ス
ト

上
昇
と
ワ
ー
カ
ー
需
給
逼
迫
が
顕
在
化
し
つつ
あ

る（
図
表
３
）。第
2
に
、前
述
の
通
り
電
力
や
物

流
な
ど
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
イ
ン
フ
ラ
が
大
き
く
改
善

し
て
お
り
、従
来
よ
り
も
リ
ー
ド
タ
イ
ム
や
製
造
コ

ス
ト
が
採
算
に
合
致
す
る
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い

る
。

　
ワ
イ
ヤ
ー
ハ
ー
ネ
ス
や
シ
ー
ト
か
ら
電
装
品
な

ど
へ
製
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
拡
大
さ
せ
る
た
め
に

は
、イ
ン
フ
ラ
だ
け
で
な
く
、ワ
ー
カ
ー
の
質
の
改
善

も
重
要
で
あ
る
。カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
内
戦
な
ど
の

歴
史
的
経
緯
か
ら
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
な

ど
質
の
高
い
人
材
が
限
定
的
で
あ
る
が
、人
材
教

育
に
つ
い
て
は
タ
イ
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
拠
点
同
士
で

相
互
交
流
を
行
う
等
に
よ
り
ワ
ー
カ
ー
の
ス
キ
ル

向
上
を
図
る
日
系
企
業
も
多
い
。

　
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
進
出

　
一
方
、米
国
向
け
輸
出
金
額
は
19
年
比
19
％

増
、21
年
１
月
〜
４
月
も
前
年
同
期
比
24
％
増
の

25
億
１
９
３
０
万
ド
ル
に
増
加
す
る
な
ど
堅
調
に

推
移
し
て
い
る
。米
中
貿
易
摩
擦
回
避
を
目
的
と

し
た
中
国
か
ら
の
生
産
シ
フ
ト
や
、直
近
で
は
コ
ロ

ナ
影
響
の
改
善
に
よ
る
衣
料
品
需
要
の
増
加
等

が
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
、ベ
ト
ナ
ム
、中
国
か
ら
の
衣
類
お
よ

び
靴（
H
S
コ
ー
ド
61
・
62
・
64
番

台
）の
輸
出
金
額
推
移
に
よ
れ
ば
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
C
A
G
R（
年
平
均

成
長
率
）１・９
％
増
、ベ
ト
ナ
ム
２・

８
%
増
、中
国
10・0
％
減
の
実
績

で
あ
り
、中
国
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
や
カ

ン
ボ
ジ
ア
へ
生
産
が
シ
フ
ト
し
て
い

る
状
況
が
窺
え
る（
図
表
１
）。

自
動
車
部
品
や

電
子
部
品
の
輸
出
が
拡
大

　
縫
製
業
や
製
靴
業
以
外
の
生

産
拠
点
と
し
て
の
新
規
進
出
社

数
は
多
く
は
な
い
も
の
の
、近
年
、

自
動
車
部
品
や
電
子
部
品
な
ど

の
輸
出
金
額
は
着
実
に
拡
大
し
て

い
る
。

　
自
動
車
部
品
等（
H
S
コ
ー
ド
87

番
台
）と
電
子
部
品
等（
同
85
番
台
）

の
15
年
と
19
年
と
の
輸
出
金
額
を

比
較
す
る
と
、電
子
部
品
C
A
G
R

15・8
%（
U
S
D
2
5
6
百
万
）

増
、
自
動
車
部
品
12
・
0
%

（
U
S
D
1
6
1
百
万
）増
の
実
績

で
あ
り
、日
系
企
業
を
中
心
に
中
国

や
タ
イ
な
ど
か
ら
カ
ン
ボ
ジ
アへの
生

産
シ
フ
ト
が
相
応
に
進
ん
で
い
る
と

言
え
る（
図
表
２
）。

　
こ
こ
数
年
で
電
力
供
給
が
改
善

す
る
場
合
、タ
イ
生
産
拠
点
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
生
産

拠
点
を
並
存
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、タ
イ
工
場
は

高
付
加
価
値
製
品
を
生
産
し
、労
働
集
約
型
製

品
を
徐
々
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
工
場
へ
シ
フ
ト
さ
せ
製
品

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
の
拡
充
を
図
る
こ
と
が「
タ
イ

+
1
」の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

新
投
資
法
が
起
爆
剤
と
な
る
か

　　
21
年
夏
に
は
新
投
資
法
が
施
行
さ
れ
る
予
定

と
な
っ
て
お
り
、今
回
の
投
資
適
格
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（Q
ualified Investm

ent Project : Q
IP

）に

お
い
て
、各
種
税
制
優
遇
と
投
資
優
遇
分
野
が
見

直
さ
れ
る
ほ
か
、国
内
調
達
に
関
す
る
付
加
価
値

税（
Ｖ
Ａ
Ｔ
）免
除
の
新
設
な
ど
製
造
業
の
誘
致

を
強
く
意
識
し
た
内
容
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。現

在
特
定
分
野
に
お
け
る
投
資
優
遇
措
置
は
農
業

や
縫
製
業
に
限
定
し
、Ｖ
Ａ
Ｔ
免
除
な
ど
の
優
遇

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、自
動
車
や
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
な
ど
対
象
業
種
が
拡
大
す
れ
ば
、カ
ン
ボ

ジ
ア
へ
の
縫
製
業
以
外
の
製
造
業
進
出
の
追
い
風

と
な
る
で
あ
ろ
う
。

し
て
い
る
ほ
か
、電
気
料
金
引
下
げ
も
進
ん
で
お

り
、自
動
車
部
品
や
電
子
部
品
な
ど
に
つい
て
も
、

生
産
検
討
可
能
な
品
目
が
拡
大
し
て
い
る
と
考

え
る
。物
流
イ
ン
フ
ラ
の
改
善
も
計
画
通
り
進
ん

で
い
け
ば
新
規
進
出
が
増
加
し
、衣
類・靴
以
外

の
輸
出
金
額
が
飛
躍
的
に
拡
大
す
る
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
は
十
分
に
あ
る
。

(出所）UN Comtradeよりみずほ銀行プノンペン出張所作成

(出所)UN「World Population Prospects: 2019」より みずほ銀行国際戦略情報部作成

※HSコード61番台、62番台、64番台合計

単位：百万USD

単位：百万USD

(出所）UN Comtradeよりみずほ銀行プノンペン出張所作成

７月の為替相場動向
　６月に続き年初来高値を更新し、2018年11月以来の水準へ上
昇。月初、米６月雇用統計発表後は一旦ドル高が弱まるも、その後は
引き続きタカ派シフトがサプライズとなった６月FOMC（連邦公開市
場委員会）が尾を引いたほか、タイ国内で感染拡大が抑制できてい
ないことが嫌気され、バーツ売りが継続。ワクチン接種が進展して
いる欧米でもデルタ株感染拡大が確認され株式市場の重石となる
中、アジア新興国に対するアペタイトは低下、32.50を抜けた後も上
昇が続く。流石に約３年ぶり高値となる33バーツを目前にすると利
食い売りに押される場面も見られたが、32バーツ後半で底堅い動
きを示した。

８月の為替相場動向
　注目されていた７月FOMCはFRB（連邦準備理事会）がテーパリ
ング開始を早めると市場に予想させるほどの内容でなく、８月下旬
にあるジャクソンホール会議までドルは動きにくいか。一方、８月中
にはタイの新規感染者数２万人/日の到達も十分に考えられ、ドル
バーツは引き続き年初来高値更新がメインの動きと予想。

７月の為替相場動向
　23,000～23,020を中心に狭いレンジでの推移となった。月初、
23,015レベルでスタートし、海外からの資金流入フローによる
VND買いとベトナム国内での新型コロナ感染者急増を懸念した
VND売りが交錯する形で、月を通して狭いレンジ内での推移に留
まり、結局、同レベルでクローズした。

８月の為替相場動向
　緩やかなVND安を予想する。足許、ベトナム国内での新型コロナ
感染者数は高止まりしており、ホーチミンなど南部を中心にロックダ
ウンが実施されている。一部の工場が閉鎖されていることも、経済の
停滞や貿易収支悪化という観点でVND売り要因となるだろう。

29.50
30.00
30.50
31.00
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32.00
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22,900
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お問い合わせ：contact@bizwings.co
Room 1201,12th Floor, Q House Building, 66 Asoke
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BizWings (Thailand) Co.,Ltd.
BizWings (Thai land)は世界
56ヵ国に展開するグローバルビジ
ネスネットワークであるT G S  
Globalのメンバーであり、タイはも
ちろん、他国への事業展開もサ
ポートします。

優秀な日本人 & タイ人アシスタントが月13,900バーツから!
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求人情報管理 / SNS更新 / Web更新  etc...
様々な業務を代行いたします！詳細はQRをチェック▶▶▶

コスト削減や不正防止にも！ 無料お試しプランあり

Ｑ
：
７
月
号
で
Ｓ
Ｄ
Ｇs
に
取
り
組
む
メ

リ
ッ
ト
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

実
際
に
会
社
の
利
益
に
は
繋
が
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
：
結
論
か
ら
言
う
と
、弊
社
に
と
っ
て
は
利

益
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。今
回
は
そ
の一つ
と
し

て
、学
生
イ
ン
タ
ー
ン
の
活
用
に
よ
る
人
件
費

の
削
減
を
紹
介
し
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
の
ゴ
ー
ル
４「
質
の

高
い
教
育
を
み
ん
な
に
」（
※
１
）の
達
成
の
た
め

に
企
業
が
取
れ
る
ア
ク
シ
ョ
ン
の
例
と
し
て
、

イ
ン
タ
ー
ン
機
会
の
提
供
も
挙
げ
ら
れ
て
お

り（
※
２
）、立
派
に
Ｓ
Ｄ
Ｇs
に
貢
献
す
る
取
り

組
み
と
言
え
ま
す
。

　
こ
こ
で
、学
生
イ
ン
タ
ー
ン
の
活
用
は
次
の
３

点
で
、コ
ス
ト
の
削
減
ひ
い
て
は
利
益
の
増
進
に

繫
が
って
い
ま
す
。

① 

人
件
費
を
相
対
的
に
安
く
で
き
る

　
従
業
員
を
雇
用
し
た
場
合
は
給
与・社
会

保
険
等
の
人
件
費
が
発
生
し
ま
す
が
、学
生
イ

ン
タ
ー
ン
は
従
業
員
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
雇

用
に
関
連
し
て
発
生
す
る
義
務
が
な
く
、従
業

員
を
雇
用
す
る
の
に
比
べ
て
人
件
費
が
安
価
に

な
り
ま
す
。

　
ち
な
み
に「
会
社
の
戦
力
に
な
る
の
か
？
」と

い
う
疑
問
を
持
た
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か

と
思
い
ま
す
が
、弊
社
で
は
戦
力
に
な
っ
て
い
ま

す
。弊
社
業
務
の
繁
忙
期（
１
月
〜
４
月
）に
仕

事
を
こ
な
し
て
く
れ
る
の
で
、本
当
に
助
か
っ
て

い
ま
す
。

② 

採
用
費
が
掛
か
ら
な
い

　
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
を
自
社
で
見
つ
け
て
く
れ

ば
、誰
か
に
支
払
う
費
用
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、そ
の
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
が
非
常
に
ス
ペッ

ク
が
高
く
、従
業
員
と
し
て
雇
用
し
た
い
と
な
っ

た
場
合
も
、介
在
す
る
人
材
紹
介
会
社
等
が
な

い
た
め
紹
介
料
は
当
然
に
発
生
し
ま
せ
ん
。

　
人
材
紹
介
会
社
に
支
払
う
紹
介
料
が
通
常

給
与
の
数
ヵ
月
分
に
な
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、コ

ス
ト
メ
リ
ッ
ト
が
非
常
に
大
き
い
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

③ 

政
府
恩
典
が
使
用
で
き
る

　
タ
イ
政
府
は
若
年
労
働
者
の
雇
用
を
促
進

す
る
た
め
、様
々
な
恩
典
を
適
用
し
ま
す
。今

年
は
大
卒
労
働
者
の
給
与
に
つ
い
て
、一人
当
た

り
月
額
７
５
０
０
バ
ー
ツ
ま
で
政
府
が
負
担
す

る（
※
３
）と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
今
年
、弊
社
で
は
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
を
そ
の

ま
ま
従
業
員
と
し
て
採
用
し
た
こ
と
も
あ
り
、

本
制
度
を
適
用
す
る
こ
と
で
会
社
負
担
を
少

な
く
し
て
従
業
員
を
雇
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
た
結
果
と
し
て
、弊

社
で
は
労
働
力
を
確
保
し
つつ
も
、コ
ス
ト
削
減

を
図
る
こ
と
が
で
き
、結
果
と
し
て
利
益
を
獲

得
す
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
し
た
。こ
の
通
り
、

S
D
Gs
へ
の
取
組
は
決
し
て
綺
麗
事
で
は
な

く
、経
営
施
策
と
し
て
採
用
し
得
る
も
の
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。ご
参
考
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

（※１）https://www.maff.go.jp/j/shokusan/sdgs/sdgs_target.html#goal_04　（※２）https://sdgcompass.org/sdgs/sdg-4/　
（※３）https://www.mol.go.th/en/news/labour-minister-assigns-secretariat-to-clarify-conditions-of-co-payment-project-to-accelerate-process/

会計マネジャー（男性）より説明を受ける学生インターン
（３人とも現在は従業員）

オフィス内装デザイン/施工、家具の納入はもちろん、中小規模の工場や
オフィス棟の建築、工場設備内装、受電設備工事等も行っております。
経験豊かな日本人プロフェッショナルがご提案から施工進捗管理、
お引き渡し後のアフターケアまでサポート致します。
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　2021年1月1日から、ベトナムにおける会社運営上の基本
法令である「企業法」の改正法Law No.59/2020/QH14
（以下、改正法）が施行された。本稿では会社形態を問わ
ず、改正がなされた点のうち実務上重要なものをいくつか
紹介する。
　
１.社印の登録手続の廃止、デジタル署名の採用

　ベトナムでは日本と同様、実務上の慣行として契約締結
等の際には、その成立の真正を証するために社印が押印
される。旧法下では、使用する社印を当局に登録すること
が義務付けられており、登録した社印は国家企業登記
ポータルサイト （National Business Registration Por-
tal）上に公開され、同サイトから相手方の社印を確認する
ことができた。
　改正法では社印の登録義務がなくなったほか、デジタル
署名を使用することが可能であることが明記された（改正
法43条１項）。
　企業にとっては社印の登録義務がなくなり、紛失時の再
登録手続き等の負担が軽くなるため好ましい一方、相手方
の使用する社印が簡単に確認できなくなったため、重要な
契約については相手方の署名者が法定代表者であるか
しっかり確認したり、法定代表者でない場合には委任状の
提出を要求したりするなどして、相手方の社印や署名が権
限を有するものによって適切になされたものであるか確認
することが推奨される。

２.法定代表者を複数選任する場合の権限分担

　改正法では、複数選任されている法定代表者の権限分
担が定款に明記されていない場合、対外的には、それぞれ
の法定代表者に会社を代表する全権があるものとして扱
われる。また、企業に損害が生じた場合は、各法定代表者
が連帯して責任を負うという規定が新設された（改正法12
条２項）。

　企業法上、最低１名の法定代表者の居住義務がある
（改正法12条３項）関係から、実務上、ベトナム現地に1名、
日本に1名、合計２名を法定代表者として設けている日系企
業も多いと思われるが、定款で権限分担を明確に定めてい
ない場合にはベトナム現地の法定代表者も全権を持った
状態になるほか、日本側の法定代表者は関連する損害に
ついて連帯して責任を負うことになる。
　そのため、内部的に法定代表者間で権限分担している
場合には、定款の修正を含めた見直しが必要になると考え
られる。コロナ禍で国際的な往来が容易でない面からも、複
数の法定代表者が設定されている場合には、その権限分
担の再確認が非常に重要であると思料される。

３.企業の管理者情報の報告義務の撤廃

　旧法では取締役（株式会社の場合）、監査役会の構成
員もしくは監査役、または社長に関する情報に変更があっ
た場合には、当局に報告することが義務付けられていた
が、改正法ではこの報告義務が撤廃された。

４.現物出資の払込期限に不算入期間が設定

　旧法では、出資者・株主は、企業登録証明書（Enter-
prise Registration Certificate）が発行された日から90日
以内に、全ての定款資本を出資する必要があった。
　改正法でも原則は90日以内にすべての定款資本を出資
する必要があるが、現物出資をする場合は例えば機械設
備など出資対象資産の輸入・運搬、所有権移転にかかる
行政手続きに要した期間は、払込期限に算入されないこと
になった（改正法47条２項、75条２項、113条１項）。
　これにより、現物出資の場合に法定の払込期限を徒過し
てしまうリスクが低減され、法定の払込期限を順守しようとし
て無理なスケジュールを組むような事態を避けることが可能
となる。

One Asia Lawyers 
One Asia Lawyersは、ブルネイを除くASEAN全域、南アジア及び東京
にオフィスを有しており、日本企業向けにASEAN及び南アジア地域で
のシームレスな法務アドバイザリー業務を行っております。2019年４
月１日より南アジアプラクティスを本格的に開始。

【One Asia Lawyers Vietnam Co., Ltd.】
Level 1, Zen Plaza, 54-56 Nguyen Trai, District 1, HCMC, Vietnam
Tel：+84 28 3925 5600

One Asia Lawyersベトナム事
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る。ネイティブレベルのベトナ
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なサポートを行う。山本 史
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ベトナムで改正企業法が成立①
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図表１ 棚卸資産を廃棄する際の手続き
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廃棄品が保存不可能な場合

廃棄品が保存可能な場合

BOIの恩典を受けている場合

社内での廃棄品の確認及び承認
税務調査等の際の説明資料として該当する廃棄品の写真撮影
公認会計士立ち合いによる廃棄証明の作成
社内での廃棄品の確認及び承認
30日前までに歳入局への書面での事前通知
税務調査等の際の説明資料として該当する廃棄品の写真撮影

税務担当官及び公認会計士立ち合いによる廃棄証明の作成
（実務上税務担当官が立ち合うことは少ない）
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　５月５日付のタイ国投資委員会
（BOI）の発表によると、2021年第１四
半期（１～３月）の投資申請額は前年
同期比80％増の1,233.6億バーツで、
件数は同14％増の401件だった。この
うち、海外直接投資（FDI）の新規申請
額は同143％増の619.8億バーツで、
件数は同17％減の191件だった。
　国別申請額では１位が韓国の
104.8億バーツで、中国（103.6億バー
ツ）、シンガポール（102.8億バーツ）、ノ
ルウェー（100.0億バーツ）が続いた。
韓国企業とノルウェー企業による医療
用ゴム手袋の大型共同出資事業が大
きく結果に影響した。国別申請件数で
は１位が中国の37件で、日本（33件）、
シンガポール（28件）、香港（16件）の
順となった。
　重点産業への新規申請額は748億
バーツで、医療分野への投資が184億
バーツ（29件）で前年同期比100倍以
上と大幅に拡大して首位、2位は電気・
電子分野の174億バーツ（34件）だっ
た。 東部経済回廊（EEC）への新規申
請額は39％増の644億バーツだった。

　タイ国家経済社会開発委員会
（NESDC）は５月17日、21年第１四半
期の経済成長率が前年同期比2.6％
減であったと発表。新型コロナウイルス
感染症の影響から民間消費支出と
サービス輸出がマイナスであった一方、
物品輸出および民間投資はプラスに回
復、さらに公共投資の拡大が寄与し、

前期（20年第４四半期）の同4.2％減
から下げ幅は縮小した。また、同期の失
業者数はおよそ76万人で失業率は
2.0％、前期の1.9％からわずかに、前
年同期比の1.0％からは大幅な上昇と
なった。
　なお、21年通年の経済成長率に関
しては、２月時点の予測値である前年
比2.5～3.5％増から、同1.5～2.5％増
へと下方修正した。ただし、輸出および
政府支出の拡大に加え、前年の成長
率が低水準であった反動でプラス成長
は維持となる見込み。

　盤谷日本人商工会議所（JCC）は６
月30日、21年上期日系企業景気動向
調査の結果を発表した。21年５月10日
～６月９日にかけて会員企業1,658社
を対象に調査を行い、593社（回答率
35.8％）から回答を得た。
　同調査によれば、21年上期の業況
感（DI値：業況が「上向いた」と回答し
た数から「悪化した」と回答した数を差
し引いた値）見通しは、20年下期24と
ほぼ同水準の25だった。また同調査に
よると、21年下期については新型コロ
ナウイルスの感染拡大によりプラス幅
が縮小となる見通し（25→14）。

　６月30日、タイ投資委員会（BOI）は
投資奨励制度見直し案を承認した。主
な内容は、（１）２億バーツ以上、もしく
は当初３年間の合計売上高の１％以
上を投資や支出する事業に、より長期
の法人税免税措置を適用（最長13年、
免税金額の上限なし）、（２）ウエハー
製造のように前工程の資本と技術集

約的な製造業に10年間の免税、15億
バーツ以上の機械投資を伴う先端集
積回路、IC基板、プリント基板製造事
業には８年間の免税措置を適用、（３）
「ソフトウェア、デジタルサービスプラッ
トフォーム、デジタルコンテンツ開発」と
いう新たなカテゴリーで恩典を申請す
る企業は８年間の免税措置の対象と
し、免税の年間上限額はタイ人のIT人
材追加雇用や訓練費用、国際基準認
証の費用により決定、（４）スマートパッ
ケージやリサイクル素材を含む環境に
優しい包装製品の製造への投資恩典
の強化、（５）国際ビジネスセンター
（IBC）と貿易投資支援事務所（TISO）
の業務範囲を改訂、両カテゴリーでト
レジャリーセンターを運営していない
企業でも、タイ国内外の関連会社に対
する貸付を可能にする。

　タイ国家統計局が公表した20年の
家計調査結果によれば、１世帯あたり
の１ヵ月間の平均支出額は２万1,329
バーツで、前年の２万742バーツから
増加した。調査対象は全国の５万
5,986世帯。平均支出が高かったのは
バンコク都と周辺県であるノンタブリ
県、パトゥムタニ県、サムットプラカン県
の３万1,142バーツだった。
　また支出に占める割合が最も高かっ
たのは、飲食・たばこ費の35.6％で、住
宅費（20.6％）、交通費（17.2％）、被服
費（4.7％）、通信費（4.0％）、教育費
（1.5％）、医療費（1.5％）と続いた。

　タイ政府は５月８日付の官報にて、
個人情報保護法の複数の条項につい
て適用時期の再延長を告示した。本法
は19年５月に一部条文が施行され、
20年５月27日より完全施行が予定さ
れていたが、政府は新型コロナウイルス
感染症の流行ならびに政府機関およ
び民間企業への準備期間への配慮を
理由に、同年５月19日の閣議において
延長を決定。完全施行は21年５月31
日より後になるとされていた。
　しかし、タイの経済・社会は引続き新
型コロナの影響を受けており、適用準
備が十分に整っていない状況にある等
の理由から、再延長が決定された。こ
れにより、罰則規定等を含む本法の完
全施行は22年５月31日より後となる。
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SBCSは三井住友フィナンシャルグループが出資する、
SMBCグループ企業です。1989年の設立以来、
日系企業のお客さまのタイ事業を支援しております。

　
タ
イ
で
も
徐
々
に
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
進
ん
で
い
る
。

　
タ
イ
人
の
中
に
は
様
々
な
人
脈
や

独
自
ル
ー
ト
を
使
っ
て
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
し
た
人
が
い
る
よ
う
だ
が
、私

に
は
そ
の
よ
う
な
手
段
は
な
く
、民

間
病
院
で
打
つつ
も
り
で
い
た
。し
か

し
、７
月
に
入
っ
て
社
会
保
険
の
枠
で

集
団
接
種
を
で
き
る
こ
と
に
な
り
、

私
も
入
れ
て
も
ら
え
た
。

　
当
日
は
会
場
と
な
る
ビ
ル
の
駐
車

場
へ
行
き
、問
診
票
の
よ
う
な
書
類

に
記
載
、最
初
の
窓
口
で
パ
ス
ポ
ー
ト

と
労
働
許
可
証
に
よ
る
本
人
確
認

と
併
せ
て
記
載
内
容
を
確
認
。続
い

て
血
圧
測
定
の
後
に
冷
房
の
効
い
た

部
屋
に
移
っ
て
ワ
ク
チ
ン
接
種
、30
分

の
経
過
観
察
の
後
に
帰
宅
、と
い
う

流
れ
で
会
場
到
着
か
ら
２
時
間
半

程
度
で
終
了
し
た
。

　
接
種
後
に
問
診
票
に
シ
ー
ル
が
貼

ら
れ
る
の
だ
が
、そ
れ
に
よ
る
と
私

が
接
種
し
た
の
は
ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ

だ
っ
た
。事
前
に
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
を

聞
い
て
は
い
た
が
、こ
れ
ま
で
朝
令
暮

改
さ
れ
る
タ
イ
政
府
の
発
表
に
振
り

回
さ
れ
続
け
て
す
っ
か
り
疑
い
深
く

な
っ
て
い
る
私
は
、こ
の
シ
ー
ル
を
見

て
よ
う
や
く
自
分
が
摂
取
し
た
ワ
ク

チ
ン
が
ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
だ
っ
た
と
納

得
し
た
。

　
さ
て
ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
の
場
合
、

副
反
応
が
強
い
と
言
わ
れ
て
お
り
、

自
分
の
体
が
ど
う
な
る
か
心
配
だ
っ

た
。個
人
に
よ
っ
て
副
反
応
は
異
な

り
、高
熱
が
出
て
翌
日
に
病
欠
を

取
っ
た
者
も
多
数
い
た
。

　
私
は
と
い
う
と
、夜
に
熱
が
出
た

よ
う
な
気
が
す
る
が（
計
測
し
て
い

な
い
の
で
分
か
ら
ず
）、翌
日
、や
や

体
調
不
良
と
注
射
し
た
左
腕
の
筋

肉
痛
と
い
う
程
度
だ
っ
た
。

　
若
い
人
ほ
ど
副
反
応
が
強
く
出

る
と
い
う
事
な
の
で
、私
の
体
は
老

化
が
進
ん
で
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

が
、こ
こ
は
副
反
応
が
弱
か
っ
た
こ
と

を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
考
え
て
お
こ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、６
月
か
ら
タ
イ
国
内

で
の
感
染
が
一
気
に
広
が
っ
た
。感
染

し
た
知
人
も
ち
ら
ほ
ら
出
て
き
て
い

て
、コ
ロ
ナ
が
身
近
に
迫
っ
て
き
て
い

る
の
を
感
じ
る
。コ
ロ
ナ
に
感
染
し

て
集
中
治
療
室
で
10
日
以
上
を
過

ご
す
な
ど
、文
字
通
り
死
線
を
彷

徨
っ
た
知
人
の
体
験
談
を
本
人
か

ら
伺
っ
た
。

　
日
本
円
で
５
０
０
万
円
程
度
に

な
っ
た
と
い
う
高
額
な
医
療
費
に
は

驚
か
さ
れ
た
が
、そ
れ
よ
り
も
私
に

と
っ
て
恐
怖
と
な
っ
た
の
は
感
染
力

と
症
状
だ
。

　
知
人
か
ら
身
近
な
人
に
感
染
は

拡
が
り
、さ
ら
に
そ
の
方
々
の
家
族

ま
で
感
染
。こ
う
し
て
発
生
し
て
し

ま
っ
た
ク
ラ
ス
タ
ー
の
中
に
は
一
時
、

危
篤
状
態
に
な
る
ま
で
重
症
化
し

て
し
ま
っ
た
若
い
人
が
い
た
と
い
う

の
だ
。

　
自
分
が
感
染
源
と
な
っ
て
し
ま

い
、う
つ
し
た
人
が
命
を
落
と
す
よ

う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、重
い
十
字
架

を
背
負
っ
て
生
き
て
い
く
こ
と
に
な

り
そ
う
だ
。少
し
考
え
た
だ
け
で
も

恐
ろ
し
い
。

　
ワ
ク
チ
ン
を
１
回
接
種
し
た
だ
け

で
は
、重
症
化
を
少
し
防
ぐ
こ
と
は

で
き
て
も
感
染
し
な
い
わ
け
で
は
な

い
。感
染
し
た
場
合
、知
人
の
よ
う
に

周
囲
の
人
に
う
つ
し
て
し
ま
う
可
能

性
は
十
分
に
あ
る
。当
分
、自
分
の

み
な
ら
ず
周
囲
の
人
を
不
幸
に
し

な
い
た
め
に
も
警
戒
を
解
く
わ
け
に

は
い
か
な
い
。

　
タ
イ
中
央
銀
行（
Ｂ
Ｏ
Ｔ
）は
６
月
23
日
に
開
催
し
た
金
融
政
策
委
員
会（
Ｍ
Ｐ
Ｃ
）で
、２
０
２
１
年
の

経
済
成
長
率
に
つ
い
て
３
月
時
点
の
前
年
比
３・０
％
増
か
ら
同
１・８
％
増
へ
、22
年
は
３
月
時
点
の
同

４・７
％
増
か
ら
同
３・９
％
増
へ
と
下
方
修
正
し
た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
第
３
波
の
影
響
に
よ

り
、外
国
人
旅
行
客
数
お
よ
び
国
内
需
要
が
低
調
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
引
き
下
げ
の
主
な
要
因
。ま
た
、

イ
ン
フ
レ
率
に
関
し
て
は
21
年
、22
年
と
も
に
１・２
％
と
予
測
し
て
い
る
。

タイ を深 く知るコラム

徐
々
に
進
む
ワ
ク
チ
ン
接
種 

Vol.

9 タイ

SBCS Co., Ltd.
Manager, Business
Promotion Division

長谷場 純一郎

奈良県出身。2000年東京理
科大学（物理学科）卒業。日
本貿易振興機構（ジェトロ）入
構。山形事務所などに勤務し
た後、10年チュラロンコン大
学留学（タイ語研修）。12年
から18年までジェトロ・バンコ
ク勤務。19年5月より現職。
    jhaseba@sbcs.co.th
    www.sbcs.co.th 
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■ NESDC経済予測値（21年5月17日発表）

＊（出所） タイ中央銀行

   2018 2019 2020 2021（予測）
  景気･物価動向（前年比増減率：％）
 実質経済成長率 4.2 2.3 ▲ 6.1 1.5-2.5 
 民間消費  4.6 4.0 ▲ 1.0 1.6
 政府消費  2.6 1.7 0.9 5.1
 投資  3.8 2.0 ▲ 4.8 5.3
 インフレ率　 1.1 0.7 ▲ 0.8 1.0-2.0
  貿易動向（10億米ドル、前年比増減率：％）
 輸出額  251.1 242.7 226.7 250.1
  （％） (7.5)  （▲3.3）  （▲6.6） 10.3
 輸入額  228.7 216.0 186.9 211.4
  （％） (13.7)  （▲5.6）  （▲13.5） 13.1
 経常収支  28.4 38.2 16.3 3.6
  （対GDP比：％） (5.6) (7.0) (3.3) (0.7)
＊ 外貨準備高 205.6 224.3 258.1 245.5
＊ 財政収支（対GDP比：％） ▲ 2.5 ▲ 1.8 ▲ 5.8 n.a
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本
社
で
の
決
裁
取
得
後
、佐
藤
と
長
谷
川

はB.O
.Foods

へ
提
示
す
る
Ｎ
Ｂ
Ｏ
の
作
成

をD
eloitte

と
進
め
て
い
た
。Ｎ
Ｂ
Ｏ
と
は
、

Ｄ
Ｄ
の
開
始
前
に
先
方
へ
提
示
す
る

N
on-B

inding

（
法
的
拘
束
力
の
な
い
）形

式
の
、買
い
手
で
あ
る
東
都
産
業
の
希
望
す

る
出
資
条
件
な
ど
を
記
載
す
る
レ
タ
ー
の
こ

と
で
あ
る
。

　「
Ｄ
Ｄ
を
行
う
前
に
Ｎ
Ｂ
Ｏ（
ま
た
は
Ｌ
Ｏ

Ｉ
）を
提
示
す
る
目
的
は
、①
買
収
価
格
を

含
め
た
買
い
手
の
希
望
条
件
を
明
確
に
先
方

に
提
示
す
る
こ
と
で
、買
収
へ
の
思
い
を
伝

え
る
と
共
に
重
要
な
買
収
条
件
に
つ
い
て
大

枠
で
合
意
し
て
お
く
、②
独
占
交
渉
権
に
関

す
る
取
り
決
め
を
交
わ
せ
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
」。

　
例
に
よ
っ
て
、谷
口
の
説
明
を
長
谷
川
が

受
け
て
い
た
。な
お
Ｎ
Ｂ
Ｏ
ま
た
は
Ｌ
Ｏ
Ｉ
の

提
示
後
に
Ｍ
Ｏ
Ｕ
の
締
結
を
行
う
こ
と
も
あ

る
が
、今
回
の
ケ
ー
ス
で
は
そ
こ
ま
で
大
規

模
な
案
件
で
も
な
い
こ
と
及
び
Ｍ
Ｏ
Ｕ
締
結

に
要
す
る
時
間
・
労
力
を
鑑
み
、こ
れ
は
省
略

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　「
Ｎ
Ｂ
Ｏ
／
Ｌ
Ｏ
Ｉ
の
概
要
や
目
的
に
つ
い

て
は
理
解
で
き
ま
し
た
。一
般
的
に
は
ど
ん
な

内
容
を
記
載
し
、今
回
の
ケ
ー
ス
で
は
何
に
気

を
付
け
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
」。

　
長
谷
川
か
ら
の
質
問
に
谷
口
が
答
え
る
。

　「
ま
ず
、一
般
的
な
記
載
項
目
と
し
て
は
①

買
い
手
の
事
業
内
容
、②
買
収
目
的
と
意
義
、

③
買
収
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
―
、④
希
望
価
格
及

び
算
定
根
拠
、⑤
本
件
取
引
後
の
経
営
陣
の

処
遇
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、こ
の
他
に
も

資
金
調
達
方
法
や
D
D
に
お
け
る
資
料
依
頼

を
盛
り
込
む
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。ま
た
今

回
の
ケ
ー
ス
で
す
と
、②
買
収
目
的
と
意
義

の
中
で
、お
互
い
の
チ
ャ
ネ
ル
を
活
用
し
た
ク

ロ
ス
シ
ナ
ジ
ー
に
つ
い
て
触
れ
る
の
が
よ
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。こ
れ
はB.O
.Foods

の

ソ
ム
チ
ャ
イ
氏
が
期
待
し
て
い
た
点
で
も
あ

り
ま
す
。そ
れ
か
ら
、⑤
経
営
陣
の
処
遇
に
つ

い
て
で
す
が
、何
か
東
都
産
業
と
し
て
希
望

す
る
条
件
は
あ
り
ま
す
か
」。

　
本
社
で
の
稟
議
結
果
に
目
を
通
し
な
が
ら

佐
藤
は
谷
口
に
答
え
た
。

　「
基
本
的
に
は
食
品
卸
と
い
う
こ
と
で
同

じ
事
業
内
容
で
す
し
、本
件
取
引
後
に
オ
ー

ナ
ー
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
よ
る

影
響
は
、そ
こ
ま
で
大
き
く
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。他
方
、オ
ー
ナ
ー
系
企
業
で
す
と
、

オ
ー
ナ
ー
自
身
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
リ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
顧
客
を
維
持
し
て
い
る
会
社
も
多

い
と
聞
い
て
い
ま
す
。そ
の
場
合
、最
低
で
も

3
年
程
度
は
ソ
ム
チ
ャ
イ
氏
に
残
っ
て
も
ら

い
た
い
と
本
社
か
ら
も
条
件
を
付
さ
れ
て
い

ま
す
」。

　「
了
解
し
ま
し
た
。た
だ
、ソ
ム
チ
ャ
イ
氏
の

意
向
と
し
て
本
件
取
引
後
は
な
る
べ
く
早

く
、可
能
で
あ
れ
ば
１
年
程
度
で
引
退
し
た

い
と
い
う
思
い
が
あ
る
よ
う
で
す
。こ
の
段
階

で
先
方
と
交
渉
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
が
、

貴
社
と
し
て
３
年
残
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
現

時
点
で
は
必
須
で
な
い
、つ
ま
りB.O

.Foods

の
ソ
ム
チ
ャ
イ
氏
へ
の
依
存
度
合
い
を
見
て

判
断
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
れ
ば
、Ｄ
Ｄ
の

結
果
を
踏
ま
え
て
ソ
ム
チ
ャ
イ
氏
に
残
っ
て

も
ら
う
期
間
を
判
断
す
る
と
い
う

こ
と
で
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。そ

の
方
が
ソ
ム
チ
ャ
イ
氏
と
交
渉
を

行
う
上
で
も
得
策
か
と
思
い
ま

す
」。

　「
分
か
り
ま
し
た
。本
社
の
条
件

と
し
て
は
、あ
く
ま
で
買
収
後
も

問
題
な
く
事
業
運
営
を
行
え
る
よ

う
に
す
る
こ
と
で
す
の
で
、Ｄ
Ｄ

の
結
果
を
踏
ま
え
て
判
断
す
る
と

い
う
こ
と
で
も
問
題
な
い
と
思
い

ま
す
」。

　「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。そ

れ
で
は
ソ
ム
チ
ャ
イ
氏
の
残
留
期

間
に
つ
い
て
、Ｎ
Ｂ
Ｏ
上
は
Ｄ
Ｄ

の
結
果
を
踏
ま
え
て
別
途
相
談
し

た
い
旨
を
記
載
し
て
お
き
ま
す
」。

　
そ
の
後
も
い
く
つ
か
の
細
か
な

調
整
を
続
け
な
が
ら
無
事
に
Ｎ
Ｂ

Ｏ
の
作
成
を
終
え
、先
方
に
も
無

事
に
受
領
さ
れ
た
。再
来
週
か
ら

い
よ
い
よ
始
ま
る
Ｄ
Ｄ
で
は
財
務

や
税
務
、ビ
ジ
ネ
ス
、Ｉ
Ｔ
な
ど

様
々
な
観
点
か
ら
、B.O

.Foods

に
つ
い
て
の
精
査
を
行
う
予
定
だ
。佐
藤
と

長
谷
川
が
心
穏
や
か
に
休
め
る
ま
で
は
、ま

だ
ま
だ
時
間
が
掛
か
り
そ
う
で
あ
る
。

日本語だと、NBO/LOIは意向表明書、MOUは基本合意契約書と訳されることが多い。一般的に
NBO/LOIが買い手から売り手へ交付される（買い手の希望を表明するものであり売り手の署名をも
らわないことが多い）書類であるのに対し、MOUは通常の契約書のように双方が署名を行う形式とな
る。どちらともDDに進む前段階として取り交わされる書面だが、その違いは大きく以下の通り。

　皆様こんにちは、Deloitte谷口です。ス
トーリーで学ぶM&Aの基礎シリーズ。第3回
目となる今月は、DD（デューデリジェンス）に
進むための前段階であるNBO/LOIの提示
について紹介します。
　DDに進む前には一般的に、買収の基本
的な条件について買い手側と売り手側で予
め合意したり、または買い手側から条件に
ついての意向表明があります。買い手と売
り手が双方の署名をもって合意することもあ
れば、買い手からの意向表明のみとすること
もあります。
　今回は、NBO/LOIの目的や記載内容に
ついて解説します。

Ｍ＆Ａの基礎
ストーリーで学ぶ

佐藤
経営管理部長

事前に大枠で合意した買収条件が、
DDの結果を踏まえて変わるという
こともよくあるのでしょうか？

長谷川
経営管理部員

NBOやLOIに法的拘束力はないと
聞きましたが、なぜDDの前に提示
する必要があるのでしょうか？

谷口
デロイト

確かに法的拘束力はないものの、
重要な買収条件について大枠で双
方が合意しておくことで、DD実施
後に意見が大きく食い違うことを
避けることができます。

例えば、DDの実施前には分からな
かった簿外債務の発見によって買収
価格を引き下げたり、経営陣への事
業の依存度合いをDDで確認した上
で買収後の慰留期間を変更する等、
最終的な条件がNBO/LOI時から変
わることもあります。

東都産業（タイランド）

用語解説と実務上のポイント

(注)上記M&Aのプロセスは、他の書籍/メディアによって文言等が異なる場合がある。

図表１：M&Aの一般的なプロセス
Post PhaseDeal PhasePre M&A Phase戦略立案

PMI
（Post Merger
Integration）

クロージング契約交渉デューデリ
ジェンス基本合意追加検討

初期検討/
ターゲット
選定

M&A戦略の
検討

DD（デューデリジェンス）の開始に先立って、NBO/MOUの取り交わしを行うが、その主な目的は以下の通り
　・ 買収価格含めた、買い手の希望条件を明確に先方に提示することで買収への思いを伝えること
　・ その他、重要な買収条件について、大枠で合意しておくこと（例：買収ストラクチャ―や買収後の現経営陣の処遇）
　・ 独占交渉に関する取り決めを交わすこと
DDでは外部アドバイザー費用等、多額のコストが掛かるため、予め主要な買収条件について概ね合意しておくことで、不要なコスト/時間を掛けることを防ぐことができる

案件持ち込み/
発掘

NDAの
締結

社内
稟議

NBO/MOUの
提示/締結

買収契約書の
提出

買収契約書の
締結

Deloitte Touche Tohmatsu Jaiyos Co. Ltd.
Financial Advisory
AIA Sathorn Tower, 23rd ‒ 27th, Floor11/1
South Sathorn Road Yannawa, Sathorn
Tel：080-296-0250
E-mail：jumtaniguchi@deloitte.com

Deloitteは会計・財務・税務・M&A等の
サービスを世界各国で行うプロフェッショ
ナルグループの一つであり、当方自身は
主にタイの日系企業様向けにM&Aやリス
トラクチャリング/再編に係るサービス提
供を行っております。

N
B
O
／
L
O
I
の
提
示

Vol.３

2016年にデロイトトーマツ入
社。20年よりタイ駐在となり、
現在は日系企業向けM&Aや
事業再編等の各種サービス
提供。

谷口 純平

主要な買収条件について売り手と大枠で合意し買収の意思を明確に示しておくためにNBO/LOIを
取り交わす。（ただし、NBO/LOIに法的拘束力はないため、DD結果を踏まえて条件は適宜調整されることが一般的）

図表２：NBO/LOIの代表的な記載事項

項目

買い手の事業内容

買収目的と意義

買収ストラクチャー

希望価格及び算定根拠

本件取引後の経営陣の処遇

・ 買い手の会社概要
  （社名、所在地、代表者名など）
・ 事業内容

・ 本件買収の目的・意義
  （なぜ、出資を行いたいのか）
・ 見込まれるシナジー

・ 買収するためのストラクチャ― 
  （株式譲渡なのか、事業譲渡なのか等）

・ 希望する買収価格
・ 同算定根拠

・ 希望する残留期間
  （何年間は、残留してほしい/雇用を維持する）
・ 買収後のポジション/役割  等

* 直近の財務諸表を基にマルチプル法/DCF等に基づく初期的な計算結果を示すことが多い

1

2

3

4

5

記載内容 記載する目的

※ NBO（Non-Binding Offer）、LOI（Letter of Intent）、MOU（Memorandum of Understanding）

NBO/LOIによる意向表明の後、MOUとしてお互いの合意を形成する。但し、NBO/LOIの提
示を経ずにMOUを締結したり、逆にNBO/LOI提示後にMOU締結を省略することも多い。

1．提示/締結
　タイミング

大きな差はないが、MOUにはLOIよりも細かな内容が記載されることも多い2．記載内容

NBO/LOIがあくまで買い手の希望として提示されるのに対し、MOUでは双方が署名・合意
する。また、NBO/LOIは買い手の意向を表明するものとして、買収に対する買い手の思い
（どのような将来像を描いているか）を記載することが多いのも特徴的。

3．合意

・ 重要な買収条件について事前に双方で
合意しておくことで、以降の交渉をスムー
ズに進めるため

・ 多額の費用/時間を要するDDを無駄に
しないため

・ 買収の意思/思いを明確に示すため
・ 売り手（経営陣や従業員含む）にも有益
な買収であることを示すため

・ 買い手が何者であるか、改めて明確にす
るため

41 40



57, Park Ventures Ecoplex, 12th Fl. Unit 1211
Wireless Road, Lumpini, Patumwan, Bangkok 10330

GDM (Thailand) Co., Ltd.
www.gdm-asia.com

電　  話 086-513-7435 高尾
takao@gdm-asia.comEメール

· トヨタ車体精工 様
· アイシン精機 様
· 積水プラスティック 様
· アルプス電気 様
· 戸上電機 様
· 宇徳 様
· 旭テック 様
· 三建産業 様
· 福島工業 様
· コマツ 様

· 名港海運 様
· 井関農機 様
· 宇部興産機械 様
· 不二越 様
· パナソニックデバイス
 SUNX 様
· 日本ダイヤバルブ 様
· 古河電気工業 様
· 古河AS 様
· 住商マシネックス 様

· 日本ガイシ 様
· アルプス物流 様
· 不二越 様
· 日本OA 様
· バルカー 様
· 野村総合研究所 様
· アムテック 様
· 大塚製薬 様
·アマダ 様
· フジゼロックス 様　他

弊社取引実績クライアント様

■ 過去3年の企業の縮小撤退動向■ 現在のタイ国内製造業の動き

日系大手

日系中堅

日系中堅

日系中堅

日系中堅

日系中堅

日系中堅

日系中小

日系中小

電機

プラスティック成形

電子部品

設備

電子部品

食品

物流

設備

アルミ部品

チョンブリ

チョンブリ

チョンブリ

チョンブリ

チョンブリ

ラヨーン

サムットプラカーン

ラヨーン

チョンブリ

完全撤退。統括エリア内統廃合

規模縮小。複数工場のうち一部売却。事業伸び悩み

完全撤退

ローカルパートナーとの合弁撤回及び撤退

完全撤退。他国へ移設

資産圧縮。余剰土地売却

資産圧縮。余剰土地売却

完全撤退。一極化していたクライアントからの受注激減

資産圧縮。余剰土地売却

区　分 業　種 エリア 撤退・縮小理由

■ 現在の売り工場の一例

売り工場

売り工場

売り工場

売り工場

アマタシティーチョンブリ

アマタシティーラヨーン

サムットプラカーン

ピントン工業団地

10,000㎡

7,000㎡

16,000㎡

6,000㎡

４,000㎡

2,000㎡

5,000㎡

3,000㎡

区　分 エ リ ア 土地サイズ 工場サイズ

区 分 詳　細

□  オンライン相談可能

□  対面面談も可能

□  情報守秘

新 規

新 規

新 規

新 規

新 規

拡 張

拡 張

拡 張

拡 張

拡 張

移 転

移 転

縮 小

縮 小

縮 小

中国系家電部品メーカーが新規進出で工場用地を選定中

台湾系精密部品メーカーが新規進出で工場用地を選定中

日系食品加工が新規進出で工場用地を選定中

台湾系メッキ加工が新規進出で工場用地を選定中

中国系バッテリー部材メーカーが新規進出で工場用地を選定中

日系半導体関連メーカーが拡張のため工場用地を選定中

日系消費財メーカーが拡張のため工場用地を選定中

日系OA機器部品メーカーが拡張のため工場用地を選定中

日系自動機器メーカーが拡張のため工場用地を選定中

日系物流が拡張のため物流用地を選定中

日系包装資材メーカーが移転のため工場用地を選定中

日系自動車、二輪部品メーカーが移転のため工場用地を選定中

日系自動車部品メーカーが縮小のため工場用地を売却検討中

日系物流が縮小のため物流用地を売却検討中

日系化学品メーカーが縮小のため工場用地を売却検討中

詳細はお気軽にお問合せください

96万㎡
以上の
売買実績

物件購入、売却のプロフェッショナル工場・土地購入   売却
コロナ禍でも企業の動きは徐々に活発化してきている。現在の企業動向の一部をご紹介。

GDMからの紹介の方には上記サービスに加え、下記をサービス！

お部屋探しならディアライフ！

デポジット
長期立替

成約特典が盛りだくさん！成約特典が盛りだくさん！

GDM紹介プロモーション！GDM紹介プロモーション！さらに！

＋

引っ越し費用負担

JALマイレージ贈呈
（2,000マイル）

インターネットTV
1年間無料

インターネットTV
1年間無料

＋

or

１１特典 法人企業さま向け

イメージキャラクター
ぱんちゃん璃奈
イメージキャラクター
ぱんちゃん璃奈

ご退去まで専任の日本人チームがサポート
全物件「住宅保険」付き
「セレッソ大阪サッカースクール・バンコク校」ご優待
タイで使える携帯電話の基本料金が半額、「ベリーモバイル」ご優待
「ムエタイ×フィットネス“Migaku”」ご優待

※法人専属契約企業様は２つお選びいただける場合がございます。

さらに１つ
選べる特典

● 引っ越し代サービス                  ● JALマイルが貯まる
● ウォーターサーバー（レンタル）　● 空気清浄機（レンタル）
● 日本のテレビが見られるインターネットテレビプレゼント

※特典1のサービス提供は別途法人契約が必要になりますので詳細はディアライフ社までお問い合わせください
※サービスプロモーションは予告なく変更となる場合もございます。予めご了承ください。

特典 駐在員さま向け２２



　日系メーカーでは、トヨタ自動車が30

年に欧州市場で販売する新車をす

べて電動車とし、うち40％を電気自動

車（EV）や燃料電池車（FCV）にする

方針を示す。日産自動車も30年代の

早期に欧州に投入する新型車をすべ

て電動車にする計画だ。両社の戦略

にはいずれもHVが含まれる。

　日系各社は欧州市場での存在は

大きくないが、HVを生かした戦略を展

開。トヨタは現状、欧州でHVの販売が

好調に推移し、今後もシェア拡大を目

指す方針を掲げる。日産も22年に欧

州で初めて独自技術「ｅパワー」を搭

載したＨＶの投入を予定する。ただ35

年までにＨＶの販売が禁止となれば、

EVの品ぞろえ拡充などを迫られる可

能性がある。

　欧州の自動車メーカーはEVを中心

に電動車戦略を加速。独フォルクス

ワーゲン（ＶＷ）は、30年までに欧州で

販売する新車のうちEVの比率を７

割、仏ルノーは同９割に高める目標を

掲げる。独アウディは26年、スウェーデ

ンのボルボ・カーは30年に新車のすべ

てをEVに切り替える。

　EVの開発や生産への投資も活発

化する。ＶＷはEVなどの次世代技術

に25年までの５年間で730億ユーロ

（約9兆5,000億円）の投資を予定。欧

州で30年までにEV用の電池工場を６

カ所に設ける計画だ。日産は新型EV

の開発や生産のため英国に４億２３０

０万ポンド（約６４０億円）を投入。英国

サンダーランド工場で生産し、欧州市

場にも輸出する。

　欧州自動車工業会（ACEA）は14

日、EUの提案を受け、特定の技術を

禁止したりするのではなく「技術革新

に焦点を当てるようすべてのEU機関

に要請する」との声明を発表。35年ま

でに内燃機関を事実上禁止する規

制を批判した。

　20年のＥＵの新車販売に占めるEV

比率は約５％で、補助金にも支えられ

販売を伸ばした。ただEVは台数規模

も大きい小型車と比べ価格が高く「小

型車ユーザーのEVの買い替えをど

のように支援していくのか」（日系自動

車メーカー幹部）との声も聞かれる。

欧州連合（EU）が2035年までにガソリン車などの内燃機関車の
新車販売を事実上禁止する方向で動きだした。禁止対象にはハ
イブリッド車（HV）も含まれ、HV技術に強みを持つ日系自動車メ
ーカーは電動車戦略の加速が求められる。欧州の自動車業界で
は特定の技術を禁止することに反発の声もあり、実現には紆余
（うよ）曲折も予想される。（西沢亮）

※記事提供：日刊工業新聞（2021年７月16日）

ＥＵ、ＨＶも販売禁止
日系、電動車戦略加速

“人手不足倒産”を回避

実現に紆余曲折も

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の「
優
等
生
」と
言

わ
れ
た
台
湾
が
、５
月
中
旬
か
ら
の
感
染
急
拡
大

を
受
け
、ワ
ク
チ
ン
の
入
手
に
苦
心
し
て
い
る
。台

湾
政
府
は
、地
元
企
業
が
開
発
を
急
ぐ
２
種
類
の

ワ
ク
チ
ン
を
含
め
、こ
れ
ま
で
計
約
３
０
０
０
万
回

分
の
購
入
契
約
を
結
ん
だ
。し
か
し
、肝
心
の
ワ
ク

チ
ン
が
遅
々
と
し
て
届
か
ず
、社
会
は
大
混
乱
に
。

日
米
か
ら
無
償
供
与
さ
れ
た
ワ
ク
チ
ン
で
急
場
を

し
の
い
で
い
る
が
、台
湾
の
ケ
ー
ス
は
、欧
米
な
ど
先

進
国
と
そ
の
他
の
国
々
と
の「
ワ
ク
チ
ン
格
差
」を

改
め
て
浮
き
彫
り
に
し
た
。

３
０
０
０
万
回
分
確
保
も

　
台
湾
政
府
は
昨
年
の
早
い
段
階
か
ら
調
達
に
動

き
、国
際
的
な
ワ
ク
チ
ン
調
達
の
枠
組
み「
Ｃ
Ｏ
Ｖ

Ａ
Ｘ（
コ
バ
ッ
ク
ス
）」と
の
契
約
を
含
め
、外
国
企

業
製
ワ
ク
チ
ン
を
計
約
２
０
０
０
万
回
分
確
保
。

加
え
て
、台
湾
企
業
２
社
が
開
発
中
の
ワ
ク
チ
ン

を
計
１
０
０
０
万
回
分
購
入
す
る
契
約
を
結
ん
で

い
る
。２
回
の
接
種
が
必
要
な
場
合
、人
口
２
３
５

０
万
人
に
対
す
る
カ
バ
ー
率
は
６
割
。台
湾
企
業

２
社
か
ら
計
１
０
０
０
万
回
分
の
追
加
購
入
も
検

討
し
て
い
る
。

　
台
湾
は
昨
年
の
コ
ロ
ナ
禍
発
生
以
来
、厳
格
な

水
際
対
策
な
ど
で
感
染
拡
大
を
抑
え
込
ん
で
き
た

が
、５
月
中
旬
か
ら
感
染
が
急
拡
大
。感
染
力
の

強
い
変
異
株
の
流
入
が
原
因
と
み
ら
れ
る
。蔡
政

権
は「
ワ
ク
チ
ン
調
達
の
怠
慢
で
多
数
の
死
者
を
出

し
た
」な
ど
と
、野
党
か
ら
激
し
く
突
き
上
げ
ら

れ
て
い
る
。

　
新
規
感
染
者
数
が
初
の
３
桁
台
と
な
っ
た
５
月

15
日
の
時
点
で
、台
湾
に
到
着
し
て
い
た
ワ
ク
チ
ン

は
、コ
バッ
ク
ス
か
ら
の
19
万
９
２
０
０
回
分
を
含
む

英
ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
製
計
31
万
６
２
０
０
回
分
だ

け
だ
っ
た
。

中
国
の
介
入
が
不
足
に
拍
車

　
台
湾
特
有
の
問
題
も
、ワ
ク
チ
ン
不
足
に
拍
車

を
掛
け
た
。中
国
か
ら
の
介
入
だ
。

　
台
湾
は
独
ビ
オ
ン
テ
ッ
ク
が
米
フ
ァ
イ
ザ
ー
と
開

発
し
た
ワ
ク
チ
ン
５
０
０
万
回
分
を
購
入
す
べ
く

ビ
オ
ン
テ
ッ
ク
と
交
渉
し
て
い
た
が
、契
約
寸
前
で

破
談
に
。蔡
英
文
総
統
は「
中
国
か
ら
の
介
入
が

原
因
」と
明
ら
か
に
し
た
。

　
ワ
ク
チ
ン
に
窮
し
た
蔡
政
権
は
、日
米
に
支
援
を

要
請
。日
本
か
ら
６
月
４
日
に
約
１
２
４
万
回
分
の

ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
製
が
、米
国
か
ら
は
６
月
20
日
に

２
５
０
万
回
分
の
米
モ
デ
ル
ナ
製
が
到
着
し
た
こ

と
で
、ワ
ク
チ
ン
危
機
と
も
言
え
る
状
況
は
大
幅
に

緩
和
さ
れ
た
。日
本
か
ら
追
加
供
給
さ
れ
た
１
１

３
万
回
分
が
８
日
に
到
着
し
、台
湾
の
受
領
ワ
ク
チ

ン
は
、累
計
７
０
０
万
回
分
を
超
え
た
。

　
日
米
の
無
償
供
与
を
受
け
、ワ
ク
チ
ン
接
種
率

は
７
月
に
入
っ
て
10
％
を
超
え
た
。接
種
は
順
調

で
、蔡
総
統
は
６
日
、「
月
内
に
最
大
25
％
に
引
き

上
げ
る
」と
表
明
し
た
。

　
日
米
は
こ
こ
に
来
て
、ワ
ク
チ
ン
の
海
外
援
助
に

本
腰
を
入
れ
、「
ワ
ク
チ
ン
外
交
」で
先
行
す
る
中

国
へ
の
対
抗
姿
勢
を
鮮
明
に
し
て
い
る
。世
界
有
数

の
外
貨
保
有
高
を
誇
る
台
湾
が
、ワ
ク
チ
ン
の
入
手

に
こ
れ
だ
け
苦
労
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、東
南
ア

ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
な
ど
の
貧
し
い
国
々
の
さ
ら
な
る

苦
境
は
想
像
に
難
く
な
い
。セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

で
あ
る
は
ず
の
コ
バ
ッ
ク
ス
も
機
能
不
全
と
言
え
る

状
態
に
陥
っ
て
お
り
、次
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
向
け
た

態
勢
見
直
し
は
急
務
の
課
題
だ
。

１カ月間の、
無料トライアル受付中！

時事速報バンコク版 月額3500B（税込）

タイ国時事通信社　JIJI PRESS (THAILAND) CO., LTD.

お申込みは、“バンコク時事”で検索！（画面左上、無料トライアルフォームをご入力ください）
お問合せは、 ❶E-mail：Bangkok@thaijiji.com  ❷Tel：02ー236ー6628

1 2会員サイトで１９９９年以降のタイニュースも！
日本・アジアの記事も検索！

最新ニュースを
毎日２回お届け！

コンテンツを
一部紹介！

時事速報バンコク版

リアルな情報を発信

Vol.68

【
台
湾
】コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
入
手
に
な
お
苦
心

　
　
　
先
進
国
と
の
格
差
浮
き
彫
り（
台
北
支
局 

佐
々
木 

宏
）

時
事
通
信 

特
派
員
リ
ポ
ー
ト

※

こ
の
記
事
は
時
事
通
信
社
の
提
供
に
よ
る
も
の
で
す（
２
０
２
１
年
７
月
12
日
掲
載
）
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実
録
・
中
国
で
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
打
っ
て
み
た

深い分析に基づいた“情報の本質”をお届けする

J a p a n  B u s i n e s s  P r e s s

b y

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
勧
め
て
く
る
中
国
の
友
人
、

君
は
い
い
奴
だ
な
と
思
っ
た
ら

介
護
や
医
療
、運
送
関
係
者
か
ら

優
先
的
に
接
種
開
始

　
中
国
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
管

轄
す
る
省
や
市
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、

筆
者
の
住
む
上
海
市
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
左

上
の
表
の
通
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
中
国
で
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
2
0
2
0
年

10
月
よ
り
、介
護
や
医
療
従
事
者
、港
湾
で

貨
物
を
取
り
扱
う
運
送
業
従
事
者
の
ほ
か
、

バ
ス
や
電
車
と
いっ
た
交
通
業
、消
防
警
察
な

ど
の
重
点
職
位
グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
始
ま
り

ま
し
た
。そ
の
後
、翌
21
年
2
月
よ
り
、仕
事

な
ど
で
海
外
に
移
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
や
留
学
生
を
対
象
に
接
種
予
約
の
受
付

が
始
ま
り
、3
月
中
旬
よ
り
一
般
接
種
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
一
般
接
種
は
当
初
は
中
国
本
土
に
戸
籍
を

た
予
約
と
大
差
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
予
約
方
法
は
省
や
市
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
が
、筆
者
が
把
握
す
る
限
り
、ど
こ

も「
健
康
雲
」や「
微
信（W

eC
hat

）」、ま

た
は
そ
れ
に
類
す
る
ア
プ
リ
を
使
っ
た
予
約

方
法
が
採
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

外
国
人
専
用
の
診
療
所
で
接
種

　
以
上
の
よ
う
な
手
続
き
を
踏
み
、筆
者
も

無
事
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
予
約
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。た
だ
外
国
人
接
種
の
受
付
開

始
直
後
は
予
約
が
集
中
し
、筆
者
も
予
約
し

た
日
か
ら
実
際
の
接
種
ま
で
約
1
ヵ
月
も
待

た
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
う
し
て
迎
え
た
接
種
当
日
。予
約
し
た

診
療
所
は
外
国
人
接
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る

だ
け
あ
っ
て
、職
員
ら
は
来
訪
者
に
英
語
で

対
応
す
る
な
ど
比
較
的
手
際
よ
く
対
応
し

て
い
ま
し
た
。

　
会
場
で
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
ま
で
の
流
れ
は

以
下
の
通
り
で
す
。

　
ま
ず
、前
述
し
た
予
約
受
付
の
シ
ョ
ー
ト

メ
ッ
セ
ー
ジ
や
身
分
証
な
ど
で
受
付
確
認
を

行
い
ま
す
。そ
の
際
、ワ
ク
チ
ン
接
種
代
と
し

て
1
0
0
元（
約
1
7
0
0
円
）を
会
計
に

支
払
い
ま
す
。な
お
、中
国
の
国
民
社
会
保

険
の
加
入
者
で
あ
れ
ば
ワ
ク
チ
ン
接
種
代
は

タ
ダ
で
す
。

　
会
計
を
済
ま
せ
る
と
医
師
の
前
に
案
内

さ
れ
、何
回
目
の
接
種
か
を
確
認
さ
れ
ま
し

た
。そ
し
て
、脇
に
あ
る
専
用
の
読
み
取
り

機
に「
健
康
雲
」の
接
種
用
コ
ー
ド
を
読
み

取
ら
せ
る
よ
う
指
示
さ
れ
ま
し
た
。接
種

者
、接
種
日
、接
種
場
所
、接
種
し
た
ワ
ク
チ

ン
種
類
の
情
報
な
ど
を
ア
プ
リ
に
記
録
さ
せ

て
い
る
よ
う
で
す
。

左
腕
が一
時
熱
を
帯
び
る

　
健
康
コ
ー
ド
の
読
み
取
り
を
終
え
る
と
、

す
ぐ
に
ワ
ク
チ
ン
を
注
射
さ
れ
ま
し
た
。あ

と
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、筆
者
が
接
種
し
た

の
は
中
国
医
薬
集
団（
シ
ノ
フ
ァ
ー
ム
）系
の

北
京
生
物
製
品
研
究
所
有
限
公
司
の
ワ
ク

チ
ン
で
し
た
。

　
注
射
後
は
、注
射
痕
に
何
か
小
さ
な
木
の

棒
み
た
い
な
も
の
を
押
し
当
て
ら
れ
、処
置

室
か
ら
出
る
際
に
30
分
に
設
定
さ
れ
た
タ
イ

マ
ー
を
持
た
さ
れ
ま
し
た
。診
療
所
の
職
員

か
ら
は
、副
作
用
が
な
い
か
確
認
す
る
の
で

そ
の
ま
ま
タ
イ
マ
ー
が
鳴
る
ま
で
30
分
間
を

待
合
室
で
待
つ
よ
う
に
言
わ
れ
ま
し
た
。

　
待
合
室
内
の
椅
子
に
腰
を
落
ち
着
け
て
、

腕
に
押
し
付
け
ら
れ
て
い
る
小
さ
な
棒
は
何

な
の
か
と
改
め
て
よ
く
見
て
み
た
ら
、な
ん
と

綿
棒
で
し
た
。こ
う
い
う
注
射
痕
に
は
ガ
ー

ゼ
を
当
て
る
の
が
普
通
だ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、な
ぜ
綿
棒
な
の
か
。ま
あ
、先
の
方
は

脱
脂
綿
だ
か
ら
こ
れ
で
い
い
の
か
、な
ど
と
思

い
つ
つ
、釈
然
と
し
な
い
気
持
ち
に
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。な
お
2
回
目
の
接
種
時
も
や
っ
ぱ

り
綿
棒
を
押
し
当
て
ら
れ
ま
し
た
。

　
綿
棒
を
眺
め
な
が
ら
待
っ
て
い
る
と
、ワ
ク

チ
ン
を
打
っ
た
左
上
腕
部
が
ま
る
で
遠
赤
外

線
ヒ
ー
タ
ー
で
も
当
て
て
い
る
か
の
よ
う
に
、

熱
を
帯
び
て
く
る
の
を
感
じ
ま
し
た
。こ
れ

が
い
わ
ゆ
る
副
作
用
か
と
思
い
つ
つ
、「
く
っ
、

静
ま
れ
！
俺
の
左
腕・・・」な
ど
と
中
二
病
め

い
た
ラ
ノ
ベ
の
セ
リ
フ
が
一
瞬
頭
を
よ
ぎ
っ
た

も
の
の
、こ
の
熱
は
2
分
程
度
で
あ
っ
さ
り
引

き
ま
し
た
。

　
な
お
こ
の
患
部
の
発
熱
は
1
回
目
の
接
種

時
の
み
で
、2
回
目
に
は
起
こ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
こ
う
し
て
1
回
目
の
接
種
を
終
え
、そ
の

3
週
間
後
に
は
2
回
目
の
接
種
も
無
事
に

終
え
ま
し
た
。今
の
と
こ
ろ
副
作
用
と
感
じ

る
症
状
は一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

　
2
回
目
の
接
種
の
流
れ
は
1
回
目
と
基

本
的
に
同
じ
で
す
が
、最
後
に
診
療
所
か
ら

紙
の
接
種
証
明
書
が
も
ら
え
ま
す
。ま
た
帰

宅
直
後
に
ア
プ
リ
の「
健
康
雲
」を
確
認
し

た
と
こ
ろ
、「
接
種
記
録
」内
の
情
報
が
早
く

も
更
新
済
み
で
し
た
。

バ
ス
を
使
っ
て
街
頭
で
接
種
会
も

　
中
国
で
は
、上
記
の
よ
う
な
診
療
所
で
の

接
種
の
ほ
か
、5
月
後
半
か
ら
6
月
に
か
け

て
、市
内
各
所
で
大
型
バ
ス
を
使
っ
た
特
設

会
場
で
の
街
頭
接
種
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
特
設
会
場
で
は
、当
日
で
あ
っ
て
も

空
き
が
あ
れ
ば
そ
の
場
で
接
種
し
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。お
そ
ら
く
ア
プ
リ
を
使

っ
た
予
約
が
で
き
な
い
高
齢
者
の
た
め
の
措

置
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
な
お
、街
頭
接
種
会
が
開
か
れ
て
い
る
最

中
、筆
者
と
同
じ
ア
パ
ー
ト
に
住
む
お
じ
さ

ん
が
通
路
で
会
う
な
り
、「
お
前
、も
う
ワ
ク

チ
ン
打
っ
た
か
？
打
っ
て
な
い
な
ら
近
く
で
打

っ
て
も
ら
え
る
か
ら
早
く
行
け
」と
変
に
世

話
焼
き
な
中
国
人
ら
し
く
勧
め
て
く
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
一
般
接
種
が
始
ま
っ
た
頃
、筆
者
の
中

国
人
の
友
人
も「
い
つ
感
染
す
る
か
わ
か
ら

な
い
か
ら
、君
も
早
く
ワ
ク
チ
ン
を
打
っ
て
お

い
た
方
が
い
い
」と
顔
を
合
わ
せ
る
た
び
に
盛

ん
に
勧
め
て
き
ま
し
た
。

　
た
だ
そ
の
友
人
の
好
意
に
つ
い
て
は
、あ
る

日
ふ
と
気
に
な
り
、「
そ
う
い
う
君
は
ワ
ク
チ

ン
を
も
う
打
っ
た
の
か
？
」と
尋
ね
た
と
こ

ろ
、「
打
っ
て
な
い
。中
国
製
ワ
ク
チ
ン
が
安
全

か
ど
う
か
を
確
か
め
る
た
め
、君
に
は
早
く

打
っ
て
試
し
て
も
ら
い
た
か
っ
た
」と
い
う
本

音
を
白
状
し
た
の
で
し
た
。

2021年7月19日掲載（JBpress）

　7月21日のオリンピック開催を控え、日本では新型
コロナウイルス感染症用ワクチンの接種が急ピッチ
で進められていることと思います。ただ報道を見る限
り、当初の想定ほどには進んでおらず、65歳未満の
一般接種についても目途が立っていない模様です。
　一方、中国では今年（2021年）3月から外国人を含
む一般接種が開始され、7月5日時点で接種回数は
13億回を超えています。筆者自身も6月に2回目の接
種を終えており、周囲を見渡してもワクチン未接種者
の方がもはや少ない状況となっています。
　そこで今回は、中国のワクチン接種スケジュール
や予約方法を説明しながら筆者の接種体験記をお
送りします。

用
ア
プ
リ
を
使
っ
て
行
い
ま
す
。一
般
的
な
の

は
専
用
ア
プ
リ
を
使
う
方
法
で
す
。

　
上
海
市
で
予
約
に
使
用
す
る
の
は「
健
康

雲
」と
い
う
ア
プ
リ
で
す
。こ
の
ア
プ
リ
は
、登

録
者
の
感
染
状
態
や
濃
厚
接
触
者
で
あ
る

か
を
確
認
す
る
の
に
も
用
い
ら
れ
ま
す
。

　
予
約
時
は
、ア
プ
リ
内
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

予
約
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
選
択
し
、所
属
す
る
企

業
・
団
体
コ
ー
ド
と
と
も
に
個
人
情
報
や
接

種
予
約
日
を
入
力
し
ま
す
。そ
の
後
、予
約

が
完
了
し
た
と
い
う
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

登
録
し
た
電
話
番
号
宛
て
に
送
ら
れ
、こ
の

シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
予
約
票
の
よ
う
な
役

割
を
持
つ
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
外
国
人
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、当
初
、専
用

サ
イ
ト
だ
け
で
予
約
を
受
け
付
け
て
い
ま
し

た
。専
用
サ
イ
ト
で
は
あ
り
ま
す
が
、入
力

情
報
な
ど
は
基
本
的
に「
健
康
雲
」を
使
っ

持
つ
居
住
者
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、3

月
下
旬
に
は
外
国
人
の
受
付
も
始
ま
り
ま

し
た
。実
は
筆
者
は
、ワ
ク
チ
ン
接
種
を
そ
れ

ほ
ど
希
望
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、

中
国
の
こ
と
だ
か
ら
、接
種
し
て
お
か
な
い
と

今
後
中
国
国
内
の
移
動
で
も
い
ろ
い
ろ
制
限

を
か
け
て
く
る
だ
ろ
う
と
踏
み
、副
作
用
な

ど
あ
ま
り
気
に
し
な
い
ま
ま
接
種
を
受
け

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

専
用
ア
プ
リ
を
使
っ
て
予
約

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
約
は
、接
種
を
行
っ
て

い
る
診
療
所
へ
電
話
し
て
予
約
す
る
か
、専

中国・上海の診療所でワクチン接種を待つ人たちの様子（筆者撮影）

上海市における新型コロナワクチン接種開始スケジュール
出典：本地宝（http://sh.bendibao.com/news/2021325/238552.shtm）

「健康雲」アプリ上の接種記録
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文
：
花
園 
祐

　中
国・上
海
在
住
の
ブ
ロ
ガ
ー
。か
つ
て
は
通
信
社
の
記

者
。好
き
な
食
べ
物
は
せ
ん
べい
、カ
レ
ー
、サ
ン
ド
イ
ッ
チ
。

http://jbpress.ism
edia.jp

介
護
や
医
療
、運
送
関
係
者
か
ら

優
先
的
に
接
種
開
始

　
中
国
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
管

轄
す
る
省
や
市
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、

筆
者
の
住
む
上
海
市
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
左

上
の
表
の
通
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
中
国
で
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
2
0
2
0
年

10
月
よ
り
、介
護
や
医
療
従
事
者
、港
湾
で

貨
物
を
取
り
扱
う
運
送
業
従
事
者
の
ほ
か
、

バ
ス
や
電
車
と
いっ
た
交
通
業
、消
防
警
察
な

ど
の
重
点
職
位
グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
始
ま
り

ま
し
た
。そ
の
後
、翌
21
年
2
月
よ
り
、仕
事

な
ど
で
海
外
に
移
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
や
留
学
生
を
対
象
に
接
種
予
約
の
受
付

が
始
ま
り
、3
月
中
旬
よ
り
一
般
接
種
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
一
般
接
種
は
当
初
は
中
国
本
土
に
戸
籍
を

た
予
約
と
大
差
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
予
約
方
法
は
省
や
市
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
が
、筆
者
が
把
握
す
る
限
り
、ど
こ

も「
健
康
雲
」や「
微
信（W

eC
hat

）」、ま

た
は
そ
れ
に
類
す
る
ア
プ
リ
を
使
っ
た
予
約

方
法
が
採
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

外
国
人
専
用
の
診
療
所
で
接
種

　
以
上
の
よ
う
な
手
続
き
を
踏
み
、筆
者
も

無
事
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
予
約
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。た
だ
外
国
人
接
種
の
受
付
開

始
直
後
は
予
約
が
集
中
し
、筆
者
も
予
約
し

た
日
か
ら
実
際
の
接
種
ま
で
約
1
ヵ
月
も
待

た
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
う
し
て
迎
え
た
接
種
当
日
。予
約
し
た

診
療
所
は
外
国
人
接
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る

だ
け
あ
っ
て
、職
員
ら
は
来
訪
者
に
英
語
で

対
応
す
る
な
ど
比
較
的
手
際
よ
く
対
応
し

て
い
ま
し
た
。

　
会
場
で
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
ま
で
の
流
れ
は

以
下
の
通
り
で
す
。

　
ま
ず
、前
述
し
た
予
約
受
付
の
シ
ョ
ー
ト

メ
ッ
セ
ー
ジ
や
身
分
証
な
ど
で
受
付
確
認
を

行
い
ま
す
。そ
の
際
、ワ
ク
チ
ン
接
種
代
と
し

て
1
0
0
元（
約
1
7
0
0
円
）を
会
計
に

支
払
い
ま
す
。な
お
、中
国
の
国
民
社
会
保

険
の
加
入
者
で
あ
れ
ば
ワ
ク
チ
ン
接
種
代
は

タ
ダ
で
す
。

　
会
計
を
済
ま
せ
る
と
医
師
の
前
に
案
内

さ
れ
、何
回
目
の
接
種
か
を
確
認
さ
れ
ま
し

た
。そ
し
て
、脇
に
あ
る
専
用
の
読
み
取
り

機
に「
健
康
雲
」の
接
種
用
コ
ー
ド
を
読
み

取
ら
せ
る
よ
う
指
示
さ
れ
ま
し
た
。接
種

者
、接
種
日
、接
種
場
所
、接
種
し
た
ワ
ク
チ

ン
種
類
の
情
報
な
ど
を
ア
プ
リ
に
記
録
さ
せ

て
い
る
よ
う
で
す
。

左
腕
が一
時
熱
を
帯
び
る

　
健
康
コ
ー
ド
の
読
み
取
り
を
終
え
る
と
、

す
ぐ
に
ワ
ク
チ
ン
を
注
射
さ
れ
ま
し
た
。あ

と
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、筆
者
が
接
種
し
た

の
は
中
国
医
薬
集
団（
シ
ノ
フ
ァ
ー
ム
）系
の

北
京
生
物
製
品
研
究
所
有
限
公
司
の
ワ
ク

チ
ン
で
し
た
。

　
注
射
後
は
、注
射
痕
に
何
か
小
さ
な
木
の

棒
み
た
い
な
も
の
を
押
し
当
て
ら
れ
、処
置

室
か
ら
出
る
際
に
30
分
に
設
定
さ
れ
た
タ
イ

マ
ー
を
持
た
さ
れ
ま
し
た
。診
療
所
の
職
員

か
ら
は
、副
作
用
が
な
い
か
確
認
す
る
の
で

そ
の
ま
ま
タ
イ
マ
ー
が
鳴
る
ま
で
30
分
間
を

待
合
室
で
待
つ
よ
う
に
言
わ
れ
ま
し
た
。

　
待
合
室
内
の
椅
子
に
腰
を
落
ち
着
け
て
、

腕
に
押
し
付
け
ら
れ
て
い
る
小
さ
な
棒
は
何

な
の
か
と
改
め
て
よ
く
見
て
み
た
ら
、な
ん
と

綿
棒
で
し
た
。こ
う
い
う
注
射
痕
に
は
ガ
ー

ゼ
を
当
て
る
の
が
普
通
だ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、な
ぜ
綿
棒
な
の
か
。ま
あ
、先
の
方
は

脱
脂
綿
だ
か
ら
こ
れ
で
い
い
の
か
、な
ど
と
思

い
つ
つ
、釈
然
と
し
な
い
気
持
ち
に
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。な
お
2
回
目
の
接
種
時
も
や
っ
ぱ

り
綿
棒
を
押
し
当
て
ら
れ
ま
し
た
。

　
綿
棒
を
眺
め
な
が
ら
待
っ
て
い
る
と
、ワ
ク

チ
ン
を
打
っ
た
左
上
腕
部
が
ま
る
で
遠
赤
外

線
ヒ
ー
タ
ー
で
も
当
て
て
い
る
か
の
よ
う
に
、

熱
を
帯
び
て
く
る
の
を
感
じ
ま
し
た
。こ
れ

が
い
わ
ゆ
る
副
作
用
か
と
思
い
つ
つ
、「
く
っ
、

静
ま
れ
！
俺
の
左
腕・・・」な
ど
と
中
二
病
め

い
た
ラ
ノ
ベ
の
セ
リ
フ
が
一
瞬
頭
を
よ
ぎ
っ
た

も
の
の
、こ
の
熱
は
2
分
程
度
で
あ
っ
さ
り
引

き
ま
し
た
。

　
な
お
こ
の
患
部
の
発
熱
は
1
回
目
の
接
種

時
の
み
で
、2
回
目
に
は
起
こ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
こ
う
し
て
1
回
目
の
接
種
を
終
え
、そ
の

3
週
間
後
に
は
2
回
目
の
接
種
も
無
事
に

終
え
ま
し
た
。今
の
と
こ
ろ
副
作
用
と
感
じ

る
症
状
は一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

　
2
回
目
の
接
種
の
流
れ
は
1
回
目
と
基

本
的
に
同
じ
で
す
が
、最
後
に
診
療
所
か
ら

紙
の
接
種
証
明
書
が
も
ら
え
ま
す
。ま
た
帰

宅
直
後
に
ア
プ
リ
の「
健
康
雲
」を
確
認
し

た
と
こ
ろ
、「
接
種
記
録
」内
の
情
報
が
早
く

も
更
新
済
み
で
し
た
。

バ
ス
を
使
っ
て
街
頭
で
接
種
会
も

　
中
国
で
は
、上
記
の
よ
う
な
診
療
所
で
の

接
種
の
ほ
か
、5
月
後
半
か
ら
6
月
に
か
け

て
、市
内
各
所
で
大
型
バ
ス
を
使
っ
た
特
設

会
場
で
の
街
頭
接
種
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
特
設
会
場
で
は
、当
日
で
あ
っ
て
も

空
き
が
あ
れ
ば
そ
の
場
で
接
種
し
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。お
そ
ら
く
ア
プ
リ
を
使

っ
た
予
約
が
で
き
な
い
高
齢
者
の
た
め
の
措

置
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
な
お
、街
頭
接
種
会
が
開
か
れ
て
い
る
最

中
、筆
者
と
同
じ
ア
パ
ー
ト
に
住
む
お
じ
さ

ん
が
通
路
で
会
う
な
り
、「
お
前
、も
う
ワ
ク

チ
ン
打
っ
た
か
？
打
っ
て
な
い
な
ら
近
く
で
打

っ
て
も
ら
え
る
か
ら
早
く
行
け
」と
変
に
世

話
焼
き
な
中
国
人
ら
し
く
勧
め
て
く
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
一
般
接
種
が
始
ま
っ
た
頃
、筆
者
の
中

国
人
の
友
人
も「
い
つ
感
染
す
る
か
わ
か
ら

な
い
か
ら
、君
も
早
く
ワ
ク
チ
ン
を
打
っ
て
お

い
た
方
が
い
い
」と
顔
を
合
わ
せ
る
た
び
に
盛

ん
に
勧
め
て
き
ま
し
た
。

　
た
だ
そ
の
友
人
の
好
意
に
つ
い
て
は
、あ
る

日
ふ
と
気
に
な
り
、「
そ
う
い
う
君
は
ワ
ク
チ

ン
を
も
う
打
っ
た
の
か
？
」と
尋
ね
た
と
こ

ろ
、「
打
っ
て
な
い
。中
国
製
ワ
ク
チ
ン
が
安
全

か
ど
う
か
を
確
か
め
る
た
め
、君
に
は
早
く

打
っ
て
試
し
て
も
ら
い
た
か
っ
た
」と
い
う
本

音
を
白
状
し
た
の
で
し
た
。

用
ア
プ
リ
を
使
っ
て
行
い
ま
す
。一
般
的
な
の

は
専
用
ア
プ
リ
を
使
う
方
法
で
す
。

　
上
海
市
で
予
約
に
使
用
す
る
の
は「
健
康

雲
」と
い
う
ア
プ
リ
で
す
。こ
の
ア
プ
リ
は
、登

録
者
の
感
染
状
態
や
濃
厚
接
触
者
で
あ
る

か
を
確
認
す
る
の
に
も
用
い
ら
れ
ま
す
。

　
予
約
時
は
、ア
プ
リ
内
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

予
約
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
選
択
し
、所
属
す
る
企

業
・
団
体
コ
ー
ド
と
と
も
に
個
人
情
報
や
接

種
予
約
日
を
入
力
し
ま
す
。そ
の
後
、予
約

が
完
了
し
た
と
い
う
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

登
録
し
た
電
話
番
号
宛
て
に
送
ら
れ
、こ
の

シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
予
約
票
の
よ
う
な
役

割
を
持
つ
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
外
国
人
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、当
初
、専
用

サ
イ
ト
だ
け
で
予
約
を
受
け
付
け
て
い
ま
し

た
。専
用
サ
イ
ト
で
は
あ
り
ま
す
が
、入
力

情
報
な
ど
は
基
本
的
に「
健
康
雲
」を
使
っ

持
つ
居
住
者
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、3

月
下
旬
に
は
外
国
人
の
受
付
も
始
ま
り
ま

し
た
。実
は
筆
者
は
、ワ
ク
チ
ン
接
種
を
そ
れ

ほ
ど
希
望
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、

中
国
の
こ
と
だ
か
ら
、接
種
し
て
お
か
な
い
と

今
後
中
国
国
内
の
移
動
で
も
い
ろ
い
ろ
制
限

を
か
け
て
く
る
だ
ろ
う
と
踏
み
、副
作
用
な

ど
あ
ま
り
気
に
し
な
い
ま
ま
接
種
を
受
け

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

専
用
ア
プ
リ
を
使
っ
て
予
約

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
約
は
、接
種
を
行
っ
て

い
る
診
療
所
へ
電
話
し
て
予
約
す
る
か
、専

バスを使った特設のワクチン接種会場

TOTAL
IT
SECURITY
SINCE 2004

TEL. 02-259-1720
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文
/
山
路
達
也
）
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A
I
顕
微
鏡
は
、

数
分
で
ガ
ン
細
胞
を
見
つ
け
る

 

DeepDOFでは、スライドを作ることなしにサンプルをそのまま観察してガン細胞を探すことができる。
Photo by Brandon Martin/Rice University

　ガ
ン
の
外
科
手
術
に
お
い
て
最
も
重

要
な
の
は
、当
然
な
が
ら
確
実
に
ガ
ン

細
胞
を
除
去
で
き
た
か
ど
う
か
だ
。少

し
で
も
ガ
ン
細
胞
が
残
っ
て
い
る
と
、そ

れ
が
転
移
し
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
。

し
か
し
手
術
の
最
中
に
、そ
の
判
定
を

行
う
こ
と
は
難
し
い
。

　ガ
ン
細
胞
が
残
っ
て
い
る
か
ど
う
か

調
べ
る
に
は
、顕
微
鏡
で
組
織
を
観
察

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、そ
の
た
め
に

は
組
織
を
薄
く
ス
ラ
イ
ス
し
て
、顕
微

鏡
の
ス
ラ
イ
ド
に
載
せ
る
必
要
が
あ

る
。ス
ラ
イ
ド
を
作
る
た
め
に
は
高
価

な
専
用
の
装
置
と
そ
れ
を
扱
え
る
専

門
ス
タ
ッ
フ
が
必
要
で
、ど
う
し
て
も
コ

ス
ト
と
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
の
だ
。

　米
ラ
イ
ス
大
学
の
研
究
チ
ー
ム
が
開

発
し
た
A
I
顕
微
鏡
、DeepD

O
F

は

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

　そ
も
そ
も
な
ぜ
顕
微
鏡
で
観
察
す

る
た
め
に
ス
ラ
イ
ド
を
作
る
必
要
が
あ

る
か
と
い
え
ば
、被
写
界
深
度
の
制
約

だ
。顕
微
鏡
の
対
物
レ
ン
ズ
は
、対
象
物

が
数
百
万
分
の
1
メ
ー
ト
ル
ず
れ
る
だ

け
で
、ぼ
や
け
て
し
ま
う
。そ
の
た
め
サ

ン
プ
ル
は
ス
ラ
イ
ド
に
し
て
、厳
密
に
ピ

ン
ト
を
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　DeepD
O
F

は
、標
準
的
な
光
学
顕

微
鏡
と
安
価
な
光
学
位
相
マ
ス
ク
で
構

成
さ
れ
る
。位
相
マ
ス
ク
は
対
物
レ
ン
ズ

の
上（D

eepD
O
F

で
は
対
物
レ
ン
ズ
が

上
向
き
に
な
っ
て
い
る
）に
置
か
れ
、顕

微
鏡
に
入
っ
て
き
た
光
を
変
調
さ
せ

る
。さ
ら
に
、研
究
チ
ー
ム
は
デ
ィ
ー
プ

ラ
ー
ニ
ン
グ
を
使
っ
て
多
数
の
画
像
を
学

習
さ
せ
、さ
ま
ざ
ま
な
深
さ
に
あ
る
サ

ン
プ
ル
に
焦
点
を
当
て
ら
れ
る
よ
う
に

し
た
。

　こ
れ
に
よ
り
、ス
ラ
イ
ド
に
し
て
い
な

い
組
織
の
サ
ン
プ
ル
をD

eepD
O
F

の
対

物
レ
ン
ズ
上
に
置
く
だ
け
で
、最
短
2

分
で
、何
枚
も
の
精
密
な
ス
ラ
イ
ド
を

観
察
す
る
の
と
同
等
の
結
果
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
。

　研
究
チ
ー
ム
は
2
0
2
1
年
中
に
臨

床
試
験
を
開
始
す
る
予
定
だ
と
い
う
。
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中野陽介 1987年福岡生まれ。19歳で渡米、芸術に目覚める。24歳で渡
タイ、バンコクでサラリーマンと芸術家の二足のわらじ生活を３年間送
る。28歳から１年間で22カ国を巡る世界一周旅を敢行。現在は、国連ト
ークイベントに参加、目黒区美術館で絵画展覧会開催、壁画制作、執筆、
講演、育児など東京を拠点に活動。著書「路上ワークの幸福論」は
Kinokuniya Bangkok店&EmQuartier店でも発売中。
HP：https://www.yosukenakano.com/
Instagram：@yosukenakano 　Twitter：@yosuke1006

　観光地のケアンズでスカイレイル（ロープ
ウェイ）に乗ると、1億3,000年の歴史がある
熱帯雨林「キュランダ」を真上から見ながら横
断することができる。
　これが鳥の気分を味わえて本当に楽しい ！
さらに乗っている時間も長く、長時間鳥になる
ことができてとてもオススメです♪

世界最古の熱帯雨林
（オーストラリア・ケアンズ）

いろんな景色、いろんな想い

1989年、英国のレイブンズボーン大学留学中に、世界的に有名な風水大師葉清海氏から風水
師としての才能を認められ、最初で最後の日本人内弟子として彼が89歳で他界するまでの約30
年間、風水を学んだ。チュラロンコーン大学教育学部高等教育課で博士号を取得後、風水を
中心に取り入れたビジネスコンサルティング会社SSF CONSULTATION LTDをタイ、バンコク
に2009年に設立して現在に至る。タイの他、アメリカ、インド、インドネシア、英国、カンボジア、シンガ
ポール、台湾、中国、ベトナム、香港、マレーシア、ミャンマー、日本などへも仕事で出向いている。

　日本は経済的に先進国ですが風水で
は発展途上国です。反対に、タイは風水
において日本を遥かに追い越す先進国
です。

● バンコクのデパート
　毎年、旧正月前後になるとバンコクのデ
パートは大掛かりに店内の飾り、内装を変
えています。実は風水が毎年変わるの
で、それに併せてデパートの内装も変えて
いるのです。
　セントラルワールドに連結しているオフィ
スビルは毎年、香港から風水の先生を呼
び寄せて鑑定してもらっていると聞いたこ
とがあります。実際に仕事でそのビルを風
水鑑定し、その話が真実であると確信し

ました。理由はありとあらゆる場所に、香港
で流行っている三元風水という流派が使
われていたからです。
　この三元風水は建物の向き、車の流
れ、そして時を重要視します。ビルの建物
の向きに対して、その周囲の道路の車の
流れ、駐車場の出入り口、ビルの出入り口
は密接に繋がっています。この関連法則
が正しければ良い結果を招き、商売繁盛
へと繋がります。
　セントラルグループのみならず、モール
グループ（エンポリアム、ザモール）、マー
ブンクロンセンター（MBK）、シーコンスク
エア、アイコンサイアム等も中華系がオー
ナーですので、年間行事として風水を取
り入れているでしょう。

　セントラルワールド周辺には最近まで東
急デパート、伊勢丹、そしてかつてはそごう
があり、ヤオハンや大丸もバンコクにはあり
ました。しかし、現在、日系デパートとして
残っているのはアイコンサイアムに入って
いる高島屋のみではないでしょうか。
　ぜひ、非常識な成功法則「風水」を取
り入れて頑張ってほしいです。

鶴田 雅子ビジネスにも活かせる

風水 学
７ : “風水先進国”タイ ①

ビジネスコンサルティング会社 SSF CONSULTATION LTD代表
E-mail：sai@ssfconsultation.com　URL：http://www.ssfconsultation.com
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Frasers Property Industrial Thailand

バンナー２
ロジスティクスパーク
BANGNA 2 LOGISTICS PARK

高品質な賃貸倉庫

サスティナブルな開発

賃貸可能エリア

第１期開発：
一般ゾーン倉庫

倉庫レイアウト 物件コード：BK６

倉庫面積 20,700㎡
事務所面積 1,254㎡
延床面積 21,954㎡

建物の仕様
床荷重 ５t /㎡
梁下 12m
ユニット数 ４ユニット
搬出入庫口 34ヵ所
ドックレベラー 22台
スプリンクラーシステム 完備
駐車場 完備

自然光および
自然換気システム導入

省エネで環境に
配慮した設計

渋滞のない
安全な交通環境

※上記区画レイアウトについては、変更する可能性があります。


